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　異界の門・最深部【ＴＨＥザ ＮＥＷニュー ＧＡＴＥゲート】。

　そこで、２つの影が対たい峙じしていた。

　片方は門を守るモンスターの影。

　その名は【オリジン】。ＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】の最後にして、最強のモンスター。

　竜人型であり、人の体に竜の頭、羽、尾を足した姿をしている。全長およそ７メル。その瞳は蒼そう穹きゅうのごとく蒼あおく染まり、額ひたいの角と全身を覆う鱗うろこは金色に輝く。

　鍛え抜かれた武人のような体たい躯くが身に着けるのはこれまた金色の鎧。その手に持った装飾の一切ない槍やりも金色だった。

　ともすれば醜しゅう悪あくとも取られかねないカラーリングだが、その巨体と圧倒的な威圧感からか、神々しさを感じることはあれど、嫌悪を抱くことはなかった。

　神しん獣じゅうと言っても過言ではない、まさに「最強」の名を持つに相応ふさわしいモンスターといえる。

　もう一方は人間の男の影。

　その名は【シン】。本名、桐きり谷たに進しん也や。

　ＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】の中でも最さい古こ参さんにして、トップクラスの戦闘能力を持つプレイヤーの１人だった。

　身長は１８０セメルを少し超える程度で、どちらかと言うと、すらりとした体格をしている。

　黒髪黒眼。端たん整せいとも醜悪ともいえない凡ぼん庸ような顔からは、オリジンを前にしているにもかかわらず、緊張している様子は微み塵じんも感じられない。

　首には黒い生き地じに赤いラインが入った薄手のマフラー。

　同じく赤いラインの入った黒いロングコートとズボンを身に着けている。腕と足には深しん紅くの手てっ甲こうと脚きゃっ甲こうを装備しているが、それ以外に防具らしい防具はなかった。

　武器は右手に持つ黒い刀のみ。柄つかも鍔つばも黒い刀だが、刃の部分のみ紅玉を摺すり込んだように、うっすらと紅く煌きらめいている。

　シンが一歩を踏み出すと、それに応じてオリジンも武器を構えた。

　軽装のシンに対して、オリジンは全身鎧に槍と完全武装。端はたから見れば、この挑戦は無む謀ぼう極きわまりない。オリジンの槍の一振りで、シンが肉にく塊かいと化す未来しか想像できなかった。

　シンがさらに一歩踏み出したところで、オリジンが槍による一撃を放つ。

　その巨体からは想像もできない速度で繰り出される攻撃は、槍の大きさと相まって、壁が迫っていくようにも見えた。

　槍が石いし畳だたみの床を穿うがつ。ただ石畳を吹き飛ばしただけでなく、下の地面まで大きく抉えぐっていた。

　しかし、そこにシンの姿はない──シンはオリジンの足元にいた。

　攻撃される直前、補助系武ぶ芸げいスキル【心しん眼がん】によって敵の動きを予測し、さらに移動系武芸スキル【縮しゅく地ち】によって高速移動したのだ。

　こちらの姿を見失ったオリジンの右足めがけ、シンは刀術系武芸スキル【弧こ月げつ閃せん】を発動させる。

　スキルの発動とともに刀の刃が紅く輝き、刀の切れ味と攻撃速度が１・５倍に増幅された。

　シンは踏み込んだ勢いそのままに、刃を全力で叩きつける。

「シッ！」

　気合一いっ閃せん。

　鮮やかな紅い軌き跡せきを描き、刃はオリジンの右足を覆っていた脚甲を両断した。

　斬撃はそのまま右足を半ば近くまで断ち切る。流れ出した鮮血が金色の鱗を赤く染める。

　オリジンのＨＰゲージが50分の１ほど減少した。最強モンスターに一撃で与えるダメージとしては、驚くほど大きい。




「■■■■■■■■■■■■■■──ッ!!」




　足を襲った痛みにオリジンが悲鳴を上げた。金属を擦こすり合わせたような甲かん高だかい声が部屋全体に響く。

　そのとき、【心眼】による攻撃予測に即座に反応し、シンはその場から大きく飛び退のいた。限界まで強化された脚力のおかげで、残像が残るほどの速度で移動できる。

　その直後、残像を押しつぶすように槍の石突きが叩きつけられた。先ほどよりもパワーは弱かったのだろう、砕けた石畳はさっきより少ない。それでも尋じん常じょうな威力でないことは明らかだった。

「速い。さすがラスボス」

　恐るべき槍の破壊力を見てもなお、感心するだけの余裕があるシン。最後の門の守り手ゲートキーパー。相手にとって不足なし、と一層気合を込める。

　シンは決して油断しているわけではない。

　視界の端に映るＨＰゲージがなくなれば自分は死ぬ。それを理解したうえでここへやってきた。デスゲームと化した【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】をクリアするために──。

　ともに戦う戦友はいなかったが、支えてくれた人はいた。

　シンが身にまとう装備のほとんどは自前だったし、もらったアイテムもボス戦では効果がないようなものばかりだった。それでも、精一杯の支援をしてくれた仲間たちの気持ちは重い。

　家族に会いたいと泣いた少女がいた。兄を失って途方に暮れる少年がいた。負けてたまるかと逆境に挑む男がいた。困っている人を助けようと走り回る女がいた。

　誰も彼もが足あ掻がいて、諦めて、挑んで、戦って、そして何人も消えていった。

　囚われてからすでに１年。長いのか短いのか、シンにはわからない。

　しかし、シンの胸中を満たす言葉は１つ──『勝つ』、ただそれのみ。

　オリジンを倒し、自分を支え、背中を押してくれた人たちをゲームから解放する。

　なればこそ──。

「その首、俺がもらい受ける!!」

　こちらを睨にらむオリジンに向かって、シンは再度刀を構えた。





　　　　　　　†






「おおおおおおおおっ!!」

　裂れっ帛ぱくの気合とともに放たれた斬撃が、オリジンの片翼を付け根から断ち切った。

　刀術系武芸スキル【破は山ざん】。

　上段からの幹から竹たけ割わりで、その威力は山を断つという名の通り、自分より体躯の大きい敵に対してダメージ２・５倍と、破格の上昇率を誇る。

　翼を失ったオリジンは、蓄ちく積せきされたダメージによってついに膝をついた。

　シンはよし、と心の中でつぶやく。スキル使用後の硬直時間という隙を、相手の体勢を崩すことによってカバーしたのだ。

　オリジンの全身を覆っていた鎧は、いまや至るところが砕け、ひびが入っている。片翼だけでなく左腕も断ち切られ、黄金の角も先端が欠けていた。

　ＨＰゲージは残りわずかだ。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　満まん身しん創そう痍いに近いオリジンに対して、シンも無傷ではない。

　装備の耐久値はまだ余裕があるが、オリジンの巨体から繰り出される攻撃をかわし、弾はじき、ときには受け止めてきたのだ。ＨＰゲージこそ安全圏でも、精神的な疲れから、まるで現実のように呼吸が乱れていた。

「はぁ、はぁ、すぅぅぅっはぁぁぁぁ……」

　息を吸って、吐く。

　システム上は不要でも、今のシンには必要な動作だ。

　はやる心を宥なだめるように、乱れていた呼吸を整える。

【破山】ならあと一撃で仕留められるが、この技は１度使用すると次に使用できるようになるまでの待機時間ディレイタイムが長い。全スキル中１、２を争うほどだ。この戦闘ではもう使えないだろう。

（大技を何度も易やす々やすとくらってくれる相手でもないしな。たかがスキル１つ、気にすることじゃない）

　質が足りないのならば、量で補えばいいのだ。

「焦あせるなよ、俺」

　オリジンのＨＰゲージは残り少ないが、ゼロではない。あと少しと気を抜いた瞬間にやられたのでは、目も当てられない。

　こちらを見るオリジンの瞳はまだ戦意を失っていない。グラフィックであるはずなのに、シンはそう感じた。

　直後、抑よく揚ようのない女性の声＝ゲームアナウンスがシンの耳に届いた。




　────『【生存本能】発動：攻撃力、速度が上昇』

　────『【黄金の波動】発動：ＨＰ、欠損部位、破損装備が徐々に回復』




　自動発動スキル【分析アナライズ・Ⅹテン】が発動し、オリジンの能力が強化されたことをシンに知らせた。

　それと同時に、オリジンのＨＰゲージが少しずつ回復し始める。切り落とされた腕と翼の付け根を金色の光が覆い、それが少しずつ外側に動き、腕や翼が再生されていく。

　このまま放置しておけば、また元の状態に戻ってしまうだろう。

　当然、それを放置するシンではない。

【分析アナライズ・Ⅹテン】によって情報を得たと同時に【縮地】を発動させ、いまだ膝をついているオリジンに肉薄する。

「■■■■■■ーーッ!!」

　シンの動きに反応し、オリジンは咆ほう哮こうとともに、右手に持った槍で薙ぎ払いをしかけてきた。

　ゴウッ!!　という風切り音を伴ともないながら、巨大な槍が迫る。

　シンはすかさず刀術系武芸スキル【白しら刃は流ながし】と無手系武芸スキル【鋼はがね弾はじき】を発動した。

【白刃流し】は重心を落とし、敵からの攻撃を受け流すスキル。【鋼弾き】は、自分の腕や足を、敵の攻撃の一部を反射する光で覆うスキルだ。

【白刃流し】によって刀で槍を受け止め、刃の上を滑らせながら力の向く方向をずらす。さらに左腕を刀の峰みねに添え、【鋼弾き】で受け流しきれない槍の威力を軽減する。

　しかし、【生存本能】によって強化された攻撃はスキルの多重使用をもってしても完全に受け流すことはできず、シンのＨＰゲージがわずかに削られた。

「ふっ！」

　ダメージを負いつつも、受け流した槍が刃を離れる瞬間、シンは腰を落とした姿勢から伸び上がり、槍の進む方向に力を上乗せする。

　それによって、槍はオリジンが意図していた速度を超えて振られることになり、つられてオリジンの体勢が崩れた。

　シンは即座に刀術系武芸スキル【月げっ光こう斬ざん舞ぶ】を発動させる。月光のごとき銀色の光が黒い刀身を包みこみ、銀色の刃を形成。刀身が一時的に倍にまで伸長された。

「せぇぇぇあぁぁぁぁ!!」

　がら空きになったオリジンの胴体に銀色の光刃が叩きつけられる。

　１つ！

　２つ！

　３つ！

　残像を残すほどの速度で光刃が振るわれるたび、空中に銀色の軌跡が描かれる。３度目の斬撃までで与えたダメージが、【黄金の波動】によって回復した分のＨＰを削りきる。

　４つ！

　５つ！

　６つ！

　７つ！

　８つ！

　９つ！

　10ッ!!

　続いて放たれた７つの斬撃が、オリジンのＨＰゲージを一気に減らしていく。

　10の軌跡を描いたところで刃から光が消え、スキルが終了したことをシンに伝えた。

【月光斬舞】は、攻撃速度と範囲が増幅された斬撃を10連続で繰り出すスキル。攻撃速度は１・３倍、範囲は２倍となる。

　一撃分のダメージこそさほど高くないが、その攻撃範囲と手数によって、与えられる総合的なダメージ量は単純な威力強化スキルよりも大きい。

　シンのＳＴＲと武器の攻撃力をもってすれば、【破山】に及ばずともそれに近いダメージを与えることができる。

　事実、【月光斬舞】による怒ど濤とうの10連撃によって、オリジンのＨＰゲージはほとんど残っていない。

「しとめる!!」

【月光斬舞】のダメージによって倒れこむオリジンの体をシンは駆け上がる。この間にもオリジンのＨＰゲージは回復しているが、シンはまだ間に合うと判断した。

　最後の足掻きか、オリジンは右手に持っていた槍を手放し、裏拳を放った。それをジャンプで飛び越え、空中で刀を上段に構える。

　倒れゆくオリジンと目が合う。今まさにとどめを刺されようとしているにもかかわらず、その瞳に怒りはなく、穏やかに凪ないでいる。なぜかシンはそう感じた。

　しかし、たとえ敵意を感じなくとも、刃に込める力は微み塵じんも緩むことはない。

　勝つと決めた、その心は揺るがない。

「終わりだ！」

　シンはその言葉とともに、黒い刃をオリジンの額に振り下ろした。





　　　　　　　†






　────『門の守り手ゲートキーパー【オリジン】を撃破しました。これによりボス撃破ボーナスが与えられます』

　────『称号ギフト【臨りん界かい者しゃ】【到達者】【解放者】を入手しました』

　────『スキル【冥めい王おうノ波動】【集束波動】【拡散波動】を会え得とくしました』

　────『アイテム【守護者ノ亡なき骸がら】【守護者ノ魂】【守護者ノ心】を入手しました』




　ゲームアナウンスの声を聞きながら、シンはその場にたたずんでいた。

　周囲に光が満ちていた。

　オリジンの体は黄金の光となって拡散し、部屋を満たしている。

　やがて光が消えると、後には至るところが傷つきボロボロになった部屋と、傷一つない門、そしてシンが残された。

　すると、再度アナウンスが流れた。

『異界の門・最深部の門の守り手ゲートキーパー【オリジン】が倒され、ダンジョンがクリアされました』

　それはシンの勝利を仲間たちに伝えることになる。

『これによりすべてのプレイヤーのログアウトが可能になりました』

「終わった……」

　そう、終わった。

　一年間、シンたちが囚われていたデスゲームが今、幕を閉じたのだ。

　念のためメニュー画面を呼び出すと、並んだ項目の一番下に、【ログアウト】のコマンドが確かにあった。

　試しにフレンドリストを開いてみる。すると、次々とプレイヤーの名前の横にある【オンライン】という表示が【オフライン】へと変わっていく。

　皆、無事ログアウトできているようだ。

「約束、守ったぜ。なあ、マリノ」

　達成感がシンの胸に満ちる。

　この世界に散っていった彼女は褒ほめてくれるだろうか。

　そんなことを思った。

「さて！　他のプレイヤーがログアウトしきるまで待つとするかね」

　辛しん気き臭くさいのはやめだ、と思考を切り替え、その場に腰を下ろす。自分は皆の帰還を見届けてからログアウトすると決めていたのだ。

　シンはアイテムボックスから生存者サバイバーズリストを取り出し、羊よう皮ひ紙しのように丸まったそれを静かに広げた。

　このリストは生存しているプレイヤーの名前をリアルタイムで表示してくれるアイテムだ。

　全員の帰還を見届けてからログアウトするというシンの意思を汲くんだ仲間の錬金術師が、７日間徹夜してまで作製した物だ。プレイヤーが死亡、もしくはログアウトすると、リストから名前が消えるようになっているらしい。

　シンは彼に感謝しつつ、そこからプレイヤーの名前が消えていくのをしばしの間眺めていた。

　時間にして、およそ３分程度。ついにリストに表示されている名前が【シン】のみになった。

「俺で最後か」

　ふとそんな言葉が漏れた。

　今まではただただ戦い続けてきたが、こうして終わってみると、何とも感慨深いものだった。

　ログアウトすればもうここに戻ってくることはないだろう。デスゲーム化などという事態を引き起こしたオンラインゲームが引き続き運営されるなど、どう考えてもありえない。

（結局こんな事件になっちまったわけだが、最初はずいぶんと楽しませてくれたよな）

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】をプレイしていた期間は、シンの今までの人生の実に３分の１を占しめる。良くも悪くも、長い時間をこのゲームとともに過ごしてきた。

　不ふ謹きん慎しんな考えだという自覚はある。しかし、仲間と過ごした日々もまた、ここでしか手に入らなかったものなのだ。

「じゃあな、【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】」

　別れの言葉をつぶやき、シンがログアウトしようとしたそのとき、開くはずのない目の前の扉が、ギィッという音を立てた。

「ん？」

　その音に気を取られ、ログアウトの文字に触れようとしていた指が止まる。

　きらびやかな装飾の施ほどこされた重じゅう厚こうな扉が、ゆっくりと開いていく。隙すき間まからは強い光が差し込み、扉の先がどうなっているのか、シンには確認できなかった。

「なんだ？　もうイベントはないはずじゃ……」

　困惑するシンをよそに、溢れ出す光は部屋を白一色に染めていく。

「なにか、おかしい」

　異変を感じたシンの伸ばした指が、ログアウトの文字に触れるより一瞬早く、光がシンの体を包んだ。

　シンの意識はそこで途切れる──。























　最初に感じたのは風だった。

　暖かな風が肌の上を流れていくのを、シンはぼんやりとした意識の中で感じ取った。

　次ついで背中に触れる硬い感触と、鼻をくすぐるほのかな甘い匂い。

　視界が暗いのは目を閉じているからか。

「ん……」

　体を起こしながら目を開く。

　まず目に入ったのは、広々とした草原とその向こうの雑ぞう木き林ばやし。

　シンが寝ていた場所の周囲には、白とピンクの花が咲き誇っていた。先ほど鼻をくすぐったのはこの花の匂いだったようだ。

「ここは……」

　自分はなぜこんなところにいるんだという疑問を解消するべく、頭を働かせる。

（今日は異界の門・最深部でボスモンスターのオリジンと戦って、勝った。そう、俺は【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】をクリアしたんだ。それでログアウトが可能になって、皆が解放されて、最後に俺が残って……）

　だんだんと意識がはっきりしてくる。

　シンが最後に見た光景、それは──。

「門が……開いた？」

　そう、オリジンを倒したことで皆が助かり、自身もログアウトしようとした。その矢先に閉ざされていた門が開いて、そこで意識を失ったのだ。

「なんだったんだ、あれ。それにここは……」

　改めて周囲を見回しても、何も発見できない。

「もしかして、まだゲームの中にいるのか？」

　シンは最後に伸ばした指がログアウトの文字に触れたかどうか、わからなかった。

　あの白い光は何かのイベントで、自分はまだログアウトしていないのではないかと思い、ものは試しとメニュー画面を呼び出してみる。

「……おいおい」

　目の前に並ぶのは半透明の画面とそこに並ぶ項こう目もく──紛まごうことなき【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】のメニュー画面だった。

「なんだ、まだゲーム内だったのか」

　ああびっくりした、そう思いながら視線を下ろしていく。

　そこにはログアウトの文字が──。

「…………ない」

　なかった。

　所持金とヘルプの間にあるはずの、ログアウトの文字がどこにもない。オリジンを倒してから確認した際には、確かにあったはずの５文字が消滅していた。

「おいおいおい嘘だろ!?」

　メニュー画面内の項目を片っ端から開いて確認するが、やはりどこにもログアウトの文字は発見できない。まるで、デスゲームが終わっていないような。

「っ!!　そうだ、他の奴らは！」

　自分以外にも誰かが残っているかもしれない、という可能性に思いいたったシンは、アイテムボックスから生存者サバイバーズリストを取り出した。他にも取り残されたプレイヤーがいれば、このリストに表示されるはずだ。

「なんだ……これ」

　リストにあった名前は【シン】のみ。その下の空白部分には、

　────『ネットワークに接続できないため表示できません』

　というメッセージが浮かんでいた。

　生存者サバイバーズリストは、アバターを経由して【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内のネットワークにアクセスし、生存しているプレイヤーを確認する、と作製者である錬金術師は言っていた。

　そこから考えると、今現在シンのアバターは【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】のシステムから切り離されているということになる。

「ネットワークに接続できない。ならなんで俺はアバターを動かせる？」

　ログアウトしていないのにシステムから切り離される──そんなことがあるのだろうか。

　そんな事態になれば、シン自身のアバターを動かすこともできなくなるはずである。

　シンはＶＲ（ヴァーチャル・リアリティ）技術に詳しいわけではないが、とにかく【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】はそういう仕様だ。普通に考えて、ネットワークからの切断とアバター操作が可能なことは矛盾している。

「わからん、どうなってるんだ」

　先ほどまでの安あん堵ど感かんが一気に失われて、再度地面に寝転がるシン。

　立ち上がる気になれず、頭だけを働かせていたが、いくら考えても答えがわからなかった。

（だめだな、こういうときはいったん頭をからっぽにしよう）

　これは頭がゴチャゴチャしたときの、シンなりの落ち着き方だ。わからないときはいったんすべて手放して、考えを再構築する。





　①ネットワークに接続できない。

　②アバターは操作可能。

　③上記の２点は両立できない。






　①は生存者サバイバーズリストのプログラムと、リストに表示されたメッセージから確認できた。

　②も現にこうして動いているのだから確か。

　③に関しては、アバター操作を行うにはネットワークへの接続が不可欠というのは事実。実際にシステムの不具合でネットワーク接続が切れた経験を持つプレイヤーが、アバターが動かなくなったと言っていたので間違いない。

　では、両立できるようにするにはどうすればいいか──シンはこう考えた。

　生存者サバイバーズリストに不具合が起きていて、実際にはネットワークと接続できているという可能性。これはあってもおかしくない。

　次にネットワークと接続できていないが、アバターが操作可能になっている可能性もある。そういった技術が開発されたのかもしれない。

「あと考えられるとしたら、あれだな……ファンタジーだ」

　真面目に頭を働かせていたとき、ふとよぎった考えについ苦笑してしまう。

　シンは生きっ粋すいのネットゲーマー。友人からはネトゲ廃はい人じんと呼ばれる類たぐいの人間だ。そして同時にアニメや漫画、ライトノベルにネット小説と、いろんなものに手を出してきた。

　既に定番となっていた、ゲームとそっくりな世界に来てしまうという設定の小説も多く読んだ。

　理由は様々だが、ステータスが維持されたままゲームの世界に来てしまうというものが多かった気がする。

　ついさっきシンの頭をよぎったのもそれだ。今いる場所はゲームではなく、本物となった【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】の世界なのではないか、という考えが唐突に浮かんだのだ。

　ネットワークに接続できないのも、それでいてアバターを動かせるのも、これなら説明がついてしまう。

　と言っても、そんなことあるわけないか。シンはいったん思考を切り上げ、空を見上げた。視界いっぱいに青空が広がり、小さな雲がゆっくりと流れていく。

　視界の端には林が見えた。そちらに視線を向ければ、葉の１枚１枚までくっきりと見ることができる。

「…………」

　見える。はっきり見える。くっきり見える。

　見えすぎる。

　ゲーム内よりもはっきりと見えた。それこそ本物のように。

　ＶＲ技術が発達したことで、確かにゲームでも実物そっくりな世界が構築可能になった。視し覚かく、聴ちょう覚かくに限らず触しょっ覚かく、嗅きゅう覚かく、味み覚かくに至るまで再現可能だ。

　しかし、しかしだ。いくら再現可能といってもそれはまだ『そっくり』の段階だ。本物を見たことがあれば、はっきりとそれが作られた偽物なのだとわかる再現度でしかない。あくまできれいなグラフィックなのだ。

　だが、シンの目に映る雲の動きや、葉の色つや、野に咲く花の輪りん郭かく、そのすべてがリアルにしか見えない。

「…………」

　シンはゆっくりと自身の手を顔の前にかざした。ゲームでは存在しなかった皺しわや指し紋もんがあった。

「本物……なのか」

　１度気づいてしまうとあとは芋いもづる式に理解してしまう。目の前の景色も、葉のこすれる音も、風が肌をなでる感触も、鼻をくすぐる匂いも、すべてがゲームをしているときに感じていたものとは違った。

「デスゲームの次は、異世界トリップって……」

　ＶＲＭＭＯプレイヤーの都市伝説を、２つ続けて体験することになったシン。

　デスゲームから解放されたばかりなんだから、できれば時間を空けてほしかったな……と、かなりずれた感想を抱いてしまうのは、内心焦あせっている証拠だった。

「あーーー……なんだってんだよ～～」

　だらけた声を上げながら、その場でごろごろと転がる。

　オリジンと戦っていたときの勇ましい姿はどこへやらである。

　ボス戦の疲れに加え、ログアウトできると安心した直後でのまさかの異世界トリップで、肉体はともかく精神が休息を求めているのだ。

　一言でいえば、だるい。

　燃え尽き症候群にも近い、しばらくダラダラしていたいという気持ちが、シンの胸中を満たしていた。

「あ～～～……はぁ……」

　幼児退行でもしたかのように、ごろごろしては停止するという動作をしばらく繰り返していたシン。少しは休息になったのか、先ほどより幾分かましになった倦けん怠たい感かんの中考える。

　現状はわからないことだらけだ。周囲には人っ子一人いないので情報収集もままならない。

（とにかく、情報が足りないな。とりあえずメニュー画面は出るから、ステータスやアイテムを確認して、それから人がいそうな場所を探すか）

　まだ少し重い体を起こすと、メニュー画面を呼び出し、ステータス画面を表示する。

　画面の左半分にはシンの分身たるアバターが立体表示され、右側に【能力値】【装備】【称号ギフト】【スキル】などの項目が並ぶ。

　アバターは黒髪黒眼で、やや鋭い目つきをしていること以外に特徴のない、どこにでもいそうな青年の姿をしていた。

　このアバターはシンのリアルでの顔、体格をそのまま反映しているので、１８０セメルの身長がありながら少々ひょろいという印象を受ける。学校では運動部の友人から、もっと体を鍛きたえろとさんざん言われたものだ。

【装備】を確認すると、オリジンと戦ったときと多少変わっており、マフラーと手甲、脚甲は外れていた。装備されたままなのは、赤いラインの入った【冥王のロングコート】に、セットになっているズボン、そしてアクセサリだ。

　武器の欄には【真しん月げつ】の文字。自慢の愛刀は健在のようだった。

　在庫を確認すると、オリジンと戦うときに持っていた装備がそのまま残っていた。アイテムや所持金にも変化がなかったので、持ち物については問題なさそうだ。

　次に【能力値】。

　元のままだとしたら、ＬＵＣ以外のステータスが、９の文字で埋め尽くされているはずだ。弱体化していないことを祈りつつ画面を開く。

















「…………いやいやいや」

　画面から目を離し、しばし遠くを見てから画面に目を戻すシン。

　そんなことをしたところで、目の前の表示に変化があるはずもない。

「いや待て、ちょっと待て！」

　またもや画面から目を離し、遠くを見つめる。さらに目をこすり視界がぼやけていないことを確認してから、画面に視線を戻す。

　まるで信じられないものを見たときの、漫画の一コマのようだと、シン自身思った。

「見間違いじゃない……か」

　結局、３度見直してから、シンはようやくそれが見間違いでないことを認めた。

　なぜ驚いたかと言えば、その能力値がＬＵＣを除いて、かつての自分のものとかけ離れていたからである。

　ＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】は他のゲームと違い、多大な時間をかければ、ＬＵＣ以外のすべてのステータスを上限まで上げることができる。

　クローズドβベータからプレイしているシンは、その圧倒的なプレイ時間と計算された効率の良い狩り、さらに度重なる転生システムの利用で、各ステータスを軒のき並なみカンストさせた唯一のプレイヤーだった。

　カンスト一歩手前まで到達したプレイヤーは他にもいたが、シンには追いつけなかったのである。

　ゲーム時代のシンのステータスは、ＨＰ・ＭＰが９９９９、ＳＴＲ・ＶＩＴ・ＤＥＸ・ＡＧＩ・ＩＮＴが９９９、ＬＵＣのみ36だった。

　ＬＵＣが低いのは、上限が99であることに加え、アバター作成時に決定した値から変わらないからだ。

　だが、今のシンのステータスは、ＬＵＣを除き、上限値だった９９９の２倍以上の数値を表示している。

「ゲームの仕様……ぶっちぎりすぎだろ……」

　もはや呆あきれるしかなかった。

　数値が大きすぎて、自分の強さというものが全くわからない。

「さすがに驚き疲れてきたな……」

　さっきから驚いてばかりで、今の自分はさぞ滑こっ稽けいなのだろうなと自じ嘲ちょうしてしまった。

　同じ数値とにらめっこし続けるのも不ふ毛もうなので、とりあえず他の項目も確認してみる。

　一通り確認してわかったことは、称号ギフトとスキルに見覚えのないものが加わっているということだ。

　具体的には【臨界者】【到達者】【解放者】の称号ギフトと、【冥王ノ波動】【集束波動】【拡散波動】のスキルが増えていた。

　オリジンを倒したときにアナウンスが聞こえていたはずだが、すっかり忘れていたシンである。

　どんな効果があるのか知るため、シンは称号ギフトの一覧から新たに加わった３つを選択する。




【臨界者】

　その力、限界を超える。全ステータスの上限解放。解放前に切り捨てられた数値がある場合、その分ステータスが上昇する。

【到達者】

　輪りん廻ねの果てに至りし者に祝福を。称号ギフトを獲得した時点におけるすべての能力値を２倍にする。

【解放者】

　あなたは囚われし人々の希望となる。拘束や隷れい属ぞくなど、行動を制限、禁止する魔術マジック、罠、アイテム等の効果を無効化する。




「……………なんだこれ」

　得た称号ギフトはどれも予想外のものばかりだった。ゲーム内の称号ギフトをほぼすべて知っているシンでさえ、こんなゲームバランスを崩壊させるような効果を持ったものは聞いたことがない。

　ステータスアップの謎が解けたのはいいが、これではほとんどチートである。

　レア装備を持っているとか、最初から高レベルとかいう次元ではない。……ただ、ＬＵＣのみ元のまま（ゲームの設定通り）なのは何かの嫌がらせだろうか。

「ＭＭＯからの異世界トリップ物は大概チートだが……これはやりすぎ感があるなぁ」

　もともとのステータスですら驚異的だったシンは、【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内での最高レベル２５５が集まったパーティ（12人組、転生０回）を相手に、１人で無双したこともあった。

　そのときは彼らが散り際に「この公式チートめ～!!」と捨てゼリフを残したほどだ。

　10回以上転生した廃プレイヤー相手にはそうもいかないが、それでも４対１くらいまでなら互角に戦えた。

　そんなステータスがさらに強化されているのだ。奇襲を受け即死でもしない限り、対人戦で負けることはないだろう。もちろんこの世界に他に人がいればの話だが。

　余計な心配かと思いながらも、この称号ギフトを持つ者が多く存在しないことを祈るシンだった。





　　　　　　　†






　その後シンは、武芸、魔術などの各種スキルを一通り確認し、いくつかは実際に発動して効果のほどを検証してみた。幸い周りには壊して困るようなものがなかったので、ある程度強力なスキルも試すことができた。

　地面に大きなクレーターを量産した結果わかったのは、武芸スキルを使用した際に発生する硬直時間や再使用までの待機時間ディレイタイムがなくなっていること。そして魔術スキルの威力調節ができることなど。

　今まではリアリティがあったとはいえゲームの世界だったので、それらの制限を当然と考えていた。しかし、現実ならそんなものあるはずがない。

　武芸スキルによってくずれた体勢を強制的に元に戻す──そんな現実では不可能な動きもできなくなっていた。

　こうしてゲーム特有の不自然さがなくなった反面、腱けんを痛めるとか関節が外れるといった、細かい怪我を考えずに動くこともできなくなった。これも現実なら当然のことだ。

　なにせ今シンがいるのはゲームの世界ではない。敵の攻撃を受ければＨＰゲージが減るだけでは済まないはずだ。しっかり考えて動かないと、いざというとき行動できなくなる危険性がある。

　シンは、この世界が現実なんだと、あらためて自分に言い聞かせた。

　そして、ゲームの世界と今いる世界の違いに戸惑っている自分に気づき、仮想現実だった【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】が、いつの間にか自分にとって『第２の現実』になっていたのだなと思った。

　ならばこの場所は、差し詰め『第３の現実』と言ったところか、とシンは苦笑する。

『第２の現実ゲームの世界』では実感を得るまでずいぶんかかったのだが、さすがに『第３の現実この世界』への適応は早いようだ。

　ついさっきまで脱力していたのが嘘のように動き回っている自分に、我がことながら呆れるシンだった。

「さて、そろそろ行くか」

　そう言いながらシンがアイテムボックスから取り出したのは、１枚の栞しおりだ。どこにでもありそうな白い栞を頭上へかざす。

「ゴー・ホーム！」

　シンが呪文を唱えると、栞が光り始め、野球ボールのような光の玉になった後、その形が隼はやぶさに変化した。

　光り輝く隼はその場にふわふわ浮き、頭を一定の方向へ向けている。




　シンが使用したのは【導きのしるべ】というアイテムで、登録した地点の方向を指し示してくれる。探索するフィールドに配置された回復ポイントを覚えさせる使い方が一般的だが、シンは自分のホームポイントを記録して使っていた。

　マップが機能していないため、自分のいる場所の見当もつかなかったが、アイテム欄にあった【導きのしるべ】の登録地点を調べてみると、ゲーム中に拠点として使っていたホームが選択可能だった。よって、まずはそこに行こうと決めた。

　ちなみに光が隼の形なのはシンの趣味。プレイヤーの好きな形に変更できるのだ。




「いざ、我が家へ！」

　シンは光の指す方向へ走り出した。目的地を選択する際に表示された彼ひ我がの距離は67ケメル。１ケメルがだいたい１キロに相当するので、およそ67キロ先ということになる。

　普通に徒歩で行くにはけっこうな距離だが、強化されたシンの体力と脚力は、普通とはかけ離れていた。軽く走るだけでもかなりのスピードが出る。

　走るシンのスピードは既に時速70キロほど。乗り物に乗っているわけではないので、木々の生い茂った森だろうが、ごつごつした岩が転がっている荒地だろうが、おかまいなしに駆け抜けられる。

「いぃぃぃやぁっっほぉぉぉぉぉ!!」

　風を切って走る感覚は実に気持ちが良く、シンは先ほど目覚めてから胸にたまっていたもやもやを晴らすかの如く、大声を上げながら駆けた。

　ちょっとしたランナーズハイ状態だ。

　どこまで持つかわからなかったが、ほとんど体力を消費している感がなく、いくらでも走れそうな気がしたので、休憩を挟はさまずに走り続ける。

　途中でモンスター「４本の腕をもつ熊テトラグリズリー」「頭が２つある蛇ツインヘッドスネーク」「炎のような鬣を持つ猪フレイムボア」を見かけると、どのくらいの強さか確かめるために片っ端から戦闘をしかけた。

　レベルは熊、蛇、猪の順で、それぞれ87、68、79だ。

　名前とレベルは【分析アナライズ・Ⅹテン】によって表示されたので間違いない。

　ゲームの世界では、どれも一定の行動パターンを繰り返す、初心者プレイヤーが良く狩るモンスターで、シンのレベルなら片手間で倒せる相手だった。

　しかしこの世界で戦ってみたところ、ゲームと違って生物特有の姑こ息そくさや汚さが垣かい間ま見みえ、ヒヤリとさせられることがあった。

　草原を横断し、岩を飛び越え、森を駆け抜けることさらに１時間。視界の先に大きな城壁が見え始めたところで光の隼が点滅し、目的地が近いことを知らせた。

　スピードを落として、立ち止まる。

　隼が指し示す方向は城壁のある方向から少しずれていた。どうやら城壁の近くに広がる小さな森の中らしい。シンの記憶が確かなら、ホームの近くに城壁に囲まれた町などなかったはずである。

「いつの間にできたんだ、こんなの」

　シンは巨大な壁を前にしてぽつりとつぶやく。

　城壁の高さは６階建てのビルくらいあった。削り出した石を組んで作ったと思われ、重厚な雰囲気を醸かもし出している。

　所々破損しているのは魔物の襲撃か、それとも戦争によるものか。

　ゲーム中では大人数が参加する攻城戦はよくあるイベントで、シンも加わったことがある。城壁には上級の魔物避け、硬化、魔術弱体化の効果が付与されているのがわかったので、攻めにくそうだと感じた。

　町じゃないかと予想したが、実際に中がどうなっているかはわからない。まあこれだけ強化された城壁が囲んでいるので、廃はい墟きょということはないだろう。

　とりあえず今はまだ用がないので、そこまで考えると視線を森に戻し、隼の指し示す方向へ歩いていく。

　１００メルほど歩くと明らかに周囲と植生の異なる空間があった。今まで見えていた木々は直径がせいぜい30～40セメルほどなのに対し、その空間にあるのは１メルを超える大樹ばかりだ。

　大樹に囲まれた空間の中心には、懐かしい建物があった。

　岩と木を組んで作られた一軒家で、暖の簾れんの出ている店舗入口の上には、『よろずや　月の祠ほこら』と大きく書かれている。

「見た目はとくに変わってないな」

　間違いなくオリジンとの決戦前に見たときと同じだった。変わらずに存在しているホームに、シンは心の拠より所どころを見つけた心地になる。

　ゲーム中でシンが営んでいた『よろずや　月の祠』は、武器、防具、アイテムを扱う総合店で、住居も兼かねていた。

　基本的にはシンがフィールドやダンジョンで手に入れたものや、気が向いたときに作ったアイテムを売っていた。シンの場合、出かける場所のほとんどが高レベルモンスターの闊かっ歩ぽするフィールドやダンジョンなので、レアアイテムや素材が手に入りやすかった。

　それらを並べていた月の祠は、掘り出し物のある隠れた名店として主に上級プレイヤーに有名だった。物が物だけに値段設定はかなり高めだったので、買える者がほとんど上級プレイヤーに限られていたこともその原因だろう。

　そんなかつての自店の賑にぎわい（賑わったのは極ごく稀まれだったが）を思い出しながら暖簾をくぐり、扉を開く。商品を置いた棚と受付があるだけだった店内は、どうなっているだろうか。

　店内には鎧の上にマントを羽は織おった複数の男女がいた。シンが入ってきたことに気づくと、その内の２人がシンに近づいてくる。

「すまないが今取り込んでいてね。あとにしてもらえないか」

　そう言ってきたのは、やけに豪ごう華かな装飾の鎧を着た金髪の青年だ。身長は同じくらいだが、鍛えているのだろう、腕や脚はシンよりも太い。

「何かあったんですか？」

「いいから外に出てろっつってんだよ！」

　事情を聞こうとしたシンに強い口調で命令してきたのは茶髪の青年。

　こちらも金髪の青年同様、装飾過多な鎧を着ている。身長はシンよりも頭一つ高く、体格も身長に見合ったがっしりとしたものだ。

　こいつに丁てい寧ねい語ごはいらないなと判断したシンは、素の口調で抗議した。

「こっちも今じゃないと困るんだが」

「うるせぇな。冒険者風情ふぜいが口答えしてんじゃねぇよ！」

「おい、よせイラン！」

　イランというのが茶髪の青年の名前らしい。

　渋るシンにいらついたのか、力ずくで追い出そうとしてくるイランは、シンの鳩尾みぞおちに向けて掌しょう底ていを放った。シンは避けようとしなかったので、楽勝と踏んだイランの口元がにやりと歪む。

「うおっ！」

　だが、シンはその攻撃にびくともせず、反対にイランがバランスを崩してその場に尻もちをついた。鎧と床がぶつかり、無視するには大きすぎる音が店内に響く。

　周りにいた者たちの視線がイランとシンに集中した。

　事態が呑のみ込めず呆けているイランと、どうしたもんかなと迷うシン。

「くっ、てめっ！」

　逆上したイランが剣に手をかけたところで、店内に響く大声にびくっと身をすくませた。

「なにを騒いでいる！」

　シンは面倒なことになったと、心の中でため息をついた。





　　　　　　　†






　人垣が自然と割れて、１人の男が姿を現す。やはり無駄に豪華な鎧を着込んだ金髪碧眼の美び丈じょう夫ふは、数メル先からシンとイランを睨みつけていた。

　先ほどと打って変わって静かになるイラン。

　シンはといえば、人垣が割れる様を見て、「モーゼか……」と実にどうでもいい感想を口にした。

「店に誰も入れるなと言っておいたはずだが？」

「申し訳ありません！　ルスト様！」

　すかさず頭を下げるイランの様子から、かなり地位の高い人物なのだろうとシンは予測する。

　平伏したイランを一いち瞥べつもすることなく、ルストはシンに近づいてくる。その目はシンを完全に見下していた。

（うわっ、イランよりめんどくさそうなのが来た）

　そんなシンの心境を無視し、のっしのっしという擬ぎ音おんがぴったりな足取りで、ルストはシンの前に立った。

「…………」

「？」

　沈黙を保ったままのルストにシンが首をかしげていると、イランが怒鳴り声を上げる。

「おい！　ルスト様を前にしながら、名乗りもせずに突っ立っているとは何事だ!!」

　どうやらルストがシンをにらみつつ何も言わないのは、シンが名乗るのを待っていたからだったようだ。

「失礼しました。俺の名はシン、流れ者です」

　地位の高い人物に目をつけられても困るので、シンは頭を下げつつ答えた。こういうタイプは、形だけでも下した手てに出ていればやり過ごせることが多い。

「ふん、礼儀を知らんな。まあよい、流れ者とあっては満足な教養もあるまい」

　横おう柄へいにうなずくルストの言葉を聞き流しつつ、異世界でもこの手は使えるのかと内心で苦笑するシン。

「用は済んだ。行くぞ」

　ルストはそう言うとまっすぐ歩き出した。ぶつかりそうだったので、シンはとっさに左に避ける。

　シンの動きを見ていた金髪の青年のほか、数名がその素早い動きに目を細めた。

「ちっ」

　去り際に舌打ちを残していったイランを含め、部下らしき者たちは、ルストに追つい従じゅうしてさっさと店外に出ていった。そのおかげで、店内にはシンの他に３人しか残っていない。

「イランが済まないことをした。代わって詫わびるよ」

　そう話しかけてきたのは先ほどの金髪の青年。他の２人も、どことなく申し訳なさそうな表情をしていた。

「いえ、とくに怪我をしたわけでもないですし」

「そう言ってもらえると助かるよ。私の名はアルディ。アルディ・シェイルだ。もし騎士団を頼ることがあったら私を訪たずねてくれ」

「シンです。機会があったらそうさせてもらいます」

　アルディが差し出した右手を握りながらシンは答えた。

　どうやら彼らは騎士だったらしい。ルストやイランには悪印象しかなかったが、アルディの態度を見るに、全員が横暴というわけではないのだろうと考えを改めた。

　アルディが店を出ると、残りの２人も軽く会釈してからあとに続いた。

　騎士の面々がいなくなると、店内が途端に広く感じられた。見えなかった棚やそこに並んだ商品が目に入る。

（武器はほとんどが銅か鉄、よくて銀製。防具も革、銅、鉄、銀製くらいか。アイテムは低ランクの回復薬ポーションに魔術薬エーテル、あとは状態異常回復の丸がん薬やくが少々。素材はなしと）

　商品を一通り見て、以前とは比べ物にならない低レベルぶりに、シンは呆れてしまった。どれも初心者が使うようなものばかりだったからだ。

（ゲームの時より繁はん盛じょうしてなさそうだな……）

　あまりのひどさに、店の経営状態が心配になってしまうシンだった。

「──さっきからなにぶつぶつ言ってるの？」

「へ？」

　唐突に話しかけられ、何とも気の抜けた返事をしてしまう。無意識のうちに考えを口にしていたらしい。

















　声がしたカウンターの方向に顔を向けると、こちらを見ている金色の瞳と目が合った。

　そこにいたのはエルフの少女だった。漆うるしのような光沢をもつ黒髪の間から、尖とがった耳が見えているのでおそらく間違いないだろう。

　容姿の整っている者が多いエルフの例にもれず、不思議そうにシンを見る彼女は、10人が見れば10人とも見み惚とれるに違いない美少女だった。

　身長はシンより頭一つ分低く、１６０セメルくらい。肌は健康的な白さで、全体的にすらりとした体格をしているが、胸だけはしっかりとその存在を主張していた。

　一見17か18歳といったところだが、長命種であるエルフが見た目通りの年齢であることはごく稀まれだった。この少女も本当は何百歳という可能性の方が高い。

「……ああ、品ぞろえがどんなものか見てたんだ」

「そうなの？　その割には、やけに目つきが鋭かったような気がしたけど」

「そんなつもりはなかったんだけどな」

「まあいいわ、いやな奴らも帰ったし好きに見てっていいわよ」

　エルフの少女はそう言うと、カウンターに備えつけられた椅子に座った。

「『いやな奴ら』ってさっきの？」

「そう、ちょくちょく顔を出しては、師匠がいつ帰ってくるのかって聞いてくるの。しつこいったらないわよ」

　よほど頻ひん繁ぱんに来るのだろう。少女の口調から、かなり辟へき易えきしているのが伝わってきた。

「大変だな。あ、自己紹介がまだだったな。俺はシン。見ての通りの流れ者だ」

「ただの店番に自己紹介するなんて生き真面目まじめな人ね。ティエラ・ルーセントよ。ティエラでいいわ。ここの店主代理の弟子兼店番ってとこかしら。何かいいアイテムや素材を持ってきてくれたら買い取るわよ」

「ああ、そのときはよろしく。にしても騎士が頻繁に来るなんて、ティエラの師匠ってそんなにすごい人なのか？」

「何言ってるの。月の祠の店主代理シュニー・ライザーっていったら、子どもでも知ってるくらい有名じゃない」

「はぁ、そんなに有名なのか。てか代理？」

「本人が言ってるのよ。なんでも本当の主がいるんだって」

「そんなに有名な奴のさらに上がいるのか……」

　それなら経営は大丈夫そうだな、と少々おせっかいな感想を抱くシン。だがその店主代理という人物の名に、どこか引っかかりを覚えた。

「シュニー・ライザーね……シュニー・ライザー。シュニー……シュニー・ライザーぁあ!?」

「な、なに！　どうしたの!?」

　突然大声を上げたシンに驚くティエラ。思わず立ち上がってしまい、倒れた椅子がガタンと音を立てた。

「ああ悪い。ちょっと驚いてな」

　シンは椅子の倒れる音で我に返り、謝った。

　どこかで聞いた名前だと思っていたがそれもそのはず。ゲーム中で月の祠の店番を任せていたのが、シンが作成したサポートキャラクターの１人──シュニー・ライザーだったからだ。

「すまんが、その師匠について確認したいことがあるんだけどいいか？」

「え、ええ。私に答えられることなら」

　シンの剣幕にティエラは若干引き気味だ。しかし、まさかの一致に驚いているシンは、そんなティエラの様子に全く気づかなかった。

「そのシュニー・ライザーってのは、種族がハイエルフで髪は腰まで届く銀髪。瞳は透き通るような青色。身長は１６６セメルで、そのうえスタイル抜群の美人じゃないか？」

「確かにそうだけど……なに？　あなた師匠のファン？」

　ティエラのシンを見る目がかなり冷たくなっているが、まだシンは気づかない。

「いや、そうじゃない。そうだな……シュニーとは知り合いみたいなものなんだ（ゲームじゃ店主と店員だったけど）」

「師匠の知り合い？　ホントなの？　それ」

　ティエラはシンに疑念たっぷりの視線を送っている。

「向こうが覚えているかはわからないけどな」

　シンとしても、突然現れた男が店主の知り合いだと言ったところで信用されるとは思っていない。実際問題、シュニーがシンを覚えていない可能性もある。

「そういえばシュニーは今どこに行ってるんだ？　さっきの話だと長い間留守っぽいが」

「悪いけどそれは言えないわ。騎士団にも話してないのに、あなたに教えられるわけないでしょ？」

「……確かに」

　この世界の身分がどうなっているのかわからないが、さっきの様子から騎士がそれなりに高い地位であることがわかる。

　流れ者の自分じゃ信頼おけないよな、とシンは肩を落とした。

「一応伝でん言ごんくらいなら請うけ負おうわよ。というか私の仕事の半分は、師匠への言こと伝づてを受けることだし」

「半分って……どんな量だよ」

「ほとんどが国家やギルドの上層部からの伝言よ。結局のところ依頼ね」

　言ってからティエラはため息をつく。

　そもそも伝言のシステムは、災害時やモンスターが大量発生した際に、シュニーに対処を依頼するためのものだった。シュニーはどこかの勢力に属する気がなかったので、秘密裏に依頼するために伝言という形をとったのだ。

　しかし、それも長い年月の間に形けい骸がい化かし、今では初対面のシンに話しても問題ないほど公おおやけのものとなっていた。

「なんと言うか……すごいとしか言えんな」

　国の上層部から依頼が来るなんてどんな奴だよ、と思ってしまうシン。

「師匠が受けることは滅多にないけどね。で、どうする？　伝言する？」

「そうだな、一応頼んでおくか」

「伝言料はジュール銅貨で10枚、１０００Ｊジュールよ」

「金取るのか……ジュールってのは？」

　シンは聞いたことがない単位に首をかしげる。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内の通貨は、すべてジェイルだった。

「本気で聞いてるの？　通貨も知らないでよく旅してられるわね」

「いや、以前使ってたのと違ってたんだよ」

「以前使ってた？　もう４００年くらい通貨は変わってないはずだけど。見せてもらってもいい？」

　４００年。その言葉を聞いてシンは固まった。そんなにも前から使われている通貨を知らない自分が、まるで浦島太郎にでもなってしまったような気がしたのだ。

「これなんだが……」

　シンはアイテムボックスから１Ｇジェイルを取り出し、カウンターの上に置いた。

　直径３セメルほどの円形の金貨で、中央に８枚の翅はねをもった竜と、その腕に抱かれる少女が描かれている。

「……ねぇ、今それ、どこから出したの？」

　ティエラはまず、何もない空間から出てきた金貨に目を丸くした。

「どこって、アイテムボックスからだが？」

「アイテム……ボックス……」

　その言葉を聞いたティエラは、より一層の衝撃を受けたようだ。

「ティエラ？」

「あっ、えと、なに？」

「いや、なんだかすごく驚いてるみたいだが、どうかしたのか？」

「どうかしたのかじゃないわよ。アイテムボックスが使えるなんて驚くに決まってるじゃない！」

「？　驚くことなのか？」

「あなたねぇ……」

　なぜかがっくりと肩を落とすティエラ。

「今の時代、アイテムボックスが使える人なんて、ハイロードやハイエルフ、ハイピクシーみたいな長命種の長老や王クラスだけ。そもそも普通は持ってすらいないわ。それをひょっこり現れたあなたが持っていて、しかも使ってるんだから、驚きもするわよ。実はどこかの王族だったりしないわよね？」

「ないな。俺が王族とかまずない」

　シン自身、それを聞いて驚いていた。プレイヤーなら誰でも持っていたアイテムボックスが、そんな重要人物しか使えないような状況になっているとは想像もしていなかったのだ。

　ちなみに種族名の前に『ハイ』がつくのは、その種族に10回以上転生すると選択できる上位種族である。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】にはいくつもの種族が存在するが、基本はヒューマン、ビースト、ドラグニル、ドワーフ、エルフ、ロード、ピクシーの７種。

　ヒューマンは人族、ビーストは獣人族、ドラグニルは竜人族、ロードは魔人族、ピクシーは妖精族と呼ばれることもあった。

「当たり前に使ってたんだけどな……」

「はぁ、当たり前なわけないでしょ。そういえばあなた種族は？　人族にしか見えないけど、あなたの魔力っていろいろ混ざってるような、ひどくあいまいな感じがするし。エルフにロード、ドラグニル、他にも色々……どうなってるの？」

「それは俺にもわからないな。とりあえず俺の種族はハイヒューマンだ」

　ステータス画面に出ていたから間違いないだろうと、シンは自分の種族を明かした。

　ハイヒューマンはヒューマンの上位種で、状態異常や魔術耐性が高いという種族特性がさらに強化されている。

　ヒューマンはバランスタイプでありながら、能力値が全種族中ダントツ最下位なせいで、ソロでもパーティでも人気がなかった。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】の世界設定では、ヒューマンは大気に満ちる魔力を多く取り込み、魔術や状態異常への強い耐性を獲得したとされている。

　それだけなら魔術職の天敵として活躍できそうだが、設定には続きがある。それは耐性に力をとられすぎて、他の能力が未成熟なままになってしまったという点だ。

　こうして使えないキャラとして不動の地位を獲得してしまったのが、ヒューマンという種族なのだ。

　前衛装備で身を固め、魔術耐性に物を言わせて魔術職に近づいても、他の前衛種族に歯が立たず叩きのめされる。

　魔術職として戦おうにも、ＭＰもＩＮＴも魔術特化のエルフやピクシーには敵かなわず、魔術を撃ち合えば同じバランス型のロードにすら、簡単に押し負ける。

　もはや魔術に対する捨て身の盾か、状態異常をばらまく盗とう賊ぞくや狩人かりうどとしてしか活躍できないという状況だったのだ。

（まあ、俺にはそれがむしろプラスだったけどな）

　不ふ遇ぐうの立場にあったヒューマンだが、ステータスがカンストしたシンからすれば、種族特性によってさらに無双に磨きがかかったのでありがたかった。

　しかし、それが言えるのは本当にごく一部の廃プレイヤーだけだったろう。

　ゲーム時代のヒューマンの待遇を振り返り、馬鹿にした奴らをぶちのめして回ったっけな、と思い出に浸ひたるシン。

「ハイ……ヒューマン……？」

「ん？　ああ、そうだけど？」

　一方、そんなシンに対してティエラが呆ぼう然ぜんと口にした一言で、シンは驚きょう愕がくすることとなった。

「ハイヒューマン……滅めつ亡ぼうした……種族……」

「へぇ、滅亡ね……滅亡ぉっ!?」

　滅亡。ティエラはそう言った。

　ハイヒューマンという種族は滅亡したのだと。

「……じゃあヒューマンは、人族はもういないのか？」

「いえヒューマンはかなりいるわよ。さっきの騎士団の人もそうだったじゃない」

「いるのかよ!?」

　人類滅亡!?　などと勘違いしていたシンは、思わず突っ込みを入れてしまった。

「滅んだのはハイヒューマン、ヒューマンじゃないわ」

「なにが違うんだ？」

「違うわよ。ハイヒューマンはかつてたった６人で、４つの大陸を支配した超越者たち。ヒューマンが万単位でかかっていっても勝てないような人たちなの。強さの次元が違うわ」

「６人で大陸を支配？」

　６人、大陸支配というところにまたしても引っかかりを覚えるシン。かつてそんなエピソードがあったような気がする。

「詳しく、聞いてもいいか？」

「大概の人は知ってるけど……いいわ。教えてあげる。かつて、今から５００年くらい前、この大陸を支配したハイヒューマンがいたわ。たった６人だったけど、その圧倒的な力にどの種族も手も足も出なかった」

「…………」

「でもあるとき、唐突にその支配は終わりを告げたの」

「終わり？」

「そう、終わり。ハイヒューマンだけじゃなくて、ハイエルフやハイロードみたいな長命種からハイビーストやハイドワーフみたいな短命種まで、すべての種族で王や長老、英雄、将軍と呼ばれた多くの実力者たちが姿を消したの。突然の消失だったって聞いてるわ。師匠によれば、実力者以外にも多くの人が姿を消したらしいけどね。今ではその消失が起こった日を『栄えい華がの落らく日じつ』と呼んでるわ」

「『栄華の落日』……ね」

「ハイヒューマンはそのときにすべて消失したから、滅亡したと言われているわ。最初から６人しかいなかったしね」

　突然の消失。シンには心当たりがあった。

（あの日だ。俺がオリジンを倒してみんながログアウトした日。確証はないが、たぶんそれが『栄華の落日』の正体）

　長老や王、英雄というのは、おそらくギルドマスターたちのことだろう。

　あの日解放された人数は数万人規模だったはずだ。シンも正確な人数を知っていたわけではないが、少なくともそれぐらいの人がゲームに囚われていたのは間違いない。

　それがこちらの世界の人々の目には、突然の消失と映ったのだろう。

（そこから考えると、かつて大陸を支配したハイヒューマンって……）

　引っかかっていたことがなんなのか、シンはようやくわかった。

　６人のハイヒューマン。それは間違いなく──。

（俺たち……）

　そう、【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】がデスゲームになる前、まだどこにでもあるＶＲＭＭＯだった頃。【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内には無敵のギルドが存在した。

　６人のハイヒューマンによって結成されたギルドの名は『六ろく天てん』。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内の大手ギルドを片っ端からなぎ倒し、わずか１ヶ月でその名をすべてのプレイヤーに知らしめたギルド。敵対したプレイヤーは確実に殺ＰＫされると評判だった。

　かくいうシンも、かつて六天のメンバーの一人だった。初めてプレイしたときにヒューマンを選び、かなり馬鹿にされた経験があり、その憂うさ晴らしとして、他の種族がなんぼのもんじゃあと思い切り暴れていたのである。これは、シンにとって知られたくない黒歴史だ。

　構成メンバーはステータスがほぼカンストしてる猛も者さたちだった。

　一番ステータスが低いメンバーでさえ、ＨＰとＭＰはカンスト、他のステータスが９００後半という化け物ぶりである。

　ギルド同士の対戦では、人数制限をなくした状態で大手ギルドに挑戦状を叩きつけ、６人対１０００人というような実に馬鹿げた戦いを繰り広げたりもした。そのときは高火力魔術の広範囲展開でフィールドごと焼き尽くし、呆然となった敵リーダーをボコボコにして決着がついた。

　結成当初の１ヶ月は、もはやハイヒューマンＶＳ他の全種族ともいうべき様相を呈ていしていた。

　それを見ていたソロプレイヤーたちは、六天が暴れまわって、フィールドや都市を炎上させる光景を某アニメ映画に例え、『火の30日間』と呼んだ。

　それ以来、六天に喧嘩を売る者は滅多にいなくなり、ヒューマンを馬鹿にするものも少なくなった。それはハイヒューマンの戦闘力に加え、異常なほどの耐性を思い知らされたからである。

　魔術はほとんど効果を与えられない。毒、麻ま痺ひ、混乱、魅み了りょう、火傷やけど、凍とう傷しょう、錯さく乱らん、石化、呪い……そういった状態異常にも耐性があり、もはや手の施しようがない状態だった。

　ちなみに、六天のうちデスゲームに囚われたのはシンだけだった。

　それは運が良かったのか悪かったのか。少なくとももう１人いれば、クリア時間をあと３ヶ月は短縮できたとシンは思う。

「…………」

「どうしたの？　急に黙っちゃって」

「いや、なんでもない。それより通貨の話に戻っていいか？」

　ハイヒューマンの話を続けると墓ぼ穴けつを掘りそうな気がしたので、シンは話を軌道修正した。

「別にいいけど。これがあなたの使ってた通貨？」

「ああ」

「はぁ、こんな貴重品をぽいっと出せるなんて、ハイヒューマンっていうのも嘘じゃないのかもね」

　ため息をついたティエラは、金貨を手に取りまじまじと見つめた。本物かどうか確かめているようだ。

　シンはティエラの貴重品という言葉に疑問を覚えた。

「そんなに貴重なのか？　たった１Ｇジェイルだぜ？」

　１Ｇジェイルはゲーム中での最小単位。リアルマネー換算なら、１円の１０００分の１程度の価値でしかない。ちなみにシンのアイテムボックスには、億単位のジェイルが入っていた。

「今じゃジェイル金貨は、欲しいと思ったって簡単に手に入るものじゃないわ。あなたは知らないんでしょうけど、ジェイル金貨は魔術を増幅してくれるマジックアイテムなのよ。たまに遺跡とかで見つかったジェイル金貨がオークションに出品されるけど、最低でもジュール白金貨10枚、つまり10億Ｊジュール以上の値がつくわ。そして、このジュールっていうのが今の共通通貨よ」

「これ１枚が今では億単位か……」

「魔術使いなら喉から手が出るほど欲しがるわね。師匠に見せてもらったことがあるけど、それ以外で目にしたのは初めてだわ。あと、言っておくけど、10億Ｊジュールっていうのは最低金額で、すぐに手に入れようとしたら、恐らくさらにその10倍は必要よ」

「これ１枚にそんな価値が……ちなみにどのくらいの頻ひん度どで見つかるんだ？」

「ごくたまに、としか言えないわね。新しい遺跡が発見されても、なかなか出てこないし」

「そうなのか……不用意に換金すると目をつけられそうだな」

　どこかで売って軍資金にしようと考えていたシンだったが、そんなに貴重なものをいくつも出すのはマズイな、と考え直した。

「そのほうが賢明ね。あなたそういうとこ抜けてそうだし」

「ひどいな……でも換金ができないとなると、手持ちがやばい」

「何か他に売れるようなものはないの？　初めにも言ったけど、素材とかアイテムがあればうちで買い取るわよ」

「そうだな、じゃあこれなんかどうだ？」

　シンはアイテムボックスから、移動中に手に入れたアイテムカードを取り出した。

　ゲーム中では、アイテムをカード化して収納するシステムがあった。それはこっちでも同じらしく、アイテムボックスに収納すると自動で素材がカード化されていた。

　それらには元となったアイテムの絵が描かれており、その後は任意で実体化できるようになる。

　シンがカウンターに置いたのはテトラグリズリー、ツインヘッドスネーク、フレイムボアの牙や爪、毛皮、肉などの素材カードと、茶色に輝く宝玉カードだ。

　素材は加工したり売ったりと利用できる幅が広く、ゲーム中はさまざまな場所で取引されていた。

　宝玉はモンスターを倒したとき稀まれに手に入るアイテムで、鍛か冶じ師しに渡せば武器や防具に属性や追加効果を付与できる。結果、素材よりも比較的高値で取引されていた。

　今回シンが提示した宝玉カードは、等級としては最低の７等級だ。

「アイテムカード……」

「ん？　何か変か？」

「いえ、アイテムボックスをもってるなら当然よね。アイテムカードもそれなりに高いからほいほい出さない方がいいわよ」

「めんどくさいな。わざわざ素材のまま持ってなきゃならないのか」

「それが普通なの！　あなたがおかしいの！」

「わ、わかったわかった。わかったから落ち着けって」

「もう、いちいち調子狂わせてくれるわね……」

　そう言いつつも、ティエラは迷うことなくアイテムカードから素材を実体化させ、鑑定し始めた。ちゃんと使い方は知っているようだ。

「テトラグリズリーにツインヘッドスネーク、フレイムボアまで。どれも森の奥まで行かなきゃ出合わないような、凶暴なモンスターの素材ばっかりじゃない。ホントにあなた何者？」

「そう言われてもな……ここに来る途中で倒したんだよ。そんなに凶暴ではなかったと思ったけどな」

「どれも騎士が数人がかりで相手にするようなモンスターなんだけど……もういいわ。いちいち驚いてたらきりがないし」

　初心者用モンスターだと思っていたら、この世界では意外と危険なモンスターらしかった。ほとんど一撃で倒したシンとしては、数人がかりで相手をしなければならない騎士の弱さが心配になってしまう。

「まあ気にするな。それより査さ定ていの方はどうなんだ？」

「そうね。状態もいいしカード化もできるから、素材は全部でジュール金貨１枚とジュール銀貨27枚で１２７万Ｊジュール。宝玉は７等級だけど純度が高いから、ジュール金貨25枚で２５００万Ｊジュールってとこね」

「単位が俺の感覚と違いすぎて、高いのか低いのかよくわからん……」

「本来はもうちょっと少ないけどね。宝玉はそのときの相場にもよるけど、今は少し値が上がってるの。この等級と純度なら、普通は２０００～２３００万Ｊジュールくらい」

「おお、ラッキー。２００万以上高いな」

「どうする？　これでいいなら買い取るわ」

「よろしく頼む。あ、それはやるよ。これからよろしくってことで」

　シンはカウンターの上に置きっぱなしだった金貨を指差した。

「…………冗談？」

「なんでだよ!?」

「だってそうでしょ！　さっきの話聞いてた!?　どこの世界に、10億以上の価値があるジェイル金貨をただであげるような人がいるのよ!!」

「ここ」

　自分を指差すシン。

「……後になって返せって言われても、返さないわよ？」

「言うか」

　ジト目で怪しむティエラだったが、その魅力には勝てなかったらしく、素早い動きで金貨をつかむと胸元で握りしめた。

　その際、腕に挟まれたことで強調されたティエラの胸にシンの視線が釘付けになったのは、悲しき男の性さがである。

「ああ、夢にまで見たジェイル金貨」

　先ほどのジト目から打って変わって、うっとりとした表情のティエラ。その頬がやや赤くなっているせいか、シンは妙な色気を感じてハッとした。いかんいかんと軽く頭を振って邪念を追い払う。

「ふぅ、喜んでもらえて何より。エルフなら魔術を使うことも多いだろうし、役に──」

「ちょっと待って！」

　立つだろう、と続けようとしたシンの言葉を、ティエラは唐突にさえぎった。その表情は信じられないことを聞いたと言わんばかりの驚きょう愕がくに染まっていた。

「……なんだ？」

「今……エルフって言った？」

「ああ、言ったが……あれ？　ティエラはエルフじゃなかったか？」

　耳が細く尖とがっているのはエルフとハイエルフの特徴のはずだ。

　シンは記憶した知識が間違っていないことを確認し、自分の知らない新しい種族でもいるのだろうかと首をかしげた。

「今の私は、赤髪黒眼の猫人族に見えてるはずなんだけど」

「赤髪黒眼の猫人族？」

　猫人族とは、女性プレイヤーと一部の男性プレイヤーに人気の高かったビーストのうち、猫型タイプ・キャットのことだろう。

　ビーストには様々な派生部族があり、同じ猫型タイプ・キャットでもペルシャ猫や三毛猫など多くの種類があった。また、顔や腕などを完全に動物化するプレイヤーと、耳やしっぽ、羽根など一部だけ動物化するプレイヤーとに分かれていた。

　はて？　とティエラをあらためて見てみるが、シンの目に映るのは黒髪金眼の美少女エルフ。赤髪黒眼の猫人族などどこにもいない。

「俺に目の前には、黒髪金眼の美少女エルフしか見えないな、うん」

「そんな……」

　あえて「美少女」の部分を強調してみたのだが、まるで聞こえていないようだ。

「なんで？　師匠が幻げん影えい魔術をかけてくれたはずなのに」

「幻影魔術？」

　幻影魔術とは、相手に幻覚を見せて混乱させたり、罠にかけたりする魔術だ。六天のメンバーに優秀な使い手がいたので、シンの印象に強く残っていた。

「うう……まさか、ばれるなんて……」

　ティエラはまるでこの世の終わりのような顔でうつむいている。

　そんな突然の意い気き消しょう沈ちんぶりに、シンは状況を打開するにはどうしたらいいか必死に考える。しかし、いくら考えてもフォローの仕方がまったくわからなかったので、素直にエルフと見破れた理由を話すことにした。

「ええっと、ティエラ？」

「っ！　な、なに……？」

　穏やかに話しかけたつもりだったが、ティエラは大きくびくついた。

「俺がティエラをエルフだと見破れたことなんだがな。それは、俺の体質のせいなんだ」

「たい……しつ？」

「そう。幻影魔術ってのは、相手に幻覚を見せて惑わす魔術だ。でも魔術に対して強い耐性を持ってる相手には効きかないことがある。だから、俺はティエラの本当の姿が見えていたわけだ」

「でも……いくら強い耐性を持っていたとしても、師匠の魔術が破られるなんて……」

　シンの説明を受けても信じられないという顔のティエラ。

　シンの記憶通りなら、ティエラの師匠であるシュニーはレベル２５５のハイエルフだ。魔術特化タイプのエルフのさらに上位種族なのだからその魔術はさぞかし強力なはずだ。

　しかしいかんせんシンに比べれば、レベルはともかくそのステータスはまだまだ発展途上に過ぎない。ハイヒューマンの持つ耐性とシンのステータスをもってすれば幻影魔術などあってないようなものである。

　どうしたものかなぁと、シンはため息をついた。

「ねぇ」

「ん？」

「あなた、私の本当の姿が見えてるのよね」

「黒髪金眼の美少女エルフならばっちり見えてるけど？」

「…………」

　返答がなかった。突っ込みがないってつらい……と気落ちするシン。

「……こわく、ないの？」

　慣れないジョークなんか言うべきじゃなかったと後悔していたシンの耳に、ティエラの、ともすれば聞き逃してしまいそうな声が届いた。

　それはまるで何かにおびえる子どものようで──。

「なにが、こわいって？」

　シンは緩んでいた気を即座に引きしめ、ティエラにできる限り穏やかな声で聞き返した。





　　　　　　　†






　自分が恐ろしくないのか。

　ティエラが震える声でそう言ったとき、シンの脳のう裏りにかつての六天メンバーの顔がよぎった。

　シンは純粋にゲームが面白かったので廃プレイをしていたが、彼女がプレイしている理由は、長期間入院しているせいで、時間が有り余っているからだった。

　オフ会をしようという話が出たときにそう告白した彼女から感じた雰囲気を、今のティエラもまとっているような気がしたのだ。

　それはすなわち、本当の自分を知られるのを恐れているということに他ならない。

　当時はシンを初め、皆が彼女に温かく接したので、彼女を安心させられた。

　そんな経験があったので、シンは動揺することも表情を変えることもなかった。

「……これも知らないのね。髪が黒いエルフっていうのは、呪われた不吉の象徴なのよ」

　うつむいたままのティエラが言った。

「不吉の、象徴か」

「そう。エルフの髪はね、生まれたときは皆白いの。それが成長していく過程で変化して、最終的に金や銀、緑、青といった色になるの。信じられる？　私の髪も、元は銀色だったのよ？」

　そうつぶやくティエラは、自じ虐ぎゃく的てきな表情を浮かべていた。

「でも、今じゃ呪いのせいで真っ黒。エルフはね、普通、髪が黒くなることはないの」

「黒くならない？」

「うん。それで、黒い髪のエルフは災わざわいをもたらすのよ。私もそうだった。呪われてから、強力なモンスターが突然襲ってくるようなことが何度もあったわ。おかげで里からは追放よ」

「…………」

「そして、行くあてもなくてさまよっていたところを、師匠に拾われたの。この店の周りには強力な結界が張られているから、モンスターが来ることはない、って言われて。もう１００年以上、店から出てないわ」

「１００年か……長いな」

「ええ、でも誰かに迷惑をかけずに生きていられるから、これでいいの」

　そんなことない！　とシンは叫びたかった。

　１００年以上店に閉じ込められているような状態がいいはずがないと、言ってやりたかった。だが、言ったところで何か変わるわけではないと耐えた。握りしめた拳が痛い。

　まだ会ったばかりの少女のために、自分がなぜこんなに憤いきどおっているのか、シン自身よくわからなかった。しかし、あんな顔をさせたままではいけないことは間違いない。

　この世界が【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】であるならば、ティエラの髪が黒くなった理由、そしてその解決策が存在するはずだ。

　シンは考える。今の会話の中に手がかりが──。

「ティエラ、１つ確認したいことがある」

「……確認、したいこと？」

「ああ。今の話だとティエラの髪はもともと銀色だったそうだが、どうやって変化したんだ？」

　シンにはそれが解決のヒントになるような気がした。

「ある日突然呪われて、黒くなったのよ」

「突然？」

「そう、突然。いつものように眠りについて、朝目覚めたら真っ黒になっていたわ。あのときは本当に何が何だかわからなくなって、すごく怖かった」

　話をしているうちにそのときのことを思い出したのか、ティエラは自分の体を抱いて震えている。

　そんなティエラをよそに、シンは数ある知識の中から該当する情報を引き出そうと、頭をフル回転させていた。

「突然……髪の色が変わる……呪い……キャラクターの配色が変化……モンスターに襲われる……襲撃は複数回……何度もあった……しかも強い…………キャラクターの配色が変化して……モンスターに襲われやすくなる？　そんなことが……っ!!」

　あるだろうかとつぶやきかけたそのとき、シンの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「ある……あるぞ!!　その条件に合致するかもしれない状態が!!」

「えっ？　な、なに？」

　シンが突然大声で叫んだので、ティエラはまたビクリと震えた。

　そんなティエラはおかまいなしに、シンはティエラを見つめる。

「なんで忘れてたかな。でもこれで……ん？　おかしい、なんでステータスが表示されないんだ？　発動は自動オートにしておいたはずなのに」

　シンがティエラを凝視していたのは、そのステータスを見るためだった。シンの予想が正しければ、ステータスの方にしっかりとそれが表れるはずなのである。

「えーと、スキル画面を開いて、【分析アナライズ】……【分析アナライズ】……ああ、あった。表示対象がプレイヤーとモンスター以外オフになってるだけか。これをすべてオンにすれば……」

　設定を直して、再度ティエラを見るシン。

　ティエラからすれば、なにもない空間で指を動かしていたシンは少々危ない人に見えた。

「よし、ステータスは見れるな。あとは……名前にレベル、種族に……っ！　よしきたぁぁぁぁあああああーーーーーーー!!」

　予想通りのものを見つけて、思わずガッツポーズを決めるシン。先ほどからシンの奇き行こうを見せつけられ、ティエラはビクビクしっ放しである。

「ティエラ喜べ！　不吉な呪いの正体がわかったぞ」

「へ？」

「へ？　じゃない。表示が出ていたから間違いない。お前の髪の色が変わって、モンスターに襲われるようになった原因は、【呪いの称号カースドギフト】だ」

「呪いのカースド、称号ギフト？」

　意味がわからないらしく、ティエラはぽかんとしている。

【呪いの称号カースドギフト】──それは【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内で突発的に発生する、文字通りの呪いである。

　本来プレイヤーが手に入れることのできる称号ギフトは、一定の行動やクエストクリア、アイテム入手の結果に手に入るサポートアビリティだ。得た称号ギフトに応じて、微び々びたるものではあるがステータスが強化されたり、新しいスキルが使用可能になったりする。

　それに対してすべてのプレイヤーに突発的に降りかかるのが【呪いの称号カースドギフト】。

　解呪アイテム【浄じょう化かの雫しずく】を使用するか、神術系スキル【浄化】で消滅させない限り、ステータスの低下、解除不能の各種状態異常、強力なユニークモンスターとのランダムエンカウントなどのマイナス効果が付与され続ける。

　どの効果がつくかは完全にランダムだが、【呪いの称号カースドギフト】を受けたプレイヤーは、例外なくキャラクターの配色が変更される。体のどこかが黒くなり、簡易ステータスを表示するとそこに笑う死神のマークが出現するのだ。

　全プレイヤーの中から選ばれる確率は０・１パーセントにも満たず、ネタにできることもあり、ある意味レアな称号ギフトだった。

　そして、シンが見たティエラの簡易ステータスには、笑う死神が確かに表示されていた。

「よし。そうとわかれば話は早い。ティエラ、ちょっとカウンターから出て、店の中央に立ってくれるか？」

「え、ええ……」

　状況がわかっていないティエラは、混乱したまま、シンに言われるがまま移動した。

「じゃあいくぞ。【浄化】発動!!」

　呪いを解とくため、シンはティエラに向かって右手を突き出し、神術系スキル【浄化】を使う。これは主に神官が使用するスキルだが、運よくシンも取得していたのだ。

　シンの右手が徐々に金色に輝き出す。それと同期してティエラの全身が金色の光に包まれた。

「なに……これ……あったかい……」

　体を包む光に驚いたティエラだったが、光から伝わってくる温かさに危険は感じなかった。体の中から清められているような心地よさを覚えながら、ティエラはその場にたたずんていた。

　５分ほどすると徐々に光が弱まり、やがて消えた。

　ティエラは光が消えてからもしばらく放心したままだったが、ハッと我に返ると、なにがどうなったのかという顔になる。

「……アイコンは消えたが……成功……なのか……？」

　そうつぶやくシンは少々困惑気味だった。

　ティエラの簡易ステータスを見る限り、死神アイコンは消えている。

　しかし、それによって元に戻るはずの髪の色は、ほとんど黒いまま。変わった（元に戻ったと言うべきか）ところは、髪に銀色のメッシュが入ったことくらいだ。

　呪いが消えているのか判断しづらい状況に、２人の間に何とも言えない空気が漂ただよう。

「どう、なったの？」

「む、呪いは消えたんだが……その、なんだ。髪のほうが完全には元に戻らなかった……」

　先ほど１人で大喜びした手前、シンとしてはとても言いにくかった。

「髪？」

「ああ……すまない、髪で元に戻ったのはほん一部分だけだ。一応……確認してくれ」

　気落ちしながら、シンはアイテムボックスから鏡を取り出してティエラに渡す。

　ティエラは「髪」という言葉を聞くと、鏡を引ったくるように奪い取り、自分の眼前にかざした。

　鏡にティエラの顔が映し出される。そこにはいつもと変わらない自分の顔があった。しかし、その顔にかかる髪の一ひと房ふさ、そこだけが輝く銀色へと変化していた。

　それは紛れもなく、かつてティエラの髪を彩っていた色だった。

「…………っ……っ」

　それを見たティエラの目がジワリとうるみ、一筋の涙が、その頬を流れた。

　最初の涙が頬を伝わり、滴しずくとなって宙に舞ったときには、すでに堰せきを切ったように涙があふれていた。

「ぅぅ……っ……ぇぅ……」

　服の袖そでで涙をぬぐいながら、ティエラは静かに泣いていた。

　そしてそんなティエラを前に、混乱の極きょく致ちにいる男が１人。

　言うまでもなく、シンである。

（ど、どうすればいいんだ……呪いは解けたのは間違いないけど、髪の色は戻ってないし、ティエラは泣いてるし、謝るべきか？　謝るべきだよな？　あれだけ騒いどいて、なんて謝ればいいんだぁぁあああああ!?）

　幼い子どもならともかく、肉体的には大人の女性と呼んでも過言ではないほどに成長した少女が、目の前で泣いている。しかも泣いている原因が自分かもしれないという状況に、シンの処理能力は限界を超えていた。

　実際、泣いている少女にハンカチ１つ（そもそも持っていないが）出せずにオロオロするばかりだ。

「ぐすっ……ちょっと……ひっく……待って、て……すぐ……落ち、着くから……」

「わ、わかった。ゆっくりでいいぞ？　いくらでも待つ」

　話しかけられたことで我に返ったシンは、いまさらながらタオル（ハンカチというアイテムはそもそも存在しなかったので、アクセサリ用アイテムで代用）を渡す。そしてカウンターから椅子を引っ張り出してティエラを座らせ、泣きやむまでその場に立ち続けた。
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　５分ほど経たって、ようやくティエラはタオルから顔を上げた。涙は残っていなかったが、その目はまだ赤い。

「ごめんなさい、もう大丈夫よ」

「そ、そうですか」

「なんで丁てい寧ねい語ご？」

「いや、まあ。あれだけ騒いだくせに、髪の色はほとんどそのままだから、申し訳ないというかなんというか……」

　ティエラが泣いている間、シンはずっと針の筵むしろの上にいる気分だった。

　見たところ、ティエラに怒っているような気配はない。どうなってるんだ……と、今度はシンがビクビクしていた。さっきとは立場が真逆である。

「そんなことで丁寧語使わないでよ……髪のことならいいわ。１００年以上この色だったんだもの、むしろ少しだけでも戻ったことのほうが嬉しいわ」

　ティエラは本当に嬉しそうだった。大切なものを取り戻したと言わんばかりの穏やかな微笑みを浮かべている。おびえていたときの面おも影かげなどどこにもない。

「そう言ってくれると、少しは気が楽になるんだが」

　でもなあ、とシンは思う。女性にとって髪は大切なものだと、母や妹、果ては女友達から事あるごとに聞かされていたシンとしては、何とも釈しゃく然ぜんとしないのだ。

「本人がいいって言ってるんだから、それでいいのよ。それよりも呪いが消えたっていうのは本当なの？」

　ティエラがこれでいいと言っている以上、自分が騒ぐわけにはいかないと、シンは自身を納得させた。

「ああ、それは間違いないはずだ。店の外に出てもらえればわかると思う」

　ティエラが受けた呪いは『ユニークモンスターとのエンカウント率上昇』なので、モンスター侵入不可の結界が張られている店の外に出なければ、効果が消えたことは証明できない。

　実はこの店の周囲の結界は、シンがかつて張ったものだ。あまりに強力なので、高レベルのユニークモンスターですら侵入できなかった。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】はリアリティを追求したゲームである。

　そのせいか、ゲーム中に破壊不可オブジェクトがほとんど存在しておらず、シンのような店舗持ちのプレイヤーを狙った強盗プレイヤーも存在していた。それに対抗するため、敵の侵入を阻はばむ結界系のスキルも多く存在している。

「正直、ちょっと怖いわ。呪いが解けてなかったらって思うと」

「それは大丈夫だ。なにせ俺もかかったことがあるからな」

「えっ？　ええっ!!　あなたも呪われたことがあるの!?」

「ああ、俺も高レベルモンスターが湧いてくるタイプだったからな。【浄化】で間違いなく呪いは消えるぞ」

　シンが呪いにかかったのは、既にステータスが８００台半ばに到達していたときだ。

　よってあまり困ることもなく、湧き出るユニークモンスターを片っ端から倒していったためレベルアップがしやすかったというイメージしかない。同時にレア素材や武器が手に入るので、むしろ呪い最高!!　という心境だった。

「今まで襲ってきた中で一番レベルの高かったモンスターってなんだ？」

「一番強かったのは、たぶんホーンドラゴン。確かレベルは２００くらいだったと思う」

「レッサードラゴンの上位種か」

「知ってるの？」

「ああ、それくらいなら常識。なんの問題もない」

　ホーンドラゴンはレッサードラゴン（羽のない小型のドラゴン）の上位種で、レッサードラゴンより体が２回りほど大きく、額に１本の角が生えている。

　レッサードラゴンは本来レベル１００程度のモンスターであるのに対し、ホーンドラゴンはそれを大きく上回り、レベル２００くらいが多い。先ほど確認したティエラのレベルは57だったので、まず勝ち目はない。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】では、プレイヤーやサポートキャラクターのレベル上限は２５５だが、モンスターのレベル上限は１０００。プレイヤーのおよそ４倍である。

　これはシンのような転生を繰り返す上級プレイヤーに対応するためだ。

　六天のメンバーのように、ボスモンスターを軽く倒せるプレイヤーも飽きることがないよう、レベル１０００のモンスターもしっかり配置されていた。これはシンですら油断できないレベルで、普通のプレイヤーからすれば、攻略不可能である。

　それを相手にしてきたシンにとって、レベル２００のユニークモンスターなど敵ではなかった。たとえ呪い状態のまま結界から出ても、ティエラの身の安全は完璧に保障されているのである。

「……ホーンドラゴンなんて現れたら、騎士団の精鋭部隊が出てくるんだけど」

「精鋭部隊？　なんでそんなエリート集団っぽいのが必要なんだ？」

「っぽいじゃなくて、正しょう真しん正しょう銘めいのエリートよ。ここに来るまでに見たと思うけど、ここのすぐ隣に城壁があったでしょ？」

「ああ、なんかいろいろ防御効果が付与されてたな」

「あれはベイルリヒト王国を囲んでいる強化城壁。で、王国の騎士団の精鋭部隊は、隊長のレベルが確か１５８。ホーンドラゴンはレベルが２００くらいだから、隊長よりさらに40以上高いわ。そんな化け物を倒すだなんて言ったら普通は頭のネジが緩んでいるか、ほらを吹いているかくらいにしか思われないわよ」

「１５８……だと？」

「そう。そしてホーンドラゴンは、王国ナンバー２の実力者でも単独で挑めないくらい無茶なんだから」

　ティエラはシンが驚いている理由を、隊長のレベルが高いからだと思ったようだ。

　しかし、実際はレベルが低すぎて、なんだそれ……と固まっていただけである。

　シンのようなプレイヤー基準から見ると、レベル的にはかろうじて中級者と呼べるくらいでしかない。

　ホーンドラゴンより強いモンスターが１度に２、３体現れたら、この国詰つむんじゃないか？　と思ったが、口にはしなかった。今までどうにかなっていたのなら、何か手があるのだろう。

「……まあ、問題ないっていうのは本当だから、店を出よう」

「ちょっと待って、私の話聞いてたの？」

「聞いてたよ。むしろ問題が起こりようがないことがわかったくらいだ」

「起こりようがないって……なに？　まさか本当にホーンドラゴンなんて敵じゃないっていうの？」

「ああ」

「………ねぇ、確認したいんだけど、あなたのレベルっていくつなの？」

「２５５だけど？」

「…………」

　黙り込んでしまった。シンとしては正直に言っただけなのだが、ティエラは大きなショックを受けたようだ。

「ティエラ？」

「２５５……？　師匠と同じ？」

「ああ、俺のレベルは２５５、一応シュニーと同じだな」

「ホントに？」

「ホントに」

「ホントにホント？」

「ホントにホントだ」

「ホントにホントにホン──」

「待て待て！　何回繰り返す気だ！」

　ホント合戦になりそうだったので慌ててストップをかけるシン。

「ティエラは【分析アナライズ】を使えないのか？　制限を解除するから、俺のステータスを見てもらえればすぐわかるぞ」

「使えるわけないでしょ。それができるのはスキル継承者くらいよ」

「スキル継承者ってなに？」

「……あなたの常識を疑いたくなってきたわ」

　それもこの世界の住人ならば知っていることのようだった。しかし、シンからすれば、この世界の常識を前提として話をされても、何のことやらさっぱりである。

　知らないことは全部聞こうと開き直っていたので、呆れた表情をされても気にしない。

「常識と言われてもな。ずっと人里から離れて生活してたからよくわからないんだよ」

　ゲームの世界から来ましたとは言えないので、世捨て人のような生活をしていたということにした。それなら世せ情じょうに疎うとくてもおかしくないだろう。

「わかったわ。この際知らないことは全部教えてあげるから、わからないことは聞いて」

「よろしくお願いします」

　なんだかんだでしっかり説明してくれるティエラに感謝しつつ、シンは頭を下げた。

「まず、スキル継承者だけど……これは読んで字のごとく、今では失われてしまったスキル──御み技わざとも呼ばれる技を受け継いでいる人たちのことよ。詳しくは知らないけど、『栄華の落日』以降多くのスキルが失われてしまって、今じゃ現存するスキルは１００個以下と言われているわ」

「１００個以下……」

　その数に驚きを隠せないシン。【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】はスキルの数が多いゲームとして知られていた。ティエラの口にした数は、シンが使えるスキルの10分の１にも満たない。

「今じゃスキルが使えるってだけで優遇されるわ。普通の人じゃとても無理。冒険者や騎士みたいに戦うことを生業なりわいにしている人でも、アーツと呼ばれる弱体化したスキルを使用しているわね。一応技名や効果は元のスキルと同じだけど、威力とか効果は本来の３分の１くらいよ。私も魔術を使うけど、師匠が見せてくれた魔術スキルと私の魔術アーツじゃ威力が段違いだったわ」

「ふむふむ、弱体化したスキルがアーツね。アーツ自体にレベルとかはあるのか？」

　スキルの中にはレベルが設定されているものがある。シンが使う【分析アナライズ・Ⅹテン】もそうだ。

　スキル名の後にⅠ～Ⅹの文字がついており、最低がⅠ、最高がⅩだ。主にサポート系のスキルに多く設定されていた。

「特定のスキルにはレベルがあるのは知ってるけど、アーツにはないわね」

「アーツで戦わなきゃいけないとか、大変そうだな」

　シン自身スキルの恩恵を受けてきた身なので、弱体化がつらいのはよくわかる。

「そういうあなたはスキルが使えるのよね。なにが使えるの？　さっきの口ぶりだと１つってわけじゃないわよね。２つ？　３つ？　まさか４つとか言わないわよね」

「さすがにそれは少なすぎるだろ。１０００以上あるのは間違いないと思うぞ。数えたことないから正確な数はわからないけどな」

　全然使ってないやつもけっこうあるんだよな、と笑い話程度に話すシンに対して、聞き間違えたかと首をかしげるティエラ。

「は？　１０００？　あれ？　聞き間違えた？」

　正確に言えば、ティエラは聞き取れていたのだが、この世界の常識からかけ離れていたので、冗談でも言われたように感じてしまったのだ。度が過ぎる驚きは、ときに現実感を失わせるのである。

「やっぱり【分析アナライズ】がいるよな。んーさすがにスキルレベルⅠだと、制限解除しても俺のレベルは見れないけど、ティエラも持っていて損はないか。んじゃ【秘伝書作成】スキルを使ってっと……」

「？」

　またもや空中で手を動かすシンを見て、ティエラはぽかんとしている。

「作成完了。ほれっ」

「なに、これ？」

　シンがティエラに手渡したのは１本の巻物だった。

　レベルとは別に設定されたスキルの熟練度を満たすと、技の威力が上昇したり、派生技が会え得とくできたりする場合がある。その中でも少々特殊なのが『秘伝書』というアイテムの作成だった。

『秘伝書』は作成すると、巻物となって実体化する。そしてこれを使用すると、『秘伝書』に書かれているスキルを、自分以外のプレイヤーに会得させられるのだ。

　当然だがスキルごとに作れる『秘伝書』の数は決まっている。また、『秘伝書』を使ってスキルを覚えたプレイヤーは、自分の力でそのスキルの取得条件を満たさない限り、そのスキルの『秘伝書』を作成できない。その他にも、さまざまな制約が課せられていた。

　強力な技ほど『秘伝書』の作成可能数が少なく、そもそも『秘伝書』作成不可のスキルもある。

　加えて、スキルには使用にレベル制限のあるものが多かったので、『秘伝書』を使っても、低レベルで上位スキルを使うのは不可能だった。

【分析アナライズ】はプレイヤーなら誰でも持っていると言っても過言ではないスキルなので、とくに制限もない。やろうと思えばいくらでも『秘伝書』が作成可能だ。そんなわけでさっそく作成したというわけである。

「それが【分析アナライズ】の秘伝書。読めば使えるようになるはずだ」

　サポートキャラクターにも『秘伝書』は使えたので、たぶんいけるだろう。使えなかったときは素直に謝るつもりである。こういうことはやってみなければわからない。

「これでスキルが使えるようになるの？　でも私、対価になるようなもの持ってないわよ？」

「対価？」

　無償であげるつもりだったシンだが、ティエラはそう受け取らなかったらしい。

「言ったでしょ？　スキルは貴重だって。教えてもらおうと思ったら大金を積むとか、弟子入りするとか、とにかく大変なのよ。まさかただでくれるとか言わないわよね？」

「え、言うつもりだけど。なんかマズイか？」

「……とりあえず、誰だれ彼かれ構わずあげるのはやめなさい。大変なことになるから。場合によっては命を狙われるわよ」

「それほど!?」

　まさかスキル１つで命が狙われるとまでは思っていなかったので、『秘伝書』は信頼できる奴だけに教えようとシンは心に決めた。

「こわすぎるな。まあティエラなら大丈夫だと思うし、試しに使ってみてくれないか」

「使ってから対価請求とかしない？」

「するか!!」

　悪質な詐欺師か!?　とつい突っこんでしまう。とはいえ命を狙われる可能性すらあるのだから、ある意味ティエラの警戒は当然なのかもしれない。

「でもスキルをただであげようなんて、典型的な騙だましの手口よ？」

「騙す気ならもっと上位のスキルにするって」

「私にはこれでも十分貴重なんだけど……スキルを複数持ってるってだけですごいことなんだから」

「でも俺はアーツが使えないからな。持ってるのは全部スキルだし、これが当然だと思ってたから、いまいち実感がない」

「なんて贅ぜい沢たくな悩み……まあいいわ。そこまでいうなら遠慮せずにもらうわよ」

「ああ、そのために出したんだ。むしろもらってくれないと困る」

　とりあえず納得した様子のティエラは、シンが促うながすと、その場で『秘伝書』に目を通し始める。

　すると、ティエラの体が淡いライトグリーンの光に包まれ、10秒ほどで消えた。

　これは『秘伝書』を使ってスキルを獲得した際のエフェクトである。どうやら無事に習得が完了したようだ。

「どうだ？」

　ゲームでは『秘伝書』に文章などなく、使用すると巻物が消滅してスキルが追加されるだけだったので、この世界ではどういうふうに感じるのか、シンはとても気になった。

「なんだか不思議な感じね。巻物を開いたら、頭の中に【分析アナライズ】の使い方や効果なんかが流れ込んできたわ。でも不快感はないわね」

「へぇ、そうなのか」

　口で感心しつつも、成功したことにシンは安あん堵どしていた。これで覚えられなかったら立つ瀬がない。

「あなたの名前は見えるけど、他が全部変な模様で読み取れないわ」

「さすがに名前くらいは見えたか。その変な模様はクエスチョンマークといって、自分と相手でレベルやステータスに差がありすぎたときに表示されるんだ。まあ、俺とティエラだったら見れないのは当然だな」

「ええ、本来は名前すら見えないみたいね。スキルレベルとそれに伴ともなう閲えつ覧らん項目についてもわかった。この表示のされ方を見ると、レベルが表示されなくてもあなたがかなりの実力者だって言うことはわかるわ」

「モンスターが現れても大丈夫っていうのは、信じてもらえるか？」

「ここまでされたら信じるしかないわね……」

【分析アナライズ】を伝授したおかげで、ティエラはなんとかシンを信頼してくれる気になったようだ。ティエラ自身、今まで強力なモンスターに襲われてきたので、どうしても不安があったのだろう。

「一応俺が先に出て、周囲を警戒してから声をかける。そしたらついてきてくれ」

「わかったわ」

　念のため、シンが月の祠の周囲にモンスターがいないかを探る。【索敵サーチ】も併用して、近くに敵がいないことを確かめた。

　ゲームの仕様だと何もない空間から唐突に敵が出現したりもするので、実はまだ気が抜けない。

「いいぞ！」

　ティエラは店のドアから顔を覗かせていたが、シンの声を聞くと、意を決して店の外に踏み出した。

　月の祠には【防壁バリア・Ⅹテン】と【障壁ウォール・Ⅹテン】が張られている。

【防壁バリア・Ⅹテン】はレベル９００～１０００（使用者のステータスに依存）以下のモンスターの侵入を完全にシャットアウトし、攻撃を受けると反撃すらする不可視の壁である。

　そして【障壁ウォール・Ⅹテン】はレベル２３０～２５５（使用者のステータスに依存）以下のプレイヤーの侵入をシャットアウトする同じく不可視の壁。

　どちらも最高レベルなので、たとえ【擦り抜けスルー】スキルをもってしても侵入は不可能だ。

　商人をロールしているレベルの低いプレイヤーなどは、高レベルのプレイヤーに依頼してそれらを張ってもらうこともあった。

　ちなみに【障壁ウォール・Ⅹテン】は、侵入許可の設定を間違えると一般客も入れなくなるので注意が必要だ。シンがいたころの月の祠では、武器を持ったプレイヤーの侵入禁止や店内でのスキル使用、武器装備の禁止など、細かく調整していた。

　現在２つの結界スキルは、月の祠を中心に半径20メルほどの範囲で展開されている。

　店の扉までモンスターが近寄ることなどあり得ないのでティエラが玄関でビクビクする必要はないのだが、過去のトラウマを考えれば、それは仕方ないことだろう。

「こっちだ」

「え、ええ」

　シンが手招きするとティエラはゆっくりと近づいてきた。シンが立っているのは結界からさらに１メル外側なので、シンのそばに来ると必然的に結界の外に出ることになる。

「…………」

「…………」

　シンは周囲を警戒して神経を尖らせたまま。ティエラは緊張からしばらく無言だった。

　５分ほどそうしていただろうか、依然として周囲に変化はなく、暖かな風が２人の髪を揺らした。

「何も起こらないな」

「何も起こらないわね」

　さらに５分ほどたって、シンは問題なさそうだと判断した。呪いにかかった状態なら、10分に１回はモンスターに襲われるからだ。

「モンスター、来ないな」

「そうね」

　最初の５分は緊張気味だったティエラも、今では周囲を見渡す余裕が生まれていた。

「呪い、解けたろ？」

















「そう、みたいね」

　ティエラは空を見上げながら答えた。その目に映る空はどこまでも広く、そして青かった。店の窓から見えていた、切り取られた空ではない。

　風を感じ、日の光を感じ、森の香りを感じる。懐かしさがティエラの胸中に広がる。

　シンは空を仰あおぐティエラを見ながら、ほっと胸をなでおろした。

　これでティエラがモンスターの影におびえる必要も、周囲に迷惑をかけるのを気にかける必要もなくなった。これからは店の外へ、自由に出かけられるのだ。

「空って広いのね」

　まるで今思い出したかのようにつぶやくティエラ。

「ああ」

　それからしばらくの間、２人はともに空を眺めていた。

　視界の端でティエラの目尻に光るものがあるのに気づいたが、シンは何も言わなかった。
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「そろそろ戻りましょう」

　そう言われて、シンは視線を空からティエラに戻した。

「そうするか」

　もともとティエラの呪いが解けたことを確認するために外に出ただけなので、とくに異論はなく、２人は店の中に戻った。

「それにしても、本当に呪いが解けるなんてね……」

　カウンターに戻ってからティエラはしみじみとつぶやいた。理解はしていても、やはり現実感はそう簡単に得られないのだ。

「【浄化】もどちらかといえばレアなスキルだし、会得するのにも苦労したんだから、これくらい解けてくれなきゃ困る」

「呪いって【浄化】で解くことができるのね。たとえそれを知ってたとしても、実行するのは難しかったと思うけど」

「なんでだ？　いくらスキルとはいえ、神官なら持っててもおかしくないだろ？」

「そうでもないわ。【浄化】が使えるのはほとんどが高位の神官だから、簡単に会うことはできないの。私の場合、呪いの性質上出向くわけにはいかないし、来てくださいとも言えないしね」

「……ステータスの低下とかならまだ何とかなったんだろうけどな」

　ステータス低下は呪いがかかった瞬間から、全ステータスが10分の１になる。

　雑魚モンスターとの戦闘すら緊張感を強しいられるので、レベルの低いティエラでは危険極まりない。ただそれでも、これまでのティエラよりはマシだったろう。

「ま、今はこうして解けたわけだし、考えても意味はないけどね」

「そうだな。これからは安心して出歩けるだろうしな」

「ええ、黒髪エルフは嫌われてるけど、髪全部が黒くなければそこまで毛嫌いはされないしね」

　少し驚いたシンが聞き返す。

「ん？　全部じゃなければいいのか？」

「そうよ。呪いがかかってると、髪を染めてもすぐ黒くなってしまうから、一部でも違う色が混ざってると、呪われてないっていうのがわかるのよ」

「そうなのか」

　ゲームでは髪を染めるという行為はできなかったが、そういうものなのかとシンは納得した。

　そもそも呪いにかかったプレイヤーは、早々にアイテムを使うなり神官に頼むなりしていたので、単に知らなかっただけかもしれない。

「そうそう、忘れるところだったけど、これが素材と宝玉の代金ね」

　ティエラはそう言って、カウンターの上に袋を置いた。金貨と銀貨が合わせて50枚以上入っているので、かなり膨らんでいる。

「アイテムボックスに入るか？」

　ものは試しと、アイテムボックスに入れてみる。

　すると、メニュー画面の所持金を表す部分に、ジュール金貨26枚、ジュール銀貨27枚という表示が追加された。どうやら所持している硬貨ごとに分けて表示されるようだ。実に便利である。

「金貨が消えた……便利ね」

　私も欲しいとティエラは言ったが、シンは苦笑するしかない。アイテムボックス拡張用のアイテムがあればどうにかなったかもしれないが、あいにく持ち合わせはなかった。

「とりあえず、金の面で今日の宿には困らなくてよさそうだな」

「もしかしてベイルリヒト王国に入る気？」

「そのつもりだけど？」

「ちょっと待ってて、それならサービスでいいものをあげるわ」

　ティエラはカウンターの奥にある部屋に入っていった。シンの記憶が確かなら、休憩用の個室があったはずだ。

　ティエラは３分と経たたないうちに出てくると、１枚の紙をシンに差し出した。

「これは？」

「月の祠の紹介状よ。これがあれば面倒な順番待ちをせずに入国できるわ」

　どうやら入国には手続きをしなければならないらしい。今日中に宿をとりたかったシンとしては大助かりだ。

「助かる。ここまで来て野宿は勘弁してほしいからな。でもいいのか？　今日会ったばかりの奴を紹介なんかして」

　信頼のおける人物でないとさすがにまずいのではないか。そう考えたシンに対して、ティエラはとんでもないというふうに首を横に振った。

「解けないと思ってた不吉な呪いを解いてくれて、その上実力もある。おまけにお人好し。問題なんかないわ……それに、この程度じゃ恩を返したなんて言えないし」

「お人好しって……あと、最後が聞き取れなかったんだが、なんて言ったんだ？」

「き、気にしなくていいわ！　それより問題ないって言ってるんだから、素直にもらっておきなさいよ」

　ティエラは紹介状をシンに押しつけた。うつむき気味なので顔のほてりは隠れていたが、赤くなった耳を見れば、照れているのは誰の目にも明らかだった。

「わかったわかった。じゃあ遠慮なくもらっておくよ」

　どうしても断らなければならないほどの理由はない。シンは押しつけられた紹介状を受け取り、アイテムボックスに入れる。

　耳が赤い理由については、言及しないことにした。

「じゃあ俺はそろそろ行く。またモンスターを狩ったときは、買い取ってもらいに来るからよろしく」

「実力があるのはわかったけど、あまり無茶しないでよ。死んじゃったら元も子もないんだから」

「わかってるって。じゃあな」

「またのお越しをお待ちしてます」

　店員らしく頭を下げて見送ってくれたティエラに軽く手を振り、シンは月の祠を後にした。
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　それからシンはまっすぐに森を突っ切り、城壁の前に出ると、そのまま城壁に沿って歩き始めた。

　城壁のどの部分に入口があるかわからないので、進む方向は勘だ。街を囲んでいるのだから、いつかは着くだろうという考えで、少し足早に歩く。

　時間を確認する方法がないのはネックだが、まだ日は高い。少なくとも明るいうちには着くだろう。

「にしても、ほんとに丈夫そうな城壁だな」

　あらためて城壁を見てシンは思う。

【分析アナライズ】は本来、プレイヤーやモンスターの詳細を見るスキルなので、あまり詳しいことはわからないが、城壁に付与されている魔術はどれもスキルレベルがⅤ以上だと思われた。

　ティエラの話から、スキルはどれも貴重だというのはわかっているので、優秀なスキル継承者がいるのだろう。

　15分ほど歩くと、城壁の前に行列ができているのが見えた。どうやらそこに城門があるようだ。

　近づいてみると、さまざまな格好をした人々がいた。

　ボロボロの服を着たヒューマンの少年、鎧に身を包んだビーストの女性、小さな竜を連れたドワーフもいる。ローブを着ているのは魔術使いだろうし、大きな馬車に乗っているのは商人か。

　ゆっくりと進む列を見ながら、人種の多彩さにキョロキョロしてしまうシン。

　ゲーム中ではどのプレイヤーも小奇麗な格好をしていた（あえて変な格好をしている者もいたが）ので、そのギャップにいまさらながら驚いていた。

　城門が見える位置まで来ると、衛兵らしき男が入り口で身分証のようなものを確認したり、馬車に積んである荷物の簡単な検分をしたりしていた。

　ティエラにもらった紹介状があればすぐに入国できるはずなので、シンは列には並ばず、その横をまっすぐ歩いていく。

　列から離れてまっすぐに近づいたからか、門まであと20メルほどのところで衛兵がシンに気づいた。何やら訝いぶかしげな表情を浮かべている。

　門との距離が10メルを切ったところで、４人いた衛兵の１人がシンに声をかけた。

「きみ！　街に入りたいならきちんと並んでくれ！　そうしないと街に入れるわけにはいかないぞ」

　衛兵はそう言って列の最さい後こう尾びを指差す。列が長すぎて、シンには最後尾が見えなかったが。

「ええと、これを見せれば並ばずに街に入れるって言われたんですけど……」

　アイテムボックスからティエラにもらった紹介状を出し、衛兵に手渡す。その際アイテムボックスを使ったとわからないように、懐ふところから出したように見せかけるのは忘れない。

　シンが差し出した紹介状を受け取った衛兵は、まだ腑ふに落ちない顔をしていた。しかしその内容に目を通し、読み終わるころには手が震えていた。

「月の祠からの……紹介状……」

「はい、店員の方にいただいたんですが」

　シンは衛兵がなぜ驚いているのかまったくわからず、この人、手が震えてるけど大丈夫か？　などと衛兵の心配までしていた。

「本物かどうか確認したい。ついてきてもらえるか」

「わかりました」

　本物かどうか判断がつかないのか、本物だと信じられないのか、衛兵はすぐさま元の位置に戻ると、他の衛兵を集めて何やら話し合いを始めた。

　とくにすることもないので、シンは門の前で止められている、普通の馬の１・５倍ほどある大型の馬を眺めていた。

【分析アナライズ・Ⅹテン】が発動して、それがグリム・ホースだとわかった。レベルは33と低いが、れっきとしたモンスターである。久しく見ていなかったのですぐにはわからなかった。

　調教師テイマーがいるのだろう、人が近づいてもおとなしくしている。

　シンがそんなことを考えながらぼーっとしていると、先ほどシンに話しかけてきた衛兵が戻ってきた。

「お待たせしてすいません。こちらです」

「はぁ、わかりました」

　さっきとは打って変わって実に丁てい寧ねいな対応になった。豹ひょう変へんというほどではないが、違和感がぬぐえない。

（あの紹介状って、けっこうすごいのか？）

　衛兵の態度の変化に、変な注目を浴びたくないなとシンは思った。元の世界に戻る手段を探すにしても、早々に目立つようなまねはしたくない。

　並んでいる人たちの訝いぶかるような視線を感じつつくぐった門の先は大きな広場になっていた。

　大型の馬車が行きかい、人々の往おう来らいも激しい。ざっと見たところヒューマン、ビースト、ドワーフが多く、時折エルフやピクシーの姿も見えた。

　広場の端にはさまざまな露店が並び、食べ物、武具、装飾品、果ては怪しげなアイテムを売っているところもある。

　シンが立ち止まってキョロキョロしていると、門で話しかけてきたのとは別の衛兵が寄ってきた。

「これから冒険者ギルドのほうに案内させていただきます。よろしいですか？」

「へ？　あ、はい。お願いします」

　どうやらシンがついてこないことに気づいて戻って来たようだ。中に入ったら別れるものだと思っていたシンは、つい気の抜けた返事をしてしまった。

「何かご予定がございますか？　よろしければご案内いたしますが」

「いえ、予定はないので冒険者ギルドのほうにお願いします。あと丁寧語はいらないんで」

「しかし、月の祠の紹介状を持つ方に失礼があっては……」

「いや問題ないんで、俺も普段通りにするんで」

「……そうですか。わかり──」

「丁寧語」

「……わかったわかった、やりやすいようにすりゃいいんだろ」

　シンとしても紹介状はたまたまもらったようなものなので、大きな顔をする気はない。それをわかってくれたのか、案内役の衛兵は口調が砕けたものになった。これが素なのだろう。

「わかってもらえてなにより」

　シンは軽くうなずいた。

「ったく、紹介状持ってくる奴はどいつもこいつも。丁寧語くらいいいじゃねか」

「どうにも違和感があるんだよ。こっちとしては。俺はシン。よろしく」

　シンも元はただの学生。年上の人間に丁寧語を使われるのにはまだまだ慣れていないのだ。

「ベイドだ。この街にずっと住んでるんでな。わからないことがあったら聞け」

　そう言って笑うベイドは、刈り込んだ茶髪と髭ひげのせいで、熊が笑っているような印象を受ける。

【分析アナライズ・Ⅹテン】によるとベイドのレベルは１００。騎士団最強が１５８と聞いていたが、ベイドが強いのか弱いのか、シンには判断がつかない。

「じゃあ、とりあえず街のことはあとで聞くとして。なんで俺を冒険者ギルドに案内しようとしたんだ？」

　確かに冒険者ギルドには行くつもりだったが、それを衛兵に話した記憶はシンにはない。

「そりゃ紹介状に、そうしてやってくれって書いてあったからだ。誰だってそうしただろうな」

「そうなのか。あ、一応確認なんだけど月の祠の紹介状ってどのくらいすごいんだ？」

「知らねえで見せたのかよ!?」

　なぜか驚かれた。

「いや、この国に来たの初めてだし。月の祠に行ったのも偶然みたいなものだし」

「偶然行って紹介状もらってくるだと？　……お前何者だよ」

「ただの流れ者」

「……信じられるか。まあいい。他の国じゃどうか知らんが、この国じゃ、その紹介状があれば王に謁えっ見けんだってできるくらいすげぇもんだ。紹介状を偽造しようとする奴らまでいるくらいだしな」

　どうやらティエラがくれた「サービス」は、とんでもないものだったようである。

（ティエラよ。サービスでくれるものじゃないだろ……）

　そんなすごいものだとは知りもせずにいたことを、少し後悔するシン。

　実のところ、通行証の代わりにでもなるのかと思っていただけだった。ベイドの話が本当なら、驚かれるのも当然だろう。

「言っとくが、なくすとやべぇからな」

「……さっき衛兵の人に渡したっきりだな」

　紹介状を返してもらっていないことにいまさら気づくシン。あわててＵターンしようとすると、ベイドに止められた。

「大丈夫だ、紹介状なら俺が持ってる。いくら衛兵相手でも、普通なら肌身離さずってのが基本だからな。よからぬことを考える馬鹿が出る前に回収済みだ」

「ベイド、グッジョブ!!」

　気を利かせてくれたベイドに、シンは思わずサムズアップした。口調と風貌も相まって粗そ野やなイメージが拭ぬぐえなかったのだが、この男、口調に似合わずまじめなようである。

　受け取った紹介状はアイテムボックスにある『大切なもの』ゾーンに入れておいた。このゾーンは盗難防止機能が付いているので、【盗む】や【強奪】といったスキルで奪われる心配もない。

「ああ。言い忘れてたが、冒険者ギルドに行ったらエルスって受付嬢にその紹介状を見せな」

「エルス？」

「エルフの冒険者なんだがな、ギルドの受付嬢もしてんだよ。紹介状にエルフの使う古代文字が書いてあってな。冒険者ギルドのエルフっつったらエルスだけだ。おそらくエルス宛だろう」

「わかった。ギルドで聞いてみる」

　エルフということは、ティエラの知り合いかもしれない。シンはしっかり記憶した。

　紹介状の件が一段落つくと、シンはベイドに街のことについて教えてくれと頼んだ。

「そういやこの国に来るのは初めてか。じゃあまずは街の大おお雑ざっ把ぱな区分けからだな。さっきお前が入ってきたのが南門だ。門は東西南北に１つずつあるが、一番使われているのも南門だな」

「なんで南門が一番なんだ？」

「隣接してる区が関係してるんだよ。南門のそばには商業区がある。この国は中央に王城があり、その周りを貴族や大商人みたいな裕ゆう福ふくな奴らの邸宅街が囲んでる。で、その周りをさらに囲んでるのが４つの区ってわけだ」

「ふむふむ」

「南は今言った通り商業区。アイテム、食料、雑貨──生活に必要なものはだいたいここでそろう。んで東がギルド区。冒険者ギルドに商人ギルド、鍛冶ギルドってなふうに、多くのギルド本部がここにある。西は住宅区。街の住人はだいたいここに住んでるな。冒険者や仕入れに来た商人用の宿もここだ。最後に北だが……一応開発区ってことになってる」

　北の説明になった途端、ベイドの流りゅう暢ちょうだった語りが勢いを失った。シンはベイドの言いたいことに見当がついた。

「開発とは名ばかりの、スラム街ってとこ？」

「さすがにわかるか。そうだ。開発区と言っちゃあいるが、結局は他に行き場のない奴らの吹き溜まりだ。行き着く理由は人それぞれだがな。とにかく治安は最悪だ。用がないなら近づかないに越したことはねえよ」

　苦々しい表情でシンに忠告するベイド。

　この国に限ったことではないが、大きな国にはそういった『よろしくない場所』というのができやすいものなのである。ベイドもそのあたりはわかっているようで、どうにかできればいいんだがなぁとため息をついていた。

　シンはベイドから様々な情報を聞きつつ、街の様子を観察した。

　商業区は多くの人々が行きかっていたが、ギルド区に入るといかにも冒険者といった風貌の人物が増える。全身鎧を着ている者や大剣を背負っている者などもいた。

　なかでも刀を帯おびているドラグニルを見たときなど、シンはつい声を掛けてしまいそうになった。

　ベイドによると、大陸の東に位置する島国『ヒノモト』という国の武器らしい。【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】では聞いたことのない国名に、これは行くしかないなとシンはひそかに決意する。

　そうこうしているうちに、シンたちは冒険者ギルドに到着した。

　周囲より明らかに大きい建物には、盾をバックに×字に交差した剣と槍が描かれた看板が掲げられている。どうやらこれが冒険者ギルドのマークらしい。

「俺の役目はここまでだ。あとは自分で頑張りな」

「ああ、案内してくれてありがとな」

　軽く手を振って去っていくベイドを見送ってから、シンは冒険者ギルドの扉を開けた。























　ギルド内は入り口のドアから見て右側が受付、左側が酒場になっているようだった。中央はホールになっており、奥に大量の依頼書が貼られた掲示板がある。

　ゲーム時代の冒険者ギルドは、荒くれ者のＮＰＣがたむろしていることが多かった。だがホールはきれいに整えられ、怒鳴り声も冒険者からの値踏みの視線もない。

　視線を上に向ければまさかのシャンデリア。シンも本物を見るのは初めてだ。

　なぜかシャンデリアを落として敵を下敷きにするという場面が思い浮かんだ。もちろんやったことはないが。

　酒場では一仕事終えたと思おぼしき冒険者の集団が乾杯をしている。

　それを見たシンも若干の空腹感を覚えたが、受付をしてからでもいいかと、反対側のカウンターへ向かった。

「冒険者ギルドへようこそ、本日はどのようなご用件でしょうか」

　受付にいた職員らしき女性が声をかけてきた。茶色の髪を長く伸ばした美人である。やはりギルドの受付は美女と相場が決まっているらしい。

　ちなみに隣の受付には顔に傷のある身長２メルほどの大男がいた。受付に向かう際に、シンがさりげなく女性側を選んだのは言うまでもない。

「冒険者登録をしたいんですが」

「登録申請は、左手の階段を上がって２つ目の部屋にある手続きカウンターで行えます。初期登録には費用としてジュール銀貨１枚が必要ですが、よろしいですか？」

「はい、大丈夫です。ありがとうございます」

　受付の女性に礼をして階段を上がるシン。ゲームには手続きなんてなかったなと思いつつ、２つ目の部屋の扉を開く。

　中には机が３つ並び、その内の１つで男性が何やら説明を受けていた。どうやらシンと同じく登録に来た人のようだ。

　シンは迷わず空いている真ん中の机に歩み寄った。

「ここでは冒険者としての登録を行っています。間違いありませんか？」

「……あ、はい。間違いありません」

　シンの返事がまごついたのは、目の前の女性の顔が、１階で会った受付嬢と瓜うり二ふたつだったからだ。違いといえば髪をポニーテールにしていることくらいか。

「どうかなさいましたか？」

「いえ、１階の受付の女性と顔がそっくりだったので」

「あれは私の姉です。双子なのでよく間違われますけど。おっと、それよりも登録ですね。本日担当させていただきますシリカ・リンドットです。よろしくお願いいたします」

「シンです。よろしくお願いします」

「まず登録ですが、初期費用として１万Ｊジュールいただきます。よろしいですか？」

「はい」

　アイテムボックスからジュール銀貨を１枚取り出す。一応懐から取り出す振りをしたものの、若干不自然かもしれない。だが、シリカはとくに不審がる様子もなく銀貨を受け取った。

「ではこちらに記入をお願いします」

　差し出された書類には名前、種族、主な武器、魔術の使用が可能か否かといった項目が並んでいた。

「全部書かなきゃならないんですか？」

「いえ、必須となる項目はお名前と種族だけになります。しかし、ある程度情報をいただいた方が、私どもとしてもサポートしやすくなります。ですので、差し支えなければ全項目への書き込みをお願いします。とはいえ、これは強制ではありません。書かなかったからといって他のメンバーより冷遇などされませんので、その点はご安心ください」

「わかりました」

　出身を書く欄もあったのでどうしようかと迷っていたシンだが、とくに問題ないようなので、所々飛ばしながら書き込んでいった。種族は念のためヒューマンにしておく。

　武器は刀、魔術は使用可。年齢は、実年齢にデスゲーム期間の１年を足して21歳としておいた。

　今さらではあるが、書類は日本語で書かれていた。当たり前のように話していた言語も日本語だ。

　シンとしては意い思し疎そ通つうが容易なので助かった。ファンタジーでよくあるような、ミミズののたくったような字で書かれていたらどうしようと、若干の不安があったのだ。

　書き終わった書類を渡すと、シリカは軽く内容を流し読みした。不備がないか確かめているのだろう。

「お名前はシン様で間違いありませんか？」

「はい。間違いありません」

「では書類はこれでけっこうです。次にこのギルドカードに血を１滴垂たらしていただきます」

　シリカはトランプと同じくらいの大きさの、銀色のカードと針を差し出した。

　ゲームでは登録して終わりだが、こちらではカードが発行されるようだ。

　シンは針で指先を刺し、血をカードに垂らす。カードは血を弾はじくこともなく、スポンジに水がふれたときのように一瞬で吸収された。

「これで手続きは終了です。ギルドカードは冒険者の身分を保証するカードなのですが、加工に１日かかりますので、明日以降の受け渡しとなります」

「わかりました」

　すぐに渡されるわけではないらしい。気分が盛り上がっていたシンは、肩すかしを食らった気分になる。

「ギルドの説明に移ってもよろしいですか？」

「はい、お願いします」

「まず冒険者ランクですが、最高のSSを筆頭にＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇの９段階に分かれています。シン様は登録したばかりですのでランクはＧになります。依頼を達成するごとにポイントが加算され、それに応じてランクが上昇します。依頼に失敗、もしくは依頼を放棄した場合は、現在のポイントから依頼分のポイントが引かれ、一定数より少なくなるとランクが下がります。また報酬の２倍の違約金を支払わなければなりませんので注意が必要です。受けられる依頼は、基本自分のランクの２つ上までです。ただし、Ｃランク以上になりますと１ランク上の依頼までしか受けられません。２人以上のメンバーでパーティを組むこともできます。その場合はランクが上のメンバーに合わせて依頼を受けられますので、メンバーよっては３つ以上ランクが上の依頼に参加することも可能となります」

「パーティは最大何人までなんですか？」

　気になったので確認する。ゲーム時は６人が上限だった。

「最大人数は６人となります。それ以上の人数で依頼を受ける場合は、複数のパーティを組んでの合同作業という形になります。これはかなり大規模な案件か、強力なモンスターの討伐依頼などでよく見られます」

　パーティメンバー数は変わっていないらしい。しかし、ボスクラスのモンスター討伐などの例外を除けば、同じ依頼（ゲーム時はクエストと呼んでいた）を複数のパーティで受けることはできなかったので、ところどころ違うようだ。

「依頼については雑務、採取、討伐、護衛など様々なものがあります。こちらでも多少のサポートはいたしますが、だからといってギルドの仲介なしの依頼でトラブルになったり、実力にそぐわない依頼を受けて重傷を負ったり、死亡したりしても当ギルドは一切関与しません。依頼を受ける際は注意してください」

「依頼と内容が違ったときはどうなるんですか？　討伐依頼を受けてそこに行ったら、依頼より強力なモンスターがいたときとか」

「そういった場合は依頼を放棄していただいて結構です。報告はしていただきますが、違約金は発生しません。危険を伴う依頼はギルドでも確認をとっていますが、すべての依頼を網もう羅らできているわけではありませんので、用心だけは欠かさないようにしてください」

　情報網が発達していない以上、仕様がないかとシンは思った。

　それと、用心しろとシリカは言うが、デスゲーム時にはモンスターの乱入どころかＰＫの襲撃もあったので、警戒の重要性は身に染みてわかっていた。

「モンスターを討伐した際に手に入る素材は、ギルドでも買い取らせていただきます。よろしければご利用ください。次に──」

　シリカによる説明は20分ほど続いた。すべてを覚える必要はなく、わからないことがあったらその都度聞いてくれればよいとのことだった。

　１回の説明ですべて理解できる人はなかなかいないらしい。

「──ギルドの説明は以上になります。ギルドカードについては受け渡し時にあらためてお話いたしますので、これで本日の手続きは終了となります。何かご質問はございますか？」

「依頼はすぐに受けられるんですか？」

「依頼の受領はギルドカードが発行されてからになります。ギルドカードは門の通行証としての役割もありますので、本日は街で過ごすことをお勧めします」

「わかりました。質問はそれだけです」

「お疲れさまでした。シン様のご活躍を期待しています」

　きれいな礼をしてくるシリカに頭を下げ、シンは手続きカウンターを後にした。

　１階に降りると、シンは先ほど相手をしてくれた受付嬢に声をかけた。

「さっきはどうも」

「手続きは無事終わったようですね。ではあらためまして、ようこそ冒険者ギルドへ。依頼の受領手続きを受け持ちます、セリカ・リンドットと申します。これからよろしくお願いいたします」

「シンです。こちらこそよろしくお願いします。手続きカウンターにいたシリカさんのお姉さんであってます？」

「シリカが担当でしたか。確かにシリカは私の妹です。双子ですので、あまりそういう意識はありませんけど」

「びっくりしましたよ。瞬間移動でもしたのかと」

「初めて来られた方の中には、不思議な顔をして帰っていく人もいますよ、あちらの方みたいに」

　シンがセリカの視線を追うと、その先にはセリカを見て首をかしげながらギルドから出ていく新人冒険者の姿があった。先ほどシンの隣で説明を受けていた人だ。

「ギルド内でもよく間違われるんです。シン様は間違えないでくださいね」

　にっこり笑うセリカから、シンは一瞬プレッシャーを感じた。「困ったことです」と笑っているが、実は気にしているのかもしれない。

「が、頑張ります……あ、ちょっと聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」

　シンがそう続けたのは、ベイドに言われていたことを済ませておこうと思ったからだ。

　とくにセリカである必要はないが、隣のカウンターにいる男などはなぜかシンに流し目を送ってくるので、とてもじゃないが近づけない。というより近づきたくない。理由はわからないが、シンの培つちかってきた直感が警報を鳴らしていた。

「はい、ご用件をどうぞ」

「ここで、エルスっていう冒険者が受付嬢をしてるって聞いたんですけど」

　見たところ受付にいるのはセリカと大男の２人だけ。受付『嬢』というくらいだから、まさかあの大男がエルスなどというオチはあるまい、とシンは切に願った。

「エルスですか？　申し訳ないのですが、エルスは今、依頼を受けて街を出ております。トラブルがなければ今日中には戻る予定ですので、明日ギルドカードを受け取る際にお立ち寄りください。いなかった場合は伝言を承ります」

　どうやら間が悪かったようだ。冒険者である以上、常にここに詰めているというわけにはいかないのだろう。戻って来るのが数週間後、とかではないだけでも運がいい方だ。

「わかりました、じゃあ明日また来ます」

　セリカに軽く頭を下げると、シンは酒場側に移動した。そろそろ腹が鳴りそうだったのである。

　その一角には、先ほどの冒険者の集団以外にも数人の客がいた。平均レベルは90前後といったところだ。

　空いている席に着いてメニューを見るシン。しかし、日本語で書かれていたにもかかわらず、料理名からどんなものが出てくるのかよくわからなかった。

　そこで、シンはとりあえず本日のおすすめセットというのを頼んだ。

　しばらく待っていると、あっという間に料理が運ばれてくる。

「本日のおすすめセットです。シン様」

「あ、は……い……？」

　突然の言葉に振り向いたシン。何故名前を知られているのかわからなかったが、そこにいたウェイトレスの顔を見て、納得すると同時に困惑した。

　それはさっき別れたはずのセリカだったからだ。

「えっと……さっきまで受付にいましたよね？」

「はい」

「俺と話してるとき、そんな格好じゃなかったですよね？」

「はい、受付ではギルドの制服を着ていましたね」

「着替えたんですか？」

「もちろん」

「着替えるの早すぎません？　てかなぜにウェイトレス？」

「これくらい普通です。受付が空すいているとき、私はこちらの手伝いをしているんですよ」

　普通じゃないですから……とシンは突っ込みを入れたかったが、声には出さなかった。

　シンが受付を離れてから、セリカがここに現れるまでわずか３分。無理だろと思わずにはいられない。

　そして、料理も注文してから１分少々で完成したことになる。出てきたのは厚さ３セメルほどのステーキと生野菜のサラダ、そしてスープだ。とてもそんな短時間で作れる料理ではない。

「さ、どうぞ召めし上がってください。冷めてしまってはせっかくの料理がかわいそうです」

「はぁ、じゃあいただきます」

　そう言って食べ始めるシン。セリカはなぜかシンの向かい側の席に座っている。

　セリカが受付から外れたことで、今現在、受付カウンターに残っているのは例の大男のみ。シンはこの時間にギルドを訪れる男性冒険者に南無と念を送っておいた。

（それにしてもなんなんだ、この展開……）

　食べづらい、と感じずにはいられない。誰かに見つめられながら食事をするというのは、どうにも居心地が悪かった。

　ステーキの肉はとろけるような舌した触ざわりでかなり美味い。サラダもシャキシャキとした食感が心地いいし、鳥肉を煮込んだと思おぼしきスープもなかなかの出で来き栄ばえだ。

　しかし、状況が悪い。食事を楽しめない。

「他のお客さん放っておいていいんですか？　ウェイトレスのセリカさん」

「他のウェイトレスが対応していますから大丈夫です」

　本気でシンのテーブルに居座るつもりのようだ。

「見られてると食べづらいんですけど」

「気にしないでください」

　ニコニコ笑顔で対処された。しかし、気にするなと言われたら余計気になってしまう。シンの居心地の悪さは増す一方だ。

「はぁ、ほんとになんなんですか。新人に対する嫌がらせですか？」

「実は、少々確認しておきたいことがありまして」

「なら最初からそう言ってくださいよ」

「確認する前に、シン様がどういう人なのか少し見ておきたかったんです」

　そう言われても、ただからかわれていたとしか思えないシンである。

「で？　確認したいことっていうのは？」

　シンが聞くと、セリカは若干声をひそめた。

「はい。シン様がとある紹介状を所持していると連絡があったので、それを」

　紹介状と聞いて思い当たるものは１つしかない。どうやらシンが思っているより大おお事ごとになっているようだ。

「……あれですか。確かに持ってますけど」

「別室で確認させていただいてもよろしいですか？」

「食事の後ならいいですよ。でも、部屋に入ったところでギルドマスターとご対面、とかだったら遠慮したいですけど」

「…………」

　シンは冗談のつもりで言ったのだが、予想に反してセリカは黙り込んでしまった。加えて、若干視線も泳いでいる。

「……遠慮、したいんですけど」

「……申し訳ありません。連れてくるようにと指示を受けています」

「まじで？」

　ついタメ口で確認してしまうシン。

「マジです」

　セリカの即答に、シンはなぜ登録初日にギルドの最高権力者なんぞに会わねばならんのかと、がっくり肩を落とす。あの紹介状は、持ってるだけで厄介事を引き寄せるんじゃないだろうか。

「……明日じゃ駄目ですか？」

　異世界に来た初日に遭遇するイベントじゃないだろ、と内心ため息をつきながら、交渉してみる。

「重ねて申し訳ないのですが、もう来ております……」

　そう言ってシンの背後に視線を送るセリカ。

　それはつまり、そこにギルドマスターがいるわけで──。

（ふ、振り向きたくねぇええ!!）

　誰かいるのはわかっていたシンだが、まさかギルドマスターだとは思わなかった。とはいえ、いつまでも固まっているわけにもいかず、しぶしぶ上半身を回す。

　シンの背後に立っていたギルドマスターは、予想外の人物だった。

「…………」

「待ちきれなくてね。食事中に申し訳ないが、こちらから出向かせてもらったよ」

　はっはっは、と笑いながら声をかけてきたのは、先ほど受付にいた大男だった。

　シンに流し目を送ってきた大男だった。

　シンの直感が盛大に警報を鳴らしていた大男だった。

「って、あんたかよ!?」

　シンの大声が、ギルド内に響き渡るのだった。




「いやあ職員から連絡を受けて、どうしても会っておきたくてね」

　シンがあんた呼ばわりしたことを気にする様子もなく、ギルドマスターは笑顔で語りかけてきた。

「バルクス様。できればもう少しお待ちいただきたかったのですが」

「そう言うな。やはり気になってしまうものなんだよ……シン君だったね。私はバルクスという。すまないが私の部屋に来てもらえないだろうか？」

　ギルドマスターといえば老人というイメージを持っていたので、シンは驚いた。バルクスの見た目は30代後半から40代前半といったところだ。

　顔には大きな引っかき傷があり、その巨体と相まってかなりの威圧感がある。だというのにやけに人懐っこい笑みを浮かべているものだから、その迫力も台無しだった。

　ギルドマスターっぽいところと言えば、本人のレベルが２２８と今まで見た中では飛びぬけている点だけだろう。

「はぁ。かまいませんけど、飯くらいは食べさせてください」

「もちろんだ、いきなり押しかけたのはこちらだからね。では向こうで待っているよ」

　そう言い残すと、バルクスは奥の部屋へと歩いて行った。

　やけにあっさりしているなとシンは思ったが、食事の後のことを考えると、憂ゆう鬱うつな気分になるのは変わらない。

「にしても、ギルドマスターってけっこう若いんですね。こういうところの長おさって、経験豊富な年配の人がやってるものだと思ってました」

「シン様のおっしゃることもあながち間違いではありません。実際、他の都市のギルドマスターのほとんどはお年を召された方ばかりです。とはいえバルクス様は元Ｓランクの冒険者ですので、経験や人脈といったものでも、他のギルドマスターに劣ることはありません」

「元Ｓランクですか」

　まだこの世界の常識には疎うといシンだが、今の話を聞くと、Ｓランクの冒険者はそうそういるものではないようだ。レベルから考えて、バルクスも相当な使い手なのだろう。

　そんなことを考えながら食事を終えると、ギルドマスターの登場によって集まった周囲の視線を浴びつつ、セリカの案内で受付の奥へと進んだ。

　そこにはいくつかの部屋があった。そのうちシンが案内された部屋は応接室も兼ねているのか、机や本棚以外にもテーブルにソファーといった調度品が並んでいた。

　値段がわかるわけではないが、どれも一級品と感じられるだけの存在感がある。それでいて調和がとれているのはさすがといったところか。

「ようこそ冒険者ギルドへ。先ほどは失礼したね。あらためて挨拶しよう。ギルドマスターをしているバルクス・ハイムだ」

　シンたちが応接室に入ると、バルクスは自己紹介をしながら右手を差し出してきた。

「シンです。よろしくお願いします」

　名乗りつつ、シンも右手を伸ばす。握ったバルクスの手は硬く、ごつごつしていて、戦士の手と呼べるだけの力強さを感じた。

「どうぞ」

　座るよう勧められ、シンはソファーに腰を下ろす。そこに絶妙のタイミングでお茶を出したのは、シンと同じタイミングでここに来たはずのセリカだ。

　どれだけ素早いんだよ……と思いながら、シンがお茶を一口飲んだところで、バルクスは切り出した。

「シン君。さっそくで悪いが、月の祠からの紹介状を見せてもらってもいいかな」

「これです」

　アイテムボックスから紹介状を取り出し、バルクスに渡す。バルクスは紹介状を広げるとそこに別の紙を近づけた。すると、紹介状の中心に書かれていた三日月を模した模様が銀色に光り始める。

「これは……」

「月の祠の紹介状は少々特殊でね。紹介状同士を近づけると魔力が共鳴してこのように紋章が光るのさ。つまり、これは本物ということだ」

　バルクスの話では、他にも確認する方法があり、いずれの方法でも偽物はすぐにばれてしまうようだ。

「こんな仕掛けがあったのか……」

　意外な機能に驚きながらも、どうせなら最初に説明してほしかったなあと、シンはティエラの顔を思い浮かべてため息をついた。

「聞いていなかったのかい？」

「サービスだと言って、渡されただけなんで」

「サービス……？　くれたのはシュニーさんかい？　それともティエラ君かな？」

「ティエラですね。シュニーは留守でした」

「ティエラ君か。彼女が説明を忘れるなんて、よほどのことがあったとしか思えないが……彼女の人を見る目は確かだからね。私も多少自信はあるが、彼女には今一歩及ばない」

　ギルドうちに欲しいくらいだよ、と笑うバルクス。

　１００年続いた呪いが解けるという、ティエラからすればかなりの大事件が起こったのだから、説明を忘れるのも無理のないことだろう。

　それにしても、人を見る目があるというのはやはり年の功だろうか。

「っ！」

　ティエラの年齢のことを考えた矢先に、シンの背筋にゾクリと寒気が走る。なぜか燃え盛る炎を背に、笑顔で威圧してくるティエラの顔が思い浮かんだ。

（年のことを考えるのはやめよう、命に関わる気がする……）

　とてもよくない予感がしたので、シンはそこで考えるのをやめた。

「？　どうかしたかね」

「いえなにも……」

「そうかい？　では話を続けよう。つい脱線してしまったからね」

　そう言って居住まいを正すバルクス。どうやらここからが本題のようだ。

「ティエラ君が忘れたとのことだから、私が代わりに紹介状の効力について説明しておこう。まず、それがあればほとんどすべての国に審査なしで入国できる。各ギルドでもいろいろと融通してもらえるし、信用もされる。また、ベイルリヒト王国をはじめとした一部の国では、王への謁見すら可能だ。ある意味、これほど確実に身元を保証してくれるものもないだろう」

　疑っていたわけではないが、どうやらベイドの言っていた内容は本当のようだ。今知ったギルドや情報の扱いについても、破格すぎる待遇と言っていい。

「それだけの効力を持つ紹介状だ。当然、所有者が判明すれば奪おうと考える者も出てくる」

「それは、確かに」

　これがあれば、危険物の密輸、テロ、暗殺といったことがかなり容易にできるはずだ。犯罪者からすれば、喉から手が出るほど欲しいに違いない。

「だからこそ聞かせてほしい。君に紹介状を守れるだけの力があるのかを。ないのならすぐにでもそれを破棄することを勧めるよ」

「…………」

　シンは考える──このまま紹介状を保有していることのメリット、そしてデメリットを。

　メリットは国家間の行き来が容易になったり、国からの信頼を得やすくなったりする点だろう。

　デメリットは紹介状を所有していることを知られると、襲われる危険がある点か。

　メリットの方は今のシンにとって必須ではない。ギルドの説明時に、ギルドカードを持っていれば各国への入国は比較的簡単になると聞いたし、安易に国と関わる必要もないというのがシンの考えだ。

　対して、デメリットも大きな問題にはならなそうだ。

　確かにここまで来る時点で、すでに衛兵には紹介状のことを知られているし、列に並んでいる人にも見られた可能性がある。その上ギルドにも報告済みだ。

　この世界の機密情報の管理がどの程度かはわからないが、既に不特定多数の他人にばれていてもおかしくはない。

　と言っても、アイテムボックスの『大切なもの』ゾーンに入れて、滅多なことでは出さないようにすればいいだけの話である。

　そうしてしまえば、かつての六天メンバーすら手を出すことは不可能なのだ。

　渡せと言われても、持っていないと答えれば相手にそれを否定する術すべはない。

「守れます」

　しばらく考えて、そう結論づけた。

「それが君の決断か」

「はい」

「後悔しないかい？」

「もちろん。紹介状の効力は今知りましたけど、一歩間違えば店の信用をなくすようなもの──そんな重要なものを渡してくれたってことは、それだけ俺を信頼してくれたってことでもあります。なら、それには応えないと」

　強気に笑ってみせるシン。

　そう、結局のところ、メリットだのデメリットだのを考える以前に、答えなど決まっていたのだ。

　身の危険に対して能天気だと思われるかもしれないが、あいにくシンが命を狙われたことは１度や２度ではない。デスゲームとなった【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】で過ごした１年間で、暗殺や奇襲に対処できるだけの経験値を得ていた。

　得たくなかったのが本音だが。

「ふっ、よく言った。それでこそ紹介状を持つ者だ」

「そんな大層なことでもないんですけどね」

「謙けん遜そんはよくないな。間を置いたが、ほとんど迷ってなどいないのだろう？」

「なんでわかるんですか」

　バルクスにはシンの胸中がお見通しだったようだ。侮あなどれない御人である。

「それはさておき、参考までに聞かせてほしいんだが、君のレベルはどのくらいなんだい？　自分で言うのもなんだが、私もそれなりの数の修しゅ羅ら場ばを乗り越えてきた身でね。君が相当な実力者だというのはわかるよ」

　さすがに元Ｓランク。【分析アナライズ】スキルなどなくても、相手の実力を見抜く力は備わっているらしい。

「……言わないとダメですか？」

「ギルドとしても、ある程度冒険者のレベルは把握しておきたいのでね。ざっくりとした数字で全冒険者に申告してもらっているよ。低レベルの冒険者に危険な依頼を受けさせるわけにもいかないからね」

　ただの興味本位というわけではなさそうだ。レベルによってある程度実力の予想は立てられるので、ギルド全体としても確認しておきたいのだろう。

「わかりました。俺のレベルは１５０以上です」

「ふむ。シン君、さっきも言ったが謙遜はいけないな」

　シンの答えに眉をひそめるバルクス。さすがに１００以上低い数値では嘘とばれるか。

「ダメですか？」

「ダメだ。今言ったレベルは君の本来のものより数段低いだろう」

　この国のナンバー２が１５８と聞いていたので、すんなりいってほしかったのだが……。

「【分析アナライズ】なしでよくわかりますね」

「だてにギルドマスターとして多くの冒険者を見てきたわけじゃないよ」

「はぁ、仕方ないですね。それじゃあ、俺のレベルは２００以上です」

　それでも本当のレベルは言わないシンである。これならどうよと、一気に50レベル上げて申告した。

「ほう」

　バルクスは感心したように笑みを浮かべた。

「すごい……」

　壁際に立っていたセリカは、驚きのあまり呆然としている。

「そんなに驚くことですか？」

　あんたも２００超えてるでしょうが、とシンは思ったが、バルクスが表情を変えたのには別の理由があった。

「一応確認しておくが、年齢は21歳ということで間違いないんだね？」

「はい」

「君ほどの若さでレベルが２００を超えている者など、そうそういるものじゃないよ。この国のナンバー１とだって戦えるんじゃないかな」

　１５０は低すぎたようだが、２００は逆に高すぎたようだ。

「ナンバー１の人って、レベルどのくらいなんですか？」

「２３０だ。この国の第２王女様だよ」

「まじですか……」

（王女強っ!!　精鋭部隊の隊長より強い王女って……）

　予想の斜め上をいく答えに呆れてしまうシン。

　国のナンバー１というから、てっきり王か王子、もしくは近衛隊の誰かくらいに思っていたのだが、まさか王女とは。

「騎士団と差がありすぎません？　ティエラから、精鋭部隊の隊長がナンバー２で、そのレベルは１５８って聞いたんですけど」

「精鋭部隊の隊長？　ああ、騎士団長のことか。彼のレベルは今じゃ１８８まで上がっているよ。ティエラ君にその話をしたのはだいぶ前だからね、知らなかったんじゃないかな」

「それでも王女様の方が上なんですね」

「第２王女様は武闘派だからね。よく街に顔を出すから人気もある」

「王族が頻繁に街に来て大丈夫なんですか？」

「そこらのごろつき程度じゃ相手にもならないからね」

　王国最強は伊だ達てではないらしい。聞けばティエラとの話で出たホーンドラゴンを討ち取ったこともあるとか。アグレッシブすぎる……とシンはため息をついた。

「さて、シン君。実は確かめたいことはもう１つあるんだが、いいかな」

「……内容によります」

　やはりいやな予感しかしない。

「なに簡単なことさ。私と戦ってほしいんだ」

「すみません、帰っていいですか？」

「残念だがそれはできない」

「俺の意思は？」

「申し訳ないが、拒否権はない」

　きっぱりと告げるバルクス。恐らく本当の力を見ておきたいのだろう。レベルが高いからといって、実力があるとは限らないことを知っているのだ。

「なんとなく予想はしてましたよ」

「すまないね。ギルドとしても、私個人としても、確かめておきたい……いや確かめなければならないんだ」

　いやな予感が的中して顔をしかめるシン。

　受付にいたときから視線が送られていたわけだが、バルクスの視線の奥には、どこか好戦的な意思が潜んでいた。拳こぶしで語り合うタイプと見て間違いない。

　自分の意思を無視され多少気に食わないシンだが、この世界のＳランク冒険者がどの程度の実力なのか見ておいて損はないか、と考え直す。

　バルクスの表情を見る限り、ギルドマスターという立場があるにせよ、戦いたいというのは本人の思いなのだろう。

　断わるのは簡単だが、ギルドと下手に対立してギルドカードがもらえないことになると、いらぬトラブルを呼びこみかねない。

「……わかりました。実力を確認しておかないと安心できないってのは理解できますし」

　シンが紹介状を所持しているのが広く知られるようになったとき、実力を公表すれば、馬鹿なことを考える奴も減るだろうしなとも思ったが、これは口にしないでおいた。

「どこでやるんですか？」

「ギルドメンバーのみが使用できる訓練場がある。そこでやるとしよう。準備時間は必要かい？」

「いえ、とくに」

「ではさっそく行こうか」

　バルクスの案内で応接室を出て、通路を進んでいくと、また同じくらいの広さの部屋についた。中には調ちょう度ど品ひんの類たぐいは一切なく、中央にサッカーボールほどの大きさの水晶が浮いていた。

　シンがゲーム中でよく見かけた、転移ポイントによく似ている。

「訓練場は地下にあってね。この転移ポイントから行くことができる」

　どうやら名称はそのままだったようだ。使い方もゲーム時と変化なく、水晶に触って念じれば転送された。

　さっそく転移した先は、かなりの広さを持つコロシアムのような場所だった。中の広場では訓練を行い、観客席といえる場所では休憩したり、他の冒険者の訓練を見学したりできるようだ。

　ギャラリーがいる前で戦いたくないと思っていたシンの願いが通じたのか、広場には誰もいなかった。

「閑かん散さんとしていますけど、いつもこんな感じなんですか？」

「いや、ここは第２訓練場で、今回のような特別な場合に使用する場所なんだ。一般の冒険者は第１訓練場を使っているよ。もともとここは許可なしで使えないから、部外者が紛れ込むこともない」

「そういうことですか」

　周りを気にせず戦える環境ということらしい。目立ちたくなかったシンとしては大助かりだ。

「では始めようか」

　言うと同時に、バルクスの全身が青い光に包まれる。わずか１秒ほどで光は消え、そこには青い軽けい鎧がいと籠こ手てを装備したバルクスが立っていた。

　軽鎧は動きやすさを重視しているようで、普通のものより装甲が薄いように見える。逆に籠手の方は重厚で、肘ひじから手、さらに指までを青い装甲が覆っていた。

　ゲーム時の仕様として、腕に装備するアイテムは見た目が和風なら手甲、洋風なら籠手と表示される。大きな違いがあるわけではないが、手甲はＡＧＩに、籠手はＶＩＴに多少のボーナスが入る。

　バルクスが籠手装備なのは、薄い装甲で防御力が低くなるのを補ほ填てんするためだろうか。

【分析アナライズ】によるとバルクスの職業は拳闘士だったので、装備は予想通りだった。だが、鎧や籠手を変身ヒーローのように装着したことにはさすがのシンも驚いた。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】では武具を装備すると、鎧なら体、手甲なら手に光の線がまず浮かび上がり、その後実体化していた。これはアバターの体格を読み取って、最適な大きさに変化するためだ。なのでバルクスのように、少々派手ともいえる変身シーンにはならないのだ。

（…………あんなモーションあったか？）

「どうかしたかね」

「いえ、別に」

　とはいえ、バルクスの装着シーンがこの世界では普通かもしれないので、何も言わないでおく。

　一方のシンはとくに装備するものがなかった。

　どの程度まで力加減すればいいのかだいたいわかっていたので、武器はなしだ。言ってはなんだが、下手に武器を使うとバルクスを殺しかねない。

「では、いくぞ!!」

　言った瞬間バルクスの姿が霞かすみ、シンに向かって一直線に突き進んでくる。彼ひ我がの距離は10メルほどだったが、瞬時に５メルほどを走破。

「装備がいいと、速いな」

　本来なら転生ボーナスも得ていないヒューマンに、これほどの速度は出せない。バルクスの装備がそれを可能にしていることにシンは気づいていた。

「ふっ！」

「なんのっ！」

　風を切る音とともに繰り出された拳を受け流し、シンは相手の装備の詳細を確認する。

　軽鎧は【青水晶の軽鎧】、籠手は【蒼そう牙がの籠手】と判断した。どちらも店で扱ったことがあるので間違いないだろう。

「いい装備持ってますねっ！」

「苦労してっ！　手にっ！　入れたからねっ！」

　バルクスが繰り出す攻撃を、顔をしかめながらことごとく受け流すシン。

【青水晶の軽鎧】は、ＡＧＩに高い補正を付与してくれる希レ少ア防具。

【蒼牙の籠手】は攻撃力が高い特殊ユニーク武器で、普通の武器にない能力も備えている。レベル６００を誇るユニークモンスター、ブルーミッツハウンドという、近接戦では少々厄介なモンスターの牙が素材だ。主に、無手系武芸スキルを攻撃の主軸とする上級プレイヤーが買い求めることが多かった。

「さすがにそう易々と当たってはくれないか」

















「大口叩きましたからね。当然です」

　攻撃を受け流すばかりのシンを警戒してか、猛攻を止め一旦距離を取るバルクス。苦笑しながらしゃべっているが、目はシンの実力を見極めようと鋭いままだ。

　シンが積極的に攻めないのは、【蒼牙の籠手】に備わる、とある能力を警戒してのことだ。

　その能力とは、【相手の攻撃を籠手で防御した際に、防御なしで受けるはずだったダメージの10分の１を、攻撃した相手にはね返す】というものだ。

　効果が発動する条件として、直接籠手に攻撃が当たった場合のみ、その攻撃が物理攻撃だった場合のみ、などの制約がある。実力が拮抗している相手と戦うときはじわじわと効いてくる装備だった。

　ただ、攻撃した側のＳＴＲが装備者より１００以上高かった場合は発動しないため、今のシンにとっては単なる攻撃力を上げる籠手でしかない。

　むしろシンが警戒しているのは、【蒼牙の籠手】の効果が発動しないとバルクスに知られることだ。

（さすがに自分の装備くらいは詳しく知ってるだろうしな。もし効果が発生しなかったら、ＳＴＲの差が１００以上だとばれる。それだとレベル以外の要素も絡んでくるし……また詮索されるのも面倒だから、どうにか１発で終わらせたいな）

　シンとバルクスのレベルの差であれば、通常ＳＴＲの差は１００未満になる。だが【臨界者】の称号ギフトによって、１０００以上の違いが生じていた。

　ギルドマスターが相手といえど、何でもかんでも話す気はない。

　実力者だというのはすでにバレているので、どうにか手を抜きつつ、腕の立つ人物くらいの評価にできないかと、猛攻をさばきながら思案するシン。

　顔がしかめっ面になっているのは、そのせいである。

「なにを考えているのかな？」

「あなたが強いので、どう攻めたものかと」

「ふっ。さっきの戦い方から見るに、どうやら私の装備の能力も知っているようだね。あまり知っている者はいないのだが」

「さて、なんのことやら」

　軽口を交わし合いながらも、シンは考えることをやめない。

　先ほどの攻防でわかったことは、バルクスが手数で勝負するタイプだということだ。

　拳闘士は射程距離こそ短いが、その分攻撃速度に秀ひいでているので、バルクスの戦闘スタイルも当然と言える。

　問題は【青水晶の軽鎧】による速度増加の影響で、さらに攻撃速度が上がっている点だ。手を抜きながら倒すのは少々難しいだろう。

（厄介なのは籠手だけだよな……ちょっと試してみるか）

　現状で使えそうなスキルを確認し、身構える。

　その動きにバルクスが反応するよりも早く、シンは踏み出した。

　シンの姿が残像とともにバルクスに迫る。シンが立っていた場所では、踏み砕かれた地面の土片が宙を舞っていた。

「しっ!!」

　一息で距離を詰め、右の拳を繰り出すシン。

　フェイントなしの素直な攻撃だが、その速度はバルクスの反応できるぎりぎりだった。そのため、バルクスは反射的に籠手による防御態勢をとってしまう。

（かかった！）

　確信とともにシンが仕掛ける。

　バルクスに向けられた自分の拳を籠手に当たる寸前で停止させ、左足でバルクスの足を払う。

「ぐっ！」

　とっさに左に跳んで避けようとするバルクスだが、意識がシンの拳に集中していたせいで反応が遅れた。

　高速で繰り出された足払いによって、バルクスの体が宙に浮く。

【蒼牙の籠手】は、敵の攻撃が籠手に当たらなければ効果が出ないので、ダメージ反射が発動しなかったと疑われる心配はない。

　シンは無防備となったバルクスの籠手をつかみ、間かん髪はつ容いれずに無手系武芸スキル【柳やなぎ投なげ】を発動した。

【柳投げ】はモンスター捕ほ獲かく用なので、ごく低ダメージしか与えられない技だ。バルクスに致命傷を負わせる可能性はない。一時的に相手を麻痺もしくは気絶状態にする効果もあるが、今回はあらかじめ効果を切ってあるので、ためらうことなくスキルを使用する。

【柳投げ】によってシンに掴まれたバルクスの体が、空中できれいな円を描き、受け身をとる間もなく地面に激突した。シンはとどめに関節技を決める。

「ふう。とりあえずこんなもんでどうです？」

　バルクスが動けないことを確認してからシンが問いかけた。【臨界者】の影響がなければ、ここまであっさりと勝負はつかなかっただろう。

「……まさか、こうも簡単に押さえ込まれるとは。不思議とダメージが少ないんだが、最後の技はスキルかい？」

「そこは秘密で。手の内を明かしすぎるのも考えものですんで」

「ははっ、それもそうだ。私の負けだよ。君の実力は見せてもらった。これなら心配なさそうだ」

　ようやく解放され、立ち上がったバルクスは再び握手を求めてきた。

「？」

「先ほどのはギルドマスターとしての握手。そしてこれは、月の祠に認められた者同士としての握手だ」

「そういうことですか」

　うなずいて握り返すシン。同じ握手のはずだが、前回とは何かが違うような気がした。

「何かあれば言ってくれ。ギルドとしても私個人としてもできる範囲で協力しよう」

「いいんですか？　個人を贔ひい屓きなんかして」

「問題ない。ギルドとしてはランクＧ冒険者に、個人としては友人に手を貸すというだけさ」

　組織に属する以上、過剰な助力はできないと言げん外がいに伝えているようだ。ギルドの長ともなればそれは当然なので、十分だと返しておく。

　訓練場からギルドに戻ると、転移ポイントがある部屋にセリカが待機しており、お疲れさまですと２人にポーションを差し出してくれた。

　無傷だったので遠慮しようとしたシンだが、持っていて損はないとバルクスにも勧められたので、もらっておくことにした。

「君の冒険者としての活躍を期待しているよ。ではまた会おう」

　バルクスと別れ、セリカとともにギルドのホールへ続く通路を歩く。

「バルクス様との勝負はいかがでしたか？」

　無言で歩くのもどうかと思ったのか、セリカはバルクスとの勝負を話題に出してきた。戦っていた時間が思ったより短かったので、気になっているのかもしれない。

「やりにくかったですよ。２度目がないことを祈ります、切実に」

「そうそうあることではありませんから、大丈夫だと思いますが」

「なんかトレーニングの名目で、組み手とかに誘われそうな気がするんですよ……」

　たとえ訓練でも、ギルドマスターと戦う事態などもう勘弁してほしい、とため息をつくシン。

　一方セリカは、シンの姿に違和感を覚えていた。とてもレベルが２００を超えた（実際は上限の２５５だが）強者には見えないのだ。

　高レベルの冒険者は、一般人とは違う威圧的な雰囲気をまとっていることが多い。

　仕事柄そういった人物に会う機会の多いセリカでも、未だに慣れず、無意識に体が緊張してしまうことは少なくなかった。

　だというのに、若干肩を落としながらため息をつくシンからはそれをまったく感じない。むしろ不思議な安心感のようなものをセリカは抱いていた。

（不思議な人……）

　そんなことをセリカが思っているうちに２人はホールに到着した。

「本日はお疲れ様でした。ギルドカードの方は、明日以降でしたら受け取りはいつでもかまいません。ゆっくりお休みになってからいらしてください」

「そうします。あ、もしよかったらお薦すすめの宿とか教えてもらえません？　今日この街に来たばかりでよくわからないんです」

　ダメ元で聞いてみるシン。宿の良し悪しなどわからないが、初日から質の悪い宿になど泊まりたくなかった。

「でしたら住宅区にある宿屋・穴あな熊ぐま亭ていがよろしいかと。食事もおいしいので、きっと気に入っていただけると思います。ギルドの前の通りを右手側に道沿いにまっすぐ進めば、熊の手が描かれた看板が見えますので、それを目印にしてください」

「……わかりました。穴熊亭ですね。ありがとうございます」

　穴熊という単語にふといやな予感がしたシンだが、セリカが紹介してくれるのだから大丈夫だろうと思い直した。

　セリカにお礼を言ってギルドを出る。

　熊が出ませんように、などと呑のん気きなことを考えながら、宿屋に向けてシンは歩き出した。
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　ギルドを出て歩くこと25分。

　シンの目の前には熊の手が描かれた看板があった。セリカの言っていた通りなので、ここが穴熊亭なのだろう。

　閉められた扉の奥から、笑い声がひっきりなしに聞こえてくる。実に楽しそうだ。

「ここで間違いないな」

　念のため、もう１度看板を確認してから扉に手をかける。ゆっくりと扉を開くと、中の喧けん噪そうが一段と大きくなった。

　ホールにはカウンター席と多人数用のテーブルが７つあった。テーブルは５つが埋まっていて、どのテーブルも冒険者と思しき集団がジョッキ片手に騒いでいる。

　シンが入り口でその様子を眺めていると、背後から差し込んでいた日光がさえぎられた。

　はて、と思いつつ振り返る。

「ん？」

　視界に入ってきたのは花の刺し繍しゅうが施されたエプロンと、シンの３倍はあろうかという太さの腕だった。

「いらっしゃい！　お１人様か？」

　野太い声が頭上から聞こえてきたので、シンは視線を上げる。すると、巌いわおのごときいかつい顔に、凶悪としか言えない笑みを浮かべた人物と目が合った。

「でけぇ……」

　シンが思わずつぶやいたのはそんな一言。

　シンの身長も１８０セメルを超えているため、背は高い方だ。しかし、シンの目の前にいる人物はおそらく２３０セメル近くある。もはや巨人だ。

「どうしたあんちゃん。元気がねえぞ」

「はっ！　ええと、あなたは？」

　男の言葉に我に返る。けして答えになってはいなかったが。

「俺か？　俺はこの穴熊亭の店主にして看板親父！　ドウマ・ベアーだ！」

「……親父……だと？」

「そう！　そいつ目当てに人が集まる人気親父にんきもの！　それこそ看板おや──」

「それは看板娘だ！」

　耐えきれず、ついツッコミを入れてしまうシン。

「うむ。ナイスなツッコミだ！」

　そしてなぜかサムズアップしてくる自称看板親父。

「入る店を間違ったか……」

「そう照れるな、青年」

「いや照れてねぇよ！　どう見たらそうなるんだよ！」

　いつの間にやら漫才のようになっていた。

「いいぞニイちゃん!!」

「もっとやれ!!」

　酔っ払い集団の掛け声にシンはため息をついた。完全に酒の肴さかな状態だ。

「はぁ、別の宿でも探そ──」

「ちょっと何やってるの!!」

　そのとき、シンのつぶやきをかき消すように、女性の声が酒場に響いた。

　声はドウマの後ろから聞こえたようだが、巨体が邪魔でシンからは声の主が全く見えない。

「父さん？　変なこと言わないでって、いつも頼んでるよね？　妙な噂が立ったらどうするの？」

　その口調は穏やかだが、それが怒気をはらんでいることは明白だった。無関係なはずのシンですら、思わずこえぇっと口にしそうになったほどだ。

「いやこれはだな、ちょっとしたドッキリ……」

「うるさい」

　言い訳すら一蹴されてしまっていた。さっきの発言から察するに、言葉の主はドウマの娘なのだろうが、説教する側とされる側の立場が逆な気がする。

「ここはあたしがするから、父さんは厨ちゅう房ぼうで母さんの手伝い！」

「わ、わかった」

　肩を落としながら厨房へと消えていくドウマ。その背中が一回り小さくなったようにシンが感じたのは、気のせいではないだろう。

「いきなり変な物を見せてごめんなさいね。今日は食事？　それとも泊まりかしら？」

　ドウマの存在がもはや物扱いである。

　それはさておき、ドウマが去ったことで、隠れて見えなかった娘をやっと目にすることができた。

　茶色の髪をショートにした少女だ。浮かべた笑みは営業スマイルなのだろうが、それでも十分魅力的だった。きれいよりかわいいという言葉が似合う。

　先ほどの会話がなければ、シンはドウマと目の前にいる少女が親子だなどと、考えもしなかっただろう。

「あー、泊まりで、頼む。親父さんはいつもあんな感じなのか？」

「できれば忘れてほしいけど……ときどきね。冒険者は割とノリがいいから大丈夫だけど、商人相手だとフォローがつらいわ。泊まりは夕食と朝食つきでジュール銀貨２枚ね。浴場が使いたいときはその都度申し出て。料金はジュール銅貨４枚。朝食は９の鐘が鳴るまでならいつでも出せるわ」

「はいよ」

　宿代のジュール銀貨２枚が高いのか安いのかはわからないが、今の手持ちなら問題ないので了承する。

「いつまでいるかわからないんだが、そういうときはどうすればいいんだ？」

「それなら１日ごとに支払ってもらうか、ある程度の日数分まとめて払ってもらって、足りなくなったら追加で支払ってもらうかのどちらかね。確認だけど、あなた冒険者よね？」

「ああ、今日登録してきたとこ。セリカさんにここを紹介してもらったんだ」

「セリカさんの紹介!?　それを早く言ってよ。それならジュール銀貨１枚とジュール銅貨90枚でいいわよ。冒険者ならまとめて支払う方をお勧めするわ。依頼で何日も宿を空けるなんてことはよくあるでしょうし。料金未払いのまま出かけたら、中のものはこっちで処分しちゃうから注意してね」

　冒険者にとって長期の依頼というのは珍しくないので、しばらく戻れなくなってしまう。そうなれば１日ごとの支払いなどできないだろう。

　危険な依頼を受ける冒険者は死亡する可能性だってある。いつ帰ってくるかわからない冒険者の、しかも料金未払いのままの部屋をそのままにしておくというのは、宿屋から見れば大きなマイナスだ。

「ならまとめて払っておくか。とりあえずこれで」

　そう言って懐（のように見せかけてアイテムボックス）から、ジュール金貨を１枚取り出して手渡す。

「50日分ね。あまりの分はどうする？」

「浴場を使うと思うから、そこから使用料を引いといてくれるか？」

「わかったわ。足りなくなったら言うわね。じゃあ宿帳に名前を書いて。もし代筆が必要ならジュール銅貨２枚よ」

「いや、大丈夫だ……これでいいか？」

　記帳した宿帳を確認すると、少女は部屋の鍵を手渡してくる。

「……うん大丈夫。シンさんね。じゃあこれ、部屋は２階の２０１号室よ。貴重品を入れるボックスのことは知ってる？」

「ボックス？　いや、初耳だが」

　首をかしげるシン。

「なら知っておいて損はないわ。ボックス付きの宿は優良店の証拠なんだから。ボックスっていうのは、一言でいえば貴重品を預ける金庫みたいなものよ。入れた本人か管理者しか開けられなくて、物理攻撃や魔術といった、スキル・アーツから中の物を守ってくれるの。ボックス自体もマジックアイテムなんだけどね。とにかくそれに入れておけば、宿が全壊したって中身は無事って代物なのよ。どう？　すごいでしょ！　その辺の宿じゃなかなかお目にかかれないんだから」

　ボックスの説明をしつつ店の宣伝を付け加えるあたり、たくましいなあとシンは思った。

　少なくとも周囲の店よりは優良なのは間違いないだろう。看板親父がいなければ完璧だったのにな……とつい余計なことを考え、笑ってしまいそうになるが、何とかこらえる。

　鍵を受け取ったシンはそのまま２階へ上がった。とくに置いておく荷物があるわけではないが、部屋の確認だけしておこうと思ったのだ。

　シンの泊まる２０１号室は２階の一番端にあった。

　10畳ほどの室内には、机と椅子、ベッドやクローゼットなどがあり、１人で泊まることを考えれば十分と言えた。

　部屋の奥には例のボックスらしきものが見える。他にはそれらしきものもないので間違いないだろう。

　そして驚くべきことに、部屋には備え付けトイレ──それも水洗トイレがあった。

　そもそも、【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】にはトイレというものが存在しなかったのだ。

　いくらリアリティを追求したといっても、ゲームの中でまで排はい泄せつ行こう為いをしたいなどと考えた者は、製作者の中にもいなかったのだろう。

　広いフィールドを駆け回っているときにもよおして、その最中にモンスターに襲われるなど、雰囲気ぶち壊し、興きょう醒ざめもいいところである。

　デスゲームとなってもそれは変わらなかったので、何気にシンがトイレを目にするのは１年ぶりくらいになる。

　穴熊亭の宿としての質から考えれば、部屋ごとにトイレがあるというのは当たり前といえる。

　ただ、トイレが必要ない生活を送っていたシンとしては、驚きと懐かしさが入り混じった妙な気分になった。

「まさか、トイレを見て懐かしさを覚える日が来るとは……」

　１年振りのトイレ、何も問題なく使えるだろうか……などと、やや不安も覚えたシンだった。
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　部屋の中を一通り確認すると、しっかり鍵を閉めて階下に降りる。

　食事をし、情報収集をするためだ。一応ギルドでも食事を取ったので、そこまでお腹は空すいていない。しかし、せっかく料金に食事代が含まれているのだから、食べないのはもったいないという小市民的考えで、料理を頼む気満々のシン。

　１階では先ほどと変わらず、冒険者の一団が騒いでいた。

　ゲーム時代の癖でついレベルを確認してしまう。【分析アナライズ・Ⅹテン】によると、冒険者の平均レベルは１２０といったところだ。

　そういえば……と、月の祠で見た騎士の集団を思い出す。

　あまり詳しく見はしなかったが、彼らのレベルは１００～１１０くらいだったはずだ。

　最後に残ったアルディたちはもう少し高レベルだったようだが、この国において冒険者と騎士の力関係はどうなっているんだろうかと益やく体たいもないことを考えてしまう。

　空あいている席に着いて料理を注文し、運ばれてくるまで周囲の喧騒に耳を傾かたむける。

　一定範囲内の声や音を鮮明に聞くことのできる【聞き耳】や、使用者の選択した音を聞こえなくする【ノイズ・キャンセル】といったスキルを使うことで、離れた席にいる相手のつぶやきまで聞き取れるのだ。

　ゲームの仕様では、まずメニューが出て、そこに表示されるもの以外は選択できなかった。しかしこの世界に来てからは、選択は使用者、つまりはシンの考え１つで自由に決められるようになっている。

　聞こえてくるのは、そのほとんどがどうということのない雑談だ。だが、こういった場所で手に入る情報というのもばかにはできない、とシンは考えた。

　多くのゲームでもそうだが、思わぬ場所で思わぬ情報が手に入るというパターンは多いからだ。それが異世界で通用するかは不明だが、そもそもシンにはこの世界の常識すらわからないのだから、些さ細さいな話でも聞いておいて損はない。

『聞いたか？　またヴィルヘルムが魔物の群れとやり合ったらしいぞ』

『腹へったぁ～。飯だ、飯』

『北の森でスカルフェイスが出たって噂聞いたか？』

『最近、ヒルク草がよく取れるんだ』

『ビールがうめぇ』

『注文いいですか～？』

『看板親父……だと？』

『ツグミちゃんお酌しゃくして～。ちょっ、待ったドウマこれはじょうだ……ーーーーー』

　酔った男性が１人宙を舞ったが、反応する者は皆無。いつものことなのだろうとシンも眺めるだけに止とどめた。

　いくつか気になる単語が聞こえたので、頭の片隅で整理しておく。

　特筆すべきはスカルフェイス。

　これはアンデッド系のモンスターで、スカルフェイス・○○というふうにポーンやジャック、クイーンなど等級を表す単語がつく。等級によって個体のレベル帯が異なるので、しっかり確認しないと全滅の憂うき目めに遭あうモンスターだ。

「お待ちどうさま、ご注文の料理になります」

　その声に我に返ったシン。いつもと勝手の違うスキルを使用していたので、かなり集中していたようだ。

　声のした方を向くと、ドウマの娘が料理をテーブルに置いているところだった。

「ボーっとしてたけど、どうかしたの？」

「ああ、ちょっと考え事をな。ええと……」

「あ、自己紹介してなかったわね。ツグミ・ベアーよ。父さんたちは厨房にいることが多いから、何か用があったら私に言ってね」

「わかった。もう知ってるだろうが俺はシン。一応冒険者だ」

「一応？」

「まだギルドカードもらってないからな」

「そういうこと。ところで今、何を考えてたの？　早くランクを上げるにはどうしたらいいか、とか？」

　料理を並べたら仕事に戻ると思っていたシンだが、ツグミはテーブルを挟んだ位置の椅子に座ると、興味津々という顔で質問してきた。

　新人の冒険者というのは珍しいのだろうか。

「ランクはのんびり上げてくさ。人里離れたド田舎出身だから、こっちの常識がわからなくてな。周りを見て参考にしてた」

「そうなんだ。私はこの街しか知らないけど、他の国から来た人も、そんなに違いはないって言ってたわよ」

「そうなのか？　まあ気をつけるに越したことはないってやつだ」

「ふーん、あなた変わってるわね。冒険者になりたての人って、早く強くなりたいとかランクを上げたいとかいう人がほとんどなのに。低ランクの冒険者って、けっこうなめられるらしいわよ」

「だろうな。でもいいんだ。変り者だからな、俺。なめられたときは相応の対応をするさ」

　自信ありげにニヤリと笑って見せる。冒険者のイメージが良くわからないので想像になるが、腕に自信のある者が多いのだろうから、こうすればそれっぽいだろうという思いつきだ。

「へぇ、腕に自信あり？」

「それなりに。ヤバいときはとっとと逃げるけどな。死にたくないし」

　そもそも騒ぎを起こす気はないのだが、この先何かに巻き込まれるような気がする……とシンの直感が告げていた。

「てか、さりげなく椅子に座ってるが、他のテーブル見てこなくていいのか？　ウェイトレスだろ？」

「注文があったら呼ばれるから大丈夫よ。それにほら、今は母さんも出てるし」

　ツグミの視線を追うと、彼女と同じ茶色の髪を首の後ろあたりでまとめた女性が、他のテーブルで注文を受けていた。

　ツグミは母親似か、と納得するシン。ツグミが成長したらこうなるのでは、と思わせる美人だった。

「サボりじゃ……」

「サボってないわよ。情報収集よ、情報収集」

「新人冒険者相手にか？」

「将来有望かもしれないじゃない。それに、これでもいろんな冒険者を見てきたから、人を見る目はあるのよ」

　胸に手を当てながら言うツグミの表情には、自信があふれている。

「へぇ、じゃあ俺はどうよ？」

「そうね……85点ってところかしら」

「……それは喜んでいいのか？」

　高いと言えば高いのだろうが、採点基準がわからないので素直に喜べない。

「ちょっと期待できるってところね」

「厳しいな。マイナス点は？」

「向上心が低いこと、この一点ね。冒険者になりたてのわりに落ち着いてるし、実力を過信してる様子もなさそうだけど、上に行こうって志がないとなかなか大たい成せいできないわ。あたしの経験則だけどね」

「向上心ねぇ。ま、そこはおいおいかな」

　もともと冒険者として名を上げるためにギルドに登録したわけではないので、シンはそこそこ頑張ろうという気き概がいしか持っていない。どうやらそこがツグミのお気に召さなかったようだ。

「のんびり屋ね……まあ、それがあなたらしいのかもね。さてと、さすがにそろそろ怒られそうだから仕事に戻るわ。ほどほどに頑張ってね」

　ウインクをしたツグミは席を立ち、注文を取りにホールを回り始めた。

　いつの間にか客が増え、テーブルがすべて埋まっている。

　複数人用のテーブルを１人で占領しているのも気が引けたので、シンは素早く料理を平らげると部屋に退散した。

　人が多くなるとトラブルが起きる可能性も高くなる。新米冒険者はなめられるというツグミの助言に、素直に従っておくことにしたのだ。

　部屋に戻ってもすることがあるわけではない。強しいて言うなら荷物整理くらいだ。

　この世界に来てから、まだ大まかな確認しかしていなかったので、持ち物の端から端まで目を通すのも必要だろう。

　荷物の確認が終わった後は浴場を借り、軽く汗を流してから寝やすい格好になる。と言っても、普段の装備から一部を外しただけの軽装だ。

　部屋の内部に結界スキルを展開してからベッドに入るのは、ゲームのときからの習慣である。探知系のスキルもあるのでそう易々と奇襲を受けることはないが、用心するに越したことはない。

　ベッドはふかふかで実に寝心地がよかった。心の中でセリカに感謝しつつ、睡すい魔まに身をゆだねる。

　まどろみのなか、ぼんやりとした思考の中でふと、忘れていたことを思い出した。

　そう言えば──。

「でんごん……してな……ぃ…………」

　知り合いかもしれないシュニーが見つかったというのに、ドタバタしてしまったせいでシュニーへの伝言をティエラに残していなかった。
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　朝起きて最初に目に映ったのは、見覚えのない天てん井じょうだった。

　ここはどこだと口にしそうになったが、次第に昨日の出来事を思い出す。

　オリジンとの戦い、異世界への転移、ティエラの呪い、ギルドでの戦闘……。

　目覚めたら病院かどこかのベッドの上にいて、無事ログアウトできていたら……と思わずにはいられなかった。

「そんな都合よく、いくわけないってな」

　つぶやいて周囲を見渡すシン。部屋の中はまだ薄暗く、日の出前だというのがわかった。

　１階では人の動く気配がする。どうやらこの世界の人々はかなり早起きのようだ。

「結界、探知系ともに異常なし。起床してまず周囲の確認をするとか、日本にいた頃の俺からは考えられんな」

　寝るときも警戒を怠おこたれなくなったのはいつからだっただろうか。そんなことを考えてしまった自分に苦笑し、布団から出る。

　窓を開けると外の空気が部屋に入ってきた。

　少しひんやりした風を感じながら視線を下げると、通りを行きかう人の姿が目に入る。人通りはまだまばらだが、街がだんだんと活気づいていくのがわかった。

　穴熊亭は他の建物より部屋の位置が少し高いので、住宅街である西区が一望できる。ゲームとは違う、プログラムではない街並みにしばし目を奪われた。

　早めに寝たからか眠気はなく、頭はすっきりしている。二度寝する気も起きずしばらく外を眺めていると、街を覆う城壁からゆっくりと太陽が顔を出し始めた。

　薄暗かった街が次第に暖かな光に包まれていく。

　しばらくするとあたりはすっかり明るくなり、外を出歩く人々も増えてきた。

　シンもアイテムボックスからジャケットやズボンといった装備を取り出すと、それに着替え、部屋に鍵をかけて階下に降りていく。

　１階にはシンと同じく食事を取りに来たと思しき人や、既に食事中の人、店から出ていく人などそれなりの数がいた。

　見たところほとんどが冒険者だ。どうやら日の出とともに行動を開始するのは、珍しいことではないらしい。

「おはよう。昨日はよく眠れた？」

　挨拶をしてきたのはツグミだ。空のお盆を持っているのを見ると、料理を運び終えたところのようだ。

「おはよう。昨晩はぐっすりだった。おかけでばっちり目が覚めたな」

「それはよかったわ。あなたも朝食でしょ？　すぐ持っていくから、座ってて」

「ああ、よろしく」

　昨日は全体を見渡せるようにテーブル席に座ったが、今朝はそこまで熱心に情報収集する気はないので、カウンター席にしておいた。

　出てきた朝食は黒パンにシチュー。

　黒パンはがちがちに硬いということはなく、フランスパンくらいの歯ごたえ、シチューは色とりどりの野菜と肉がたっぷり入っていて、見た目よりボリュームがある。

　周りを見てみると、皆パンをシチューにつけて食べていた。やはり黒パンをそのまま食べるということはあまりしないらしい。

「美う味まいな」

　しっかり煮込まれているのだろう。シチューの具はどれもしっかりと味が染みていて、かつ口の中で自然にとろける柔らかさだ。それをパンにつけて食べるとこれまた美味。

　予想外のうまさにパンとシチューを２回ほどおかわりをして、シンは一息ついた。そして食べ過ぎてしまったと少し反省する。

「朝からよく食べたわね」

「昨日もそうだったけど、ここの料理がうまくってな」

「嬉しいこと言ってくれるじゃない。そんなシンにちょっとだけサービス。ギルドにカードを取りに行くなら、もう少し待ってからにした方がいいわよ」

「この時間に行くと何かあるのか？」

「朝早くはとくに込み合うのよ。低ランクだと割り込まれたり、強引にパーティに入れられたりすることもあるから、気をつけた方がいいわ」

「なんか物騒だな。ギルドの職員は止めないのか？」

「あからさまなものは止めるけど、そういうことをする連中は、ばれないようにうまくやるのよ」

「なるほど、手慣れてるってわけだ」

　間違いなく小物だなと思いつつ、時間をずらすことにする。絡まれたところでどうということはないが、自らトラブルになりそうな行動をする気はない。

「そういうのに限って、いざというとき頼りにならないのよ」

「同感だな」

「ま、そんなわけだからもう少しゆっくりしていくといいわ」

　そう言い残すと、ツグミは注文を取るために客の待つテーブルに向かっていった。

　ツグミの心遣いに感謝し、果実水を飲みながらしばらく時間をつぶすことにしたシン。やることもないので、昨日と同じように周囲の会話を拾い、冒険者の持っている装備や道具を観察する。

　ゲーム時代に自分が何気なく使っていた道具が、この世界では希少なものだったと気づいたのは今朝のこと。

　着替えを取り出そうとアイテムボックスを開いたときに、ふと月の祠に並んでいた武器や道具のことを思い出したのだ。

　並んでいたのはどれも初心者用から少し上のレベル程度の物で、中級者が使うような装備もありはしたが、片手で数えられるほどだった。

　上級者用装備をずらっと並べていたシンは少々悲しくなったりもした。

　そんな理由もあり、やはり他人の装備は気になる。昨夜も多少は見たが、多くの冒険者が出入りしている今の方が都合がよさそうだ。

「…………」

　果実水の入ったグラスを傾けながら、それとなく視線をテーブル側に向ける。

　見たところ武器は銅や鉄製が多く、それ以上のものは少ない。防具も革、もしくは鉄製の物ばかりで、魔術付与がされているような装備をしている者はほとんどいなかった。

　恐らくではあるが、ゲーム時代より装備や道具の質が低下しているのではないだろうか。

　シンはそういう可能性も考慮して、着替えの際になるべく低ランクの装備を選んでいた。

　今シンが着ているのは『土つち蜥蜴とかげのジャケット』に『鬼おに蜘ぐ蛛も糸いとのズボン』。どちらもレベルが70もあれば狩れるモンスターの素材を使用したものだ。

　とは言っても、どの装備もキャパシティ限界まで強化が施されているので、性能は約４倍に跳ね上がっている。

　腰に下げた刀『数かず打うち』もそうだ。

『数打』は侍の職業につくと手に入る初期装備で、当然、性能は低い。強化されていてもある程度レベルが上がれば、大概のプレイヤーは売るか倉庫に入れるかしてしまうものだった。

　そんな装備でも周りの冒険者の武器より性能がいいのだから、この世界の武器の質については推して知るべしである。

　こうなると、バルクスが持っていた装備は相当な貴重品なのだろうなと思わずにはいられない。

　──その後、30分ほど暇つぶし兼情報収集をして、シンは穴熊亭を後にした。
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　ギルドへの道を歩きながら、街の様子を眺める。

　昨日通ったときは時間帯のせいもあったのか、そこまで人通りが多くはなかった。しかし今、西区から南区、そして東区へとつながる通りは、どこも大混雑だった。

　道には様々な出店が軒のきを連ね、朝食を取る者や昼食用の弁当を買い求める人々であふれ返っている。また露店を開いている人も多く、武具やマジックアイテムなど冒険に役立つ品々から、どう使うのか見当もつかない怪しい道具まで、さまざまなものが並んでいた。

　まだ日が昇ってから２時間ほどというのが嘘のような賑にぎわいだ。

　露店を冷やかしつつ、ギルドに向かって歩く。武器を持っている冒険者も多いので、刀を帯おびているシンに注目が集まることもなかった。

　それでも【索敵サーチ】を使ってしまうシン。どうやら警戒するのが癖になっているようだ。

　紹介状を持っていることだし、用心はした方がいいよな、とスキル使用を止めなかった。

　40分ほど歩くと、ようやく冒険者ギルドの看板が見えてきた。人込みを避けながら来たせいか、昨日よりも時間がかかった。

　扉を開けて出てきた冒険者の集団と入れ違いに建物の中に入る。時間をずらしたとはいえ、まだまだ人が多いように感じられた。

　受付にはセリカの他に、エルフの女性がいる。ティエラと同じ細く尖った耳が見て取れるので、エルフで間違いないだろう。

　シンは受付に近づくとまずはセリカに話しかけた。

「おはようございます。ギルドカードをもらいに来ました」

「おはようございます、シン様。ギルドカードですね、お持ちしますので少々お待ちください。それと……エルス、こちらがさっき話したシン様よ」

　セリカが声をかけると、隣の受付に座っていたエルフの女性がシンの方へやってきた。

「おはようございます、シン様。エルス・バルトと申します。昨日、私を探しておられたとのことですが、どのようなご用件でしょうか」

　見た目20代半なかばくらいのエルスは、美形揃いのエルフの例にもれず、きれいだった。

　腰まで届く髪は森の木々のような鮮やかな緑。湖を連想させる青い瞳をして、身長は女性にしては高く１７０セメル後半くらいはある。

　モデル顔負けのスタイルと美貌。これで冒険者だというのだから、世の中わからないものだ。

　ずっとじろじろ見ているわけにもいかないので、シンはさっそく話を切り出した。

「これなんですが、おそらくあなた宛だろうと言われまして」

　アイテムボックスから月の祠の紹介状を取り出し、エルスに渡す。盗難防止の処置はすでにしてある。偽物にすり替えたり持ち去ろうとしたりすると、アイテムが持ち主のところに転移するのだ。

「私宛……ですか？」

　シンのあいまいな言い回しに首をかしげながら、エルスは紹介状を広げ内容に目を通した。

　すると一瞬目を見開いた後、次第に信じられないものを見たと言わんばかりに呆然としてつぶやく。

「まさか……いや、しかし」

　同僚の様子に少し心配そうな表情のセリカと、一体何が書かれてるんだ？　と内容が気になるシン。

　ティエラが呪いに関することを書いたのだろうか。しかし、ティエラはそれを秘密にしていたはず……シンには見当もつかない。

　エルスはよほど驚いたらしく、シンとセリカの存在を忘れてしまったかのようにブツブツ何かをつぶやいていたが、ハッと我に返るとシンに視線を向けた。

「えっと……なにか？」

　シンはじっと見つめられて、射抜くようなエルスの目線に若干たじろぐ。

「君が……ティエラを……ありがとう。私からも礼を言わせてほしい」

　言うが早いか、唐突に頭を下げるエルス。何やら口調まで変わっていた。

「すいません、状況がわからないんですけど……」

　突然過ぎて、なにがなにやら、わけがわからないシン。

「あっと……すまない、私も動揺していたようだ。セリカ、ちょっと席を外すから受付を頼む。ここから先の話はここではまずい。申し訳ないが、奥の部屋に案内するから続きはそこでお願いできないだろうか」

　素の口調なのか、エルスが慣れた様子で指示を出すと、セリカは笑顔で返事をした。

「わかりました。受付には他の方に来てもらいます」

「了解です……」

　２度目の別室対応になってしまい、また何か問題があったのか？　と若干肩を落としつつ、シンも了承する。

　昨日と同じく受付奥の通路を進み、応接室らしき部屋に入る。

　エルスは扉の鍵をかけただけでなく、何か別の操作をしてからソファーに座った。シンも同じく席に着く。

「あらためてお礼を言わせてほしい。ティエラの呪いを解といてくれて、本当にありがとう」

「ああ、そういうことか」

　どうやらエルスは、ティエラの呪いを知っていたようだ。紹介状には昨日の出来事について書かれていたのだろう。

「頭を上げてくれ。こっちとしては、そんなに大げさなことをしたつもりじゃないんだし」

「それでもだ。私も解呪方法を探していたが、手がかり１つ見つけられなかった。それを君がやってくれたんだ。礼を尽くすのは当然だよ」

　もしかすると、昨日冒険に出ていたのも呪いを解く目的だったのかもしれない。

「できればあまり大げさにはしないでほしい。あと、その口調は素か？」

「わかっている。森の精霊の名にかけて、この情報を他に漏らすことはしないよ。正直に言えば、あまり公言できる内容でもないからね。口調についてはこれが一番話しやすいんだ。そういう細かいところは気にしない人だとティエラは言っているけど、気に障さわったかい？」

「口調はそのままでいい。こっちもそうさせてもらうしな。それで？　この部屋に通した理由はそれだけじゃないだろ。さっき扉に何か操作してたし」

「あれは盗聴防止の魔術さ。これからする話は、ギルド職員にも聞かせるわけにはいかないからね。と言っても、個人的な質問があるだけなんだけど」

　シンはやれやれとため息をついた。エルスの様子から自分に興味を示しているとなんとなくわかっていたが、職権乱用な気がしなくもない。

「一応言っとくが、全てに答える気はないぞ」

「それは承知しているよ。でも50年以上探して、手がかりが何も見つからなかった解呪方法──それをどうしても知りたかったんだ」

　知的好奇心もあるのだろう。だが、それだけではない羨せん望ぼうと渇かつ望ぼうが入り混じったような感情が、エルスの瞳に表れている。

　50年──シンが生きた倍以上の時間をティエラのために費ついやしてきたのだ。たとえもう必要なくなったとしても、その方法を知りたいと思ってしまうのは当然だ。

　もしかすると、他にも呪いにかかった人がいるのかもしれない。

「解呪方法は紹介状に書いてなかったのか？」

「急いで書いたらしくてね。そこまではなかったよ。で、どうだろう。できる限りのお礼はさせてもらう。教えてはもらえないだろうか！」

　ソファーから身を乗り出して迫ってくるエルス。美人に迫られるのは悪い気はしないが、鬼き気き迫るその剣けん幕まくに押されてしまった。

　この世界の常識レベルがわからないシンとしては、安易に【浄化】のことを話していいのか、なかなか判断がつかない。

　しかし、エルスはティエラの呪いのことを知っていたし、そのティエラがわざわざ紹介状にメッセージを書く相手だ。それに、ティエラのために解呪方法を長年追い求めてきたともいう。

　教えても問題ないだろうとシンは結論づけた。

「わかったから座れって。ちゃんと教えるから少し落ち着いてくれ」

　興奮しているエルスをソファーに押し戻し、自身も座り直す。

「呪いを解く方法、それは神術系スキル【浄化】だ。他にも方法はあるが、今のところ俺が知る限りじゃこれが最も確実な方法だな」

　知識として知ってはいるが、アイテムによる解呪はまだ経験がないので、断言はしないでおいた。

「【浄化】か……まさかあのスキルにそんな効果もあったとはね」

　それがわかっていれば、と悔しそうな表情をするエルス。

　ティエラの話では、【浄化】を取得している者はほとんどが高位の神官ということだった。なにか伝つ手てがあったのかもしれない。

「【浄化】を取得……いやこの場合は継承か。そういう奴ってどのくらいいるんだ？」

　シンはふと尋ねた。

「わからない。【浄化】を身につけるための条件は、教会でもそれなりに地位のある者しか知らないからね。その効果も全て明らかになっているわけではないんだ。そもそも、教会の人間以外で【浄化】を使える者なんて聞いたこともないし」

「なん……だと？」

　エルスの答えにシンはがっくりと肩を落とす。

　教会内でも貴重なスキルを使えるなんて知られたら、かなり面倒ことになるのが容易に想像できる。スキルが使えるだけでも十分目立つというのに、そのスキルが貴重だとわかったら、関わりたくもない相手がぞろぞろと押しかけてきそうだ。

「いやな予感しかしない……頼むから他にはもらさないでくれよ？」

「もちろんだ。私もスキル保持者ホルダーだから、スキルにまつわるトラブルが多いことはよく知っている。ティエラを助けてくれた君の秘密は守るさ」

　エルスはなんでもないことのように返した。組織に所属する以上、上の人間に報告する義務があるのでは、と思っていたシンだが、いらぬ心配だったようだ。

「ま、気をつけてくれればいい」

　死んでも守れよ、などとは冗談でも言わない。冗談のつもりで言ったのに本気にされたら、どうしようもない。

　どこまでがセーフでどこからがアウトなのか、シンにはまだ冗談のレベルもわからなかった。

　それに、そもそも面倒事はご免だが、さすがに命をかけてまで厳守してほしい秘密というわけでもないのだ。

「それにしても、君のおかげで肩の荷が１つ下りた気分だよ。安全のためとは言え、何十年もあの家の中だけで生きるというのは酷だからね」

「だろうな。俺が呪いを解いたのも、そう思ったからだし。そういや、エルスは何で呪いのこと知ってたんだ？　ティエラが自分から話すとは思えないんだが」

　里から追い出されるくらいだ。同じエルフならなおさら話そうとはしないだろう。

「私とティエラは同じ里の出身なんだ。冒険者になって世界を回っている途中、里帰りしたときに知り合ったのさ。当時はまだごく普通のエルフでね。きれいな銀髪の少女だったよ」

「なるほどな」

「ティエラが呪いにかかったと聞いて、急いで里に戻ったときは既に追放された後でね。どういう呪いだったのか聞いて、正直生きているとは思えなかったよ」

　強力なモンスターを呼び寄せるような呪いを受けて、たった１人で生き延びられる可能性は低い。実際、シュニーが保護しなければ生存率は０ゼロに等しかったはずだ。

「呪いにかかって、シュニーに助けられる……か。運がいいんだか悪いんだか」

「それを決めるのはティエラ自身さ。君のおかげで呪いも解けたことだし、これから幸せになればいいと私は思うよ」

「そうだな。俺たちが判断することでもないか。じゃあこの話はここまでってことで。他に聞きたいことはあるのか？」

「いや、もうないよ。時間をとらせて悪かったね」

「別にいいさ。エルスの気持ちもわからなくはないしな」

　30分も話していないので、そこまで気にもならない。

　応接室を出て受付に戻ると、セリカともう１人別の受付嬢が話をしていた。エルスが戻ってきたことに気づくと、受付嬢は軽くお辞儀をしてからセリカを残して２階に上がっていった。

「もうよろしいのですか？」

「はい、話はすみました」

　セリカのカウンターに向かいながら答えるシン。

「すまないセリカ。おかげで助かったよ」

　一言礼をしてから、エルスは隣の受付に移り、冒険者が持ってきたらしき依頼書を処理し始めた。

「ではシン様、こちらがギルドカードになります。身分証も兼ねておりますので、なくさないように注意してください。紛失した場合、どのような理由でも再発行料としてジュール銀貨10枚が必要になります」

「わかりました」

　シンはセリカが用意していたギルドカードを受け取った。

　カードには名前、ランク、所属、パーティなどが記載されている。昨日受けたシリカの説明では、専用の道具を使わなければ本人以外には見えないようになっているとのことだ。

「さっそく依頼を受けてみるか」

　シンは掲示板に移動し、貼られている依頼書を見る。Ｇランクの依頼は採取や雑務のようなものがほとんどで、危険も報酬も少ない。

　とはいえ報酬の平均がジュール銀貨１枚なのだから、やはり冒険者というのは一般人に比べると高給取りのようだ。

「これにするか」

　依頼書を１枚はがし、受付のセリカに持っていく。

「この依頼をお願いします」

「ヒルク草の採取ですね。この依頼は常時出ているものですので、期限は設けられておりません。ヒルク草30枚でジュール銀貨１枚の報ほう酬しゅうになります」

「倍の60枚集めれば、報酬も２倍になるんですか？」

「はい、ヒルク草はポーションの材料になりますので常に需要があるんです。他の依頼を受けたついでに採ってくるという方もいますね。この依頼でよろしいですか？」

「お願いします。あ、ヒルク草がどんなものかわからないんですけど、サンプルとかあります？」

「ありますよ。少々お待ちください」

　実際はゲームで目にしていたのだが、念のため確認することにした。もし形や色が違っていた場合、無駄足になってしまう。

　セリカは受付奥に設置された本棚から、広こう辞じ苑えんをさらに厚くしたような本を持ってきた。

　抱えていた本を受付に置く際の、小さな「んっ、しょ」という声を聞き、シンは少しなごむ。

「ふぅ、こちらが植物図鑑になります。ヒルク草は……こちらですね」

　わざわざヒルク草のページを開いてくれたセリカに感謝しつつ、形や群ぐん生せい地ちを確認する。

　見た目はゲーム時代ととくに変わらず、ぎざぎざした葉を持つ10～15セメルほどの植物だ。まとまって生えているので、30枚集めるのもそれほど大変ではないだろう。

「分ぶん布ぷは東から北の森にかけてか」

　説明文によると、とりわけ森の奥によく生えているようだ。

「ヒルク草の採取では、ついつい森深くまで入ってしまう方も多いので気をつけてください。あまり進みすぎると凶暴なモンスターに襲われることもありますので」

「気をつけます」

　月の祠まで来た際に、すでに東の森を突っ切っているが、そこは言わぬが花だろう。凶暴なモンスターとやらのアイテムカードも、すでに宿代となっている。

「お気をつけて」

　セリカに見送られてギルドを出たシン。

　地図も買っておかなきゃな、とこれからのことを考えつつ、東門に向けて歩き出した。
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　シンがギルドを出た後、ギルド内休憩室にて──。

　書類整理を終えたエルスとセリカは、休憩室でお茶を飲みながらシンについて話していた。

「セリカ。今更なんだが、あの人シンが何者か知っているかい？」

「そっか、まだ言ってなかったわね。私も詳しく知ってるわけじゃないけれど……」

　シンがギルドを訪れたのは昨日のこと。

　紹介状持ちだというのはすでに明らかなので、セリカがエルスに教えられるのはバルクスとの一件くらいだ。

「『青せい狼ろう』が手合わせして、軽くあしらわれたってくらいかしら。あの人がかなりの実力者だというのは私でもわかったけど」

　同僚相手なので、セリカも丁寧語から普通の口調に戻す。

　あの一件についてはエルスに伝えるように、バルクスから言われていたことなので、話しても問題なかった。念のため、固有名詞は出さないように２人とも気をつけている。

　ちなみに『青狼』とはバルクスのことだ。

　そして、エルスにシンとバルクスの話が伝えられたのは、エルスの『役職』が関係していた。

「なるほど、どうりで見えなかったわけだ」

　セリカの話を聞いて、納得した顔でうなずくエルス。

「見えなかったって、それほんと？」

　セリカは信じられないという表情になった。

　エルスはギルド内でもサブマスターの次に権力のある幹部の１人。それはエルスがスキル【分析アナライズ・Ⅶセブン】の保持者であり、同時に『観察者』の称号ギフト持ちであることに起因する。

　その為、自分よりレベルの高い相手でも名前やレベルを見抜けるし、偽名もすぐに見破れる。実際、バルクスのレベルも一目で看破していた。

　そのエルスをして「見えない」と言わしめるシンとは、いったい何者なのか。

　そもそも、シンという名前すら本当かどうかわからない。

「まあ、それほど心配することもないだろう。ティエラが悪人に紹介状を渡すとは思えないし、実際に話してみて、おかしなところもほとんどなかったからね」

「『青狼』もそこは同じ意見だったわ。ちょっと変わってるとは思うけど」

　セリカはシンに感じた不思議な安心感を思い出しながらつぶやく。

「変わっている……か。確かにそうだ。実力と雰囲気がかみ合っていないと言うか、ちぐはぐと言うか」

「そうなのよ。私は……そうね、安心感みたいなものを覚えたわ」

　のんびりとした空気の中、どちらともなくポツリとつぶやいた。

「わからないな……」

「わからないわね……」

　考えれば考えるほど、シンという人物像がぼやけていく。

　不安を感じてもおかしくない状況だというのに、２人の胸中は穏やかだった。
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　ギルドを出た後、とくに寄り道はせずにシンは東門を出た。

　しばらく街道を進んでから、道を外れて森に入る。

　東の森は新人冒険者が出向くところとして定番で、凶暴なモンスターもほとんどいない場所らしい。

「らしい」というのは、門を通りかかったときにベイドに教えてもらったからだ。今日だけでも何人かの新人が東の森へ向かったと言っていた。

　昨日は南門にいたベイドだが、一定期間で警備する門が代わり、これからしばらくは東門の警備をするようだ。

　ゲーム時なら30分とかからずに終わるような簡単なクエストである。ギルドの依頼を１度体験したら、次はこの世界のことを調べるつもりだった。なので、さっさと終わらせて図書館で調べものをしようと考えながら、シンは歩を進めた。

　新人が出向く場所といっても、森の中は鬱うっ蒼そうとした木々によって薄暗くなっている場所もある。

　低レベルの魔物か、野生の獣くらいしかいないと聞いていたが、慣れていないとけっこう怖いだろうな、というのがシンの感想だ。

　他人の情報を鵜う呑のみにせず、警戒は怠おこたらない。

　シンの記憶が確かなら、ヒルク草は多少開けた場所か日の当たりやすい場所に生えていたはずなので、まずはそこを重点的に探す。

　ヒルク草は簡単に見つかるという話も聞いていたので、シンはこのとき、すぐに帰れるだろうと思っていた。
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「……ない」

　森に入って早はや３時間。

「……ない！」

　収穫数……０。

「……なぁぁぁい!!」

　ヒルク草、いまだ発見ならず。

　意気揚よう々ようと森に入ったのも今は昔。ゲーム時の記憶を頼りに森の中を歩き回ったにもかかわらず、１枚も採取できていなかった。

「おかしい……いくらなんでも１枚くらいは見つかりそうなもんなんだが」

　ある程度森の奥まで入っているし、周囲に冒険者の気配はないので、先を越されたということもないはずだ。

「もっと先に行ってみるか」

　森の奥の方が見つかりやすいという図鑑の情報を信じて、ずんずん進んでいく。当然、周囲はより薄暗くなり、野生動物と思おぼしき気配がちらほらと感じられるようになった。

　もう少し進めばモンスターが出そうだなと感じる場所まで行き、周囲の探索を始める。

　開けた場所も日の当たる場所もないので、完全に虱しらみ潰つぶしだ。

　草むらの中や木の根のそば、目につくところは片っ端から探していくが、どこにもヒルク草の姿はない。

「腹へってきたな……」

　時間は昼を過ぎ、すでに日は高く昇っている。延々と歩き回っているので、少し前から腹の虫が飯を寄こせと泣いていた。

「飯にするか」

　空腹のまま探しても効率は上がらないだろう。シンは気持ちの切り替えも兼ねて、昼食にすることにした。

　ちょうどよい大きさの切り株があったので、そこにアイテムボックスから出した料理を置き、食べ始める。

　メニューはホットドッグとコーラ。

　アイテムボックスに収納している料理アイテムは、時間が経過しても腐ることはない。

　アイテムを整理しているときに、料理アイテムが問題なく食べられることがわかったので、それを昼食にと考えていたのだ。

　ゲーム時にはステータス上昇やＨＰ回復などの効果があったが、どうもそのあたりは無効になっているようで、能力は変化していない。

　他にもいろいろと貴重な料理アイテムがあるが、それらは完全に高級料理となりそうだ。もっとも効果があったとしても、モンスターと戦いながら料理を食べる余裕などなさそうだった。

「むぐ、っ、ふぅ。さて、探すか」

　さしたる時間もかけずに昼食終了。ジャンクフードならではの早食いである。

　匂いにつられて野生動物やモンスターが集まっても困るので、手早く食べられるものにしたのだ。

　すぐにヒルク草探しを再開するが、３時間経っても、やはり見つからなかった。

　ここまでくるともういっそ清すが々すがしい。東の森一帯のヒルク草は、すでに採り尽くされてしまったんじゃないかと疑いたくもなる。

　１時間後、さすがに疲れてきたので、シンは一旦宿に戻ることにした。

　肉体的にはまだまだいけるが、ここまで探して見つからないという状況に精神的な疲労を感じたのだ。

　門まで戻ると、ちょうど衛兵が交代しているところだった。どうやら見回りと門番はローテーションで担っているらしい。

　見回りから帰ってきた兵士の中にベイドの姿を見つけ、街に入るためのギルドカード確認をしてもらいつつ、軽く言葉を交わす。

「よう。疲れてるようだが、なんかあったのか？」

「それがな。ヒルク草探しに東の森に行ってきたんだが、１日探して収穫なし……」

「おいおい、ありゃあ適当に探せば簡単に見つかるもんだろ。今日も何人か新人が戻ってくるのを見たがよ、しっかり完かん遂すいしてたぞ」

「な……に……？」

　他の新人は依頼を達成していた。その言葉に愕がく然ぜんとするシン。そこにベイドによる追撃が見舞われる。

「どいつも昼前には戻ってきてたと思うが……お前、まさか丸１日探してたのか……？」

「………………ああ」

　顔を左手で覆い、シンはがっくり肩を落とした。ゲーム時はSSランクの冒険者だったシン。ここが異世界だとわかっていても、プライドは粉々である。

「まあ、その、なんだ。元気出せ」

「く、励ましの言葉が心に染みるぜ……」

　ヒルク草収集の依頼が簡単なことなど周知の事実なだけに、ベイドも何と声をかけるべきかわからず、ありきたりな言葉しか出てこない。

「まあこればっかりは運もあるからな。今日はそういう日だったんだと思って、明日頑張れや」

「だな……明日はもっと森の奥に行ってみるかな」

「あまり行きすぎるなよ。お前はそんなへまはしないだろうが、安易に奥地に踏み込んで死ぬ新人は多いからな」

「わかってるって。じゃあな」

　この依頼は期限が決まっていないので急ぐ必要もない。だが、ここまで見つからないと逆に意地でも見つけたくなるのもまた人の心理というもの。

　こうなったら北の森にも行ってみるかと、シンは明日の計画を練り始めていた。





　　　　　　　†






　翌日。

　夜明けとともに目覚めたシンは、さっそく行動を開始した。

　装備を確認し、穴熊亭で朝食を取り、人波をかき分けて進む。

　途中、道具屋に立ち寄って王国周辺の簡単な地図を購入した。昨日は近場だから……と思い購入しなかったのだが、そうも言ってられない状況だと考えを改めたのだ。

　地図といっても王国と周辺の見取り図のようなレベルで、そこまで詳しく書いてあるわけではない。まだ王国から離れる気はないので、北の森まで載っていれば十分だ。

　道具屋を出てしばらく歩くと、東門付近に人だかりができているのが見えた。何かあったのかと、シンも様子を窺う。

　ちょうど門から入ってきたのは、かろうじて馬車の外見を残した乗り物と御者、あとは馬車に続く数人の冒険者だった。

　御者は無傷だが、冒険者は一目で重傷とわかる血だらけの者、腕を失った者ばかり。無傷の者など１人もおらず、互いに肩を貸し合っている。

　まさに命からがら逃げてきたという風貌だ。

「なにがあったんだ？」

　異様な光景に人だかりこそできているが、関わろうとする者はいない。衛兵が話を聞いているのを遠巻きに見つめるだけだ。

（冒険者のレベルは１３１に１２９、１１８に１３４か）

　この国の騎士団長が１８８レベル──おそらくＡランクくらいの能力だと仮定すると、彼らはＣもしくはＤランクあたりの冒険者だろう。

　鎧や馬車についた傷は刃物によるものと推測できるが、馬車の屋根が切り飛ばされているところを見ると、盗賊に襲われたと考えるのは少し早計か。

　しばらくすると野や次じ馬うまも散り、冒険者も治療のため運ばれていった。

　シンは門に近づくと、ベイドに話しかける。

「なあベイド、さっきの連中どうしたんだ？」

「ん？　ああシンか。どうもこうも、モンスターに襲われて逃げてきたんだと」

　やはり盗賊ではなかった。

「そうなのか。何に襲われたのか聞いてもいいか？」

「不用意に他人に話さないなら教えてやる。まあ、お前なら大丈夫とは思うが……どの道すぐに知れ渡るのは目に見えてるしな」

「けっこう大物か？」

　どの程度のモンスターがあの被害をもたらしたのか、それを把握すべくシンは尋ねた。

「……スカルフェイスだ。お前も噂くらいは聞いたことがあるだろ？」

「ああ、確か北の森に出る……だっけか」

「そうだ。ただしこれまで、ほとんど目撃情報はなかった。こっちはポーン級だと思ってたんだが、どうやらそれより強いジャック級が出たらしい」

「ジャック級……パーティは何人だったんだ？」

「フルメンバーで２パーティ、合計12人。生き残ったのは見ての通り４人だ」

「そうか……」

　スカルフェイス・ジャックのレベル帯は１５０～２５０。

　先ほどの冒険者のレベルを見るに、平均１２０前後のパーティだったのだろう。

　冒険者たちの装備にもよるが、12人がかりで倒せないとなると、スカルフェイス・ジャックのレベルは２００に近いか、それを超えていると考えるのが妥だ当とうか。

「今は上位の冒険者が出払ってる。場合によっちゃギルド長か騎士団長が出張ってくるだろうな」

「レベルを考えれば、その辺が妥当か。ん？　王女は出ないのか？　かなり強いんだろ？」

　第２王女がレベル２００を超える強者だというのを思い出し、シンはベイドに聞いた。

「そんなわけねえだろ……いくら強いっつったって、王族がホイホイとモンスター討伐に出てくるかっての」

「いや、聞いてた話だとだいぶ好戦的っぽい感じがしたんでな。ホーンドラゴンも倒したとか」

「ああ……あれか……」

　昨日とは逆に、今日はベイドが片手で顔を覆い、肩を落とした。どうやら触れてはならない話のようだ。

「ま、まあ北の森には近づかないようにするさ。んじゃな」

「わかってると思うが、気をつけろよ」

　空気を読んで、そそくさと東の森に向かう。ベイドのように宮みや仕づかえするのも大変だ。




　東の森に着いたシンは、昨日探した範囲を突っ切り、一気に森の奥まで進む。

【索敵サーチ】によってモンスターが徘徊しているのを察知したが、どれもシンからすれば軽くひねれる相手なので気にしない。

　果たして森の奥に行くほど採れやすいという情報は合っていたらしく、シンはヒルク草が数枚ずつ生えているのを発見した。

　その後も探索を続け、２時間ほど歩き回ったが、結局13枚しか見つからず、条件の半分にも達しなかった。よってシンは北の森に移動することにした。

　東の森と北の森は、街道１本を挟んでほとんどつながっていると言っていい。なので、このまま北の森の奥深くに入ってしまおうと進路を西に取った。

　しばらく歩くとその街道が見えてくる。馬車が何とかすれ違えるくらいの道幅だ。

　冒険者たちがスカルフェイスに襲われたのはこの辺りかとシンは推測する。なぜなら、切り飛ばされた馬車の屋根が道の端に転がっていたからだ。

　よく見れば、血だまりの跡と思われるものや、鎧の破片のようなものもある。

　死体が見当たらないのは、野生動物やモンスターが片づけたからだろう。

「この世界じゃ、スカルフェイスも強敵か……」

　馬車の残ざん骸がいを見ながらぽつりとつぶやく。

　ジャック級のスカルフェイス１体でこの騒ぎなら、強力なモンスターが闊かっ歩ぽしていたフィールドは、もはや人の住めるところではないのだろう。

「今考えても仕方ないか」

　脳裏に浮かんだ思いを頭の片隅に追いやり、街道を横切って北の森に入っていく。

　どうやら東の森よりも木々が密集しているようだ。そのせいで日の光が半分以上がさえぎられ、日中だというのに森の中はかなり暗い。ただ進むだけでも足元に注意が必要なほどだ。

　ヒルク草を探すのに苦労しそうだと内心嘆たん息そくし、シンは歩を進めた。




　東の森と違い、北の森にはモンスターが多く存在した。

　ゲーム時のマップ機能はほとんど使えなくなっていたが、自身を中心として、周囲に赤や黄色といった色のマーカーを表示するくらいの機能は残っている。おかげで、索敵系スキルとの相乗効果で、シンの周りにいるモンスターはいくら隠れようとムダだった。

　無益な殺せっ生しょうをする気はないが、今は自分の状態を完全に把握することも重要なので、襲ってくるモンスターには迷わず反撃した。

　どの程度がちょうどいいのか、【制限リミット】をかけながら戦う。最初のうちは、バルクスと戦ったときのような手加減を一切しなかったので、一撃でモンスターがはじけ飛んだ。

　月の祠への途上でも同じことがあったのでそこまで驚きはしなかったが、最大攻撃力がどこまで上がっているのか把握できない。ステータスが以前のままなら大体の予想はつくが、２倍以上になったので、見当もつかなかった。

　結局、自身の能力については、補助スキルの１つ【制限リミット】を、最大レベルのⅩでかけるしかないという結論に至った。

【制限リミット】はもともと、初心者と上級者が一緒に遊べるように作られたスキルで、スキルレベルを上げるごとに２分の１、３分の１というふうにステータスが制限されていく。

　これによって、レベルやステータスに開きがあるプレイヤー同士でも、ともにゲームをプレイできた。ちなみに最初からレベルⅩまで使用できるスキルだ。

　ステータス上昇に伴ともなう身体能力の変化を、全力を出して確かめる方法もあるのだが、それをすると周囲一帯が悲惨なことになりかねない。なので、目下危険防止策として、力の制限具合について探っていた。

　現在シンは、ＳＴＲにのみ最大レベルで【制限リミット】をかけているので、ＳＴＲのステータスは10分の１の２２３。他はそのままである。これは転生なしのヒューマン、レベル２５５のＳＴＲとほぼ同じ数値だ。

　ちなみに【制限リミット・Ⅰワン】だとステータス能力は低下しなかったりする。あくまでステータス調節用スキルなので、最大で10分の１まで能力低下、最低は変化なしということらしい。

　なぜ今シンは、ＳＴＲのみ制限しているのか。それは、一般のヒューマンの攻撃でモンスターがどの程度のダメージを負うのかを知りたかったからである。

　武器の見た目が一般的な量産品なのに、強力なモンスターを軽々と倒していては目立つことこの上ない。例えば、パーティを組んだときに、他のメンバーに不審に思われないことも重要だろう。

　……もちろん、うっかり全力攻撃して地形を変えないようにする、という意味合いもある。

　そんな実験も行いながら、シンはヒルク草の捜索を続ける。それでもときどき、アイテムを捜索するスキルがあればなあと思わずにはいられなかった。




　ヒルク草は森の奥に進むほど発見できた。

　現在、所持数29枚。あと１枚で依頼達成である。

　気合を入れ直し、注意深く森の中を歩き回っていたシン。そんな折、ふと視界の端に展開していたマップに、奇妙な動きをするマーカーを見つけた。

　色は赤。敵性存在を示す色だ。

　その赤マーカーの主は大きく移動することはなく、10メルほどの範囲を、ときにジグザグに、ときにクネクネと動いていた。

「なんだ？　これ」

　今まで見たことのないマーカーの動きに興味を引かれたシンは、少し様子を見てみるかと、マップを頼りに敵の元へ向かった。

　数分もしないうちにマーカーのすぐ近くまで来たので、木の陰から様子をうかがう。

　敵の姿を見たとき、シンは言葉を失い、その場に立ち尽くした。

　視線の先にはスカルフェイス・ジャックがいる。

　ポーンより２回り以上大きく、骨だけでありながら３メルはある。

　そして鎧に籠手、脚甲、兜を装備している。加えて左手には１メルほどのラウンドシールド、右手に２メルはある大剣を持っていた。

　ジャックのまとっている装備は大剣を除いて黒一色で、どれも手入れが行き届いていた。ポーンのボロボロの籠手や錆さびた剣とは、比べ物にならない。

　人間ならば眼球のあるところには仄ほの暗ぐらい紫むらさきの炎が灯ともり、全身から負のオーラとでも呼ぶべき黒い煙を発している。

　地獄からよみがえった亡もう者じゃの兵士の指揮官的存在。それがジャック級のスカルフェイスである。

　この世界の住人ならば、目があっただけで恐怖に凍りつくだろう。

　だが、シンが言葉を失ったのも、その場に立ち尽くしたのも、そんな理由からではない。そもそもカンストプレイヤーのシンにとって、スカルフェイス・ジャックなどただの雑ザ魚コだ。

　シンが呆然とした本当の理由は、「なんでスカルフェイスがブレイクダンスしてんだ……」という言葉がすべてを物語っている。

　考えてもみてほしい。

　アンデッド系モンスターは生者に恨うらみを持ち、己の側、つまりは死者の世界へ生者を引きずり込もうとする存在である。

　その容貌は見る者に恐怖を与え、疲れを知らぬその体から繰り出される攻撃は、周囲に死を振りまく。

　それが【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】におけるアンデッド系モンスターという存在であり、その代表とも言えるのがスカルフェイスなのだ。

　断じて誰もいない森の奥で、ブレイクダンスをしているような存在ではない。

「シュールだ……シュールすぎる。そんなに踊りたかったのか、お前」

　シンの言葉には仄ほのかな哀れみの感情が含まれていた。

　見てはいけないものを見てしまったような、何とも言えない罪悪感を覚えたくらいだ。

　スカルフェイスの周囲にだけ木々がなく、空から見ればぽっかりと穴が開いた状態になっている。

　それもそのはず、スカルフェイスは鎧、剣、盾を装備した状態でブレイクダンスをしていたため、大剣で大木は切り倒され、盾によって草は薙なぎ払われ、鎧の凹おう凸とつで地面はえぐられていた。

　そもそも鎧を着たまま踊る必要があるのかという疑問もあるが、踊っているのだから仕様がない。

　そんなシンの思考も、かすかに聞こえた音によってさえぎられる。

　ピチャリと液体の弾はじけるような音が、シンの耳に届いた。気になってその方向に目を向ければ、そこにあるのは１本の大木。そして、大木の幹みきに付着した赤い液体。

　シンは即座に視線をスカルフェイスに戻し、その姿を注意深く観察する。

　大気を切り裂く音を響かせる大剣、骨格を覆う鎧、草を薙ぎ払う盾……すべて血で彩られていた。

　視線を少しずらせば、真っ二つにされたモンスターの死体が見える。どうやら近寄った相手は何であれ問答無用に攻撃するようだ。

　北の森に出るという噂のスカルフェイス。襲われた冒険者──。

　剣から滴したたる血だけでは確信できない。されど、あのスカルフェイスが冒険者を襲った可能性は限りなく高い。

　困惑していたシンは気持ちを切り替える。呆けていた顔は引き締められ、身にまとう雰囲気が鋭いものへと変化する。

「ぼーっとしてる場合じゃないな」

　手始めに相手の情報を収集する。ゲームと同じだと安あん易いに考えるのは危険だ。

　実際、スカルフェイスは踊りながら幅30セメルもある大木を切り倒している。油断をしても得はない。

【分析アナライズ・Ⅹテン】によると、スカルフェイスのレベルは３５９。ジャック級どころかクイーン級を飛び越え、キング級の強さだ。

「まずは、仕掛けるか」

　シンは刀の鯉こい口ぐちを切り、タイミングを見計らう。そしてスカルフェイスの背がシンの方を向いた瞬間、体勢を低く保たもったまま、わずか一足で間合いを詰めた。

　踏み込んだ姿勢のまま抜刀。スキルは使わずに無防備な背中に向けて一いっ閃せんする。

　スカルフェイスは総じて斬撃に耐性を持つが、背後からの奇襲となればそれなりのダメージを与えられるはずだった。

　しかし、その期待は裏切られる。

　シンの刀がスカルフェイスの背に届く直前、まるで気配を察知したかのごとく、スカルフェイスは左腕を地面に叩きつけ、その反動を利用して回転を加速した。

　そのまま左腕に持ったラウンドシールドでシンの刀を弾き、お返しとばかりに大剣で薙ぎ払う。

「なんだそりゃ!?」

　シンは抜刀の勢いそのままにスカルフェイスの横を駆け抜け、薙ぎ払いの範囲から逃れる。

　シンが驚いたのも無理はない。

　流れるような防御と剣による反撃。ゲーム時には考えられなかった反応だ。

　筋肉や関節にかかる負担を考えれば、それこそ人間にできないような動きである。

　骨格だけの姿からは考えられない腕力を持ち、関節の可動域に縛られないスカルフェイスだからこその動きだろう。

　想像を絶する敵の戦闘力に、シンは驚きを隠せない。

「何だあれ……スカルフェイスの動きじゃないぞ」

　そもそもブレイクダンスをするという時点でおかしいのだが、腑ふに落ちない点はそれだけではなかった。

　それはスカルフェイスが手に持つ剣だ。

　ヒューマンなら両手でなければ扱えないであろう幅広の両手剣。柄つかには煌きらびやかな装飾が施ほどこされ、刀身は銀色の輝きを放ち、刃の中心を青い線が走っている。

　おそらく鉄よりも硬い魔鉄鋼と、魔術と相性の良いミスリルを組み合わせているのだろう。強い光が刃の部分を覆っていた。これはどう考えても、アンデッド系モンスターには相応しくない。

　加えて白い光が表す属性は『光』。その意い匠しょうと相まって、聖剣と呼んでもいいだけの雰囲気をまとっている。こちらもアンデッドに付与されるような属性ではない。

「ユニークモンスター、って考えるのが妥当か」

　シンは警戒レベルを一段階引き上げた。

　ユニークモンスターは、通常のモンスターとは異なる属性や能力を持っていることが多い。だとしても、本来アンデッドの弱点である光属性の武器を持つなど、シンでさえ聞いたことがなかった。

　様子を窺うシンに対し、スカルフェイスの方もシンを強敵と認識したのか、２本の足で地面に立ち、盾をやや前に出し、大剣を若干引き気味に構えている。

　その様さまは紛れもなく剣術を修おさめた者の動きであり、ただ突撃を繰り返すだけのモンスターとは一線を画かくしている。

「あのダンスも、ふざけてたってわけじゃなさそうだ、なっ!!」

　かけ声と同時に再びスカルフェイスに突撃するシン。

　またしても一足で間合いを詰め、納刀していた刀を再度抜刀。狙うは相手の左足首だ。

「セィッ!!」

















　放たれた一閃がスカルフェイスの足首を捉える。

　スカルフェイスもシンの攻撃に反応し、左手の盾を使って防御しようとしたが、体格差とシールドの大きさが災いして間に合わなかった。

　その直後、キンッという金属が擦れ合う音を残して、シンは大きく飛びのいた。

　防御不能と判断したスカルフェイスが、斬られるのもおかまいなしに、大剣による攻撃を仕掛けていたのだ。

　背後から迫る斬撃を受け止めるのは危険と判断して、回避行動をとったシン。

　次の瞬間、元いた場所に大剣が振り下ろされる。その一撃は破壊力抜群で、大剣の延長上にある地面を３メルほど引き裂いた。魔術による射程の増加だろう。

「持ってる武器も希レ少ア……いやもしかして特殊ユニーク級か？　普通じゃないな」

　シンから見ればありふれた攻撃能力だが、本来低級のモンスターが持つ武器にこんな能力はない。

　スカルフェイスは訝いぶかしむシンなどおかまいなしに、お返しとばかりに大剣による攻撃をしかけてきた。

　左足首は先の一撃で両断されている。

　だが、痛みを感じないスカルフェイスにはさしたる問題でもないのだろう。残った足首を地面に突き刺して距離を詰め、強烈な横薙ぎを繰り出す。

　シンも自分からスカルフェイスへと突っ込み、刀術系武芸スキル【白しら刃は流ながし】を発動させる。相手の大剣の柄つかに近い部分に刀を当て、横薙ぎの攻撃を受け流す。

　そのままがら空きになった胴体に刀術系武芸スキル【砕さい刃は】を発動し、一閃。

　斬撃耐性を持つ相手に通常ダメージを与えるスキルをまとった刃は、スカルフェイスの鎧を砕き、本体にダメージを与えた。

　──はずだった。

「マジか!?」

　シンが驚愕したのも無理はない。

　シンの攻撃が当たる寸前、スカルフェイスは俊敏なバックステップで刀の軌道からその身をそらしたのだ。

　攻撃がかすった鎧は破損しているが、本体にはダメージがほとんど達していない。

　まるで、攻撃を受け流された後に強烈な一撃が来ることがわかっていたかのような動き。

　いくら本気を出していないと言っても、シンの動きにここまで付いてくるというのは、驚き以外の何物でもない。

「ＧｅｅＥＥＥＥａａａａＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──────！！！！」

　スカルフェイスの口から、獣の唸うなり声を歪ゆがめたような音が発せられる。聞く者を不快にする怨えん嗟さの声だ。

　至近距離での絶叫にシンも思わず顔をしかめた。特殊な効果があるわけではないが、大きな音というのはそれだけで生き物にとって恐怖となる。

　固まりそうになる体に活を入れ、その場から飛び退く。

　シンの目に映るスカルフェイスのＨＰゲージは、まだほんのわずかしか減っていない。

　スカルフェイスはコアに攻撃が通らないと大きなダメージは与えられない。先ほどのシンの攻撃は鎧に当たっただけだったので、大したダメージにはならなかったようだ。

「やれやれ……どうしてこう、早々に変なモンスターとエンカウントするかね」

　スカルフェイスの動きに驚き半分、称賛半分といった具合のつぶやきを漏らすシン。

　ちらりと自らの得物に視線を向ければ、刃が欠け、所々にひびが入っているのが見て取れる。

　武器や防具に耐久値というものが設定されており、それが０になると壊れて使えなくなってしまうというのは、多くのゲームによくある設定だ。

　だが現実では、耐久値が減るということはガタがくるということで、耐久値がなくなる寸前まで武器として使用できる、なんてことはあり得ないのである。

　現在装備中の数打の耐久値はすでに３割を切っている。

　おそらくスカルフェイスのレベルが高いことと、スカルフェイスの持つ武器が強力なせいで、攻撃を受け流した際に刀身に大きなダメージを負ったのだろう。

「まともに撃てる攻撃は、あと一太刀くらいがせいぜい。なら、いっちょ試してみるか！」

　シンとスカルフェイスの周囲は、スカルフェイスのブレイクダンスによって、すでに見るも無残な状態だ。なので、ここなら多少本気を出しても大丈夫だろうと構えを改める。

　左足を一歩前に出し、わずかに前傾姿勢を取る。刀身は腰のラインよりも下げつつ、後ろに引く。

　そして、つぶやく。

「【制限リミット・解オ除フ】」

　その一言によって、スキルの効果で抑制されていたシンの能力が解放される。

　戦闘の素人ですら、もしこの場にいれば、シンのまとう気配が変化したと感じ取れただろう。

　刀をにぎる手に力が加わり、柄がギシリと音を立てた。

「ＧｕＵＵｕｕｕＵＵｕＵｕＵＵＵ────────」

　シンの変化した気配を警戒したのか、スカルフェイスが低くうめく。そして、先ほどよりも盾を前に出し、防御を重視した態勢となった。

　シンはスカルフェイスの動きに感心しつつ、力をためる。

「シッ!!」

　短い呼こ気きとともに全力で踏み込み、手に持つ刀を一閃した。

　残像すら残さぬ踏み込みと、跳ね上げられた刃による一撃。

「キン」「ギィン」という２種類の音とともに、一瞬目に留まらぬレベルまで加速していたシンの姿が、スカルフェイスの眼前に現れる。

　起こった変化は２つ。

　１つは、シンの持つ刀が柄を残して砕けていること。

　もう１つは、スカルフェイスの持っていた大剣が弾き飛ばされ、空の彼方かなたへ飛んでいったことだ。

　周囲に響き渡った２種類の音のうち、初めに響いた「キン」という音は、シンの一撃が盾、鎧もろとも、スカルフェイスの心臓部たるコアを切り裂いた際の澄すんだ音の名な残ごり。

　そしてそれに続いて響いた「ギィン」というのが、スカルフェイスの大剣をシンの刀が跳ね上げたときに発生した音だ。

　よほど耐久値が高かったのか、大剣は砕けることも折れることもなく、スカルフェイスの手を離れ、どこへともなく消えていった。

　コアを真っ二つにされ、ＨＰゲージが全損したスカルフェイスは、やがてただの骨と化してて崩れ落ちた。地面にバラバラに散らばったその姿からは、ついさっきまでの激しい戦闘を連想するのは難しい。

「やっぱり武器が持たないか」

　柄のみになった数打を見つめながら、ため息をつくシン。

　それなりに力を込めた一撃だったが、まだまだ全力には至らない。

　攻撃の余よ波はで、スカルフェイスの背後に生えていた大木が今まさに音を立てて倒れていた。しかしシンは、こんなもんかなと言わんばかりに、欠片も動揺せず柄をアイテムボックスに収納する。

「さっきの剣なら強度も十分そうだったんだが」

　そう言ってスカルフェイスの大剣が飛んでいった空を仰ぎ見る。そこには雲一つない青空が広がっており、その行方ゆくえなどシンには見当がつかない。

　さすがにあそこまで盛大に吹っ飛ぶとは思っていなかった。人に当たっていないことを祈るばかりだ。

「……帰るか」

　緊張感から解放されたシンだったが、どうにもこれからヒルク草を探そうという気にはならなかった。亡なき骸がらの中に宝玉があったので、それだけ回収しておく。

　一応スカルフェイスの件をギルドに報告した方がいいだろうと、シンは森を抜け、門を目指して歩き出した。

　あの剣が原因で、王国で騒ぎが巻き起こるとも知らずに。
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　ようやく東門が見える場所まで戻ってきたシン。

　あと少しで着くというところで、何やら門付近が騒がしいことに気づいた。

「何かあったんかね」

　昨日のように野次馬が集まっているというわけではなく、衛兵が通行人に聞き込みをしているようだ。見たところ、これから入国する人々を中心に行われている。

　普段であれば、ギルドカードを持っている冒険者はほとんど待たずに入れるのだが、１人１人に話を聞いているせいか、列が出来ていた。仕方がないのでそこに並び、順番が来るのを待つ。

　列の先頭に近づいてくると、だんだん衛兵と冒険者の話し声が聞こえてくるようになった。

「北の森……東の森……飛ぶ、影……？」

　断片的に聞こえてくる会話に、さっきまでシンのいた場所が含まれていた。思い当たる節ふしがあるだけに嫌な予感がぬぐえない。

　話をまとめると、謎の物体が空を飛んでいるのを街の住人が目撃し、さらにそれが王城の中へ落下したらしい。

　飛んできた方向が北の森か東の森からだということで、目撃者がいないか、もしくは何か事情を知っている者がいないか、聞き込み調査をしているようだ。

（空飛ぶ謎の物体……それってやっぱりスカルフェイスの剣だよな……）

　自分が吹き飛ばした大剣を思い出す。戦闘に集中していたので飛んでいった方向まではわからないが、可能性は十分にある。

　気分は重くなる一方だった。

「よおシン」

「ベイドか、何かあったのか？」

　何事もなかったかのように話しかけてきたベイドに返事をする。

　シンは、まだ淡い希望を胸に抱いていた。人はそれを現実逃避と呼ぶ。

「実は王城まで剣が飛んできたと伝令があってな。何か知ってる奴がいないか聞き込みをしてんだ。お前も東の森に行ってたんだろ？　何か見なかったか？」

「……いや、見てないな。被害とか出たのか？」

「剣が壁に突き刺さっただけで人的被害はないって話だな。まったく、城壁の上を越えて剣を投げ入れるなんざ、どこの馬鹿の仕し業わざだってんだ」

「被害がなくて何よりだ」

　シンは人的被害がなかったという言葉に胸をなでおろした。誰かに当たっていたら目も当てられない。

「最低でも、飛ばす方向はしっかり確認しよう」

　心の中で誓うつもりだったが、シンはぽろりと口に出してしまった。

「ん？　なんだって？」

「いや、なんでもない。もう行ってもいいか？」

「ああ、もし何か思い出したことがあったら、見回りをしてる兵士に伝えてくれ」

「了解」

　ポーカーフェイスを保ちつつ足早にその場を離れたシンは、門が見えなくなると歩調を緩め、ため息をついた。

「はぁ、なんでよりにもよって王城に落ちるかね……」

　異世界生活３日目にして、早くも国を相手にしたトラブルの予感である。

　王族を狙ったテロ攻撃などと思われたら、国を挙げての犯人探しとなる可能性も高い。はっきり言って非常にマズイ。

　シンが犯人だと特定されるような証拠はないが、スカルフェイスとの一件をギルドに報告すると、疑いの目を向けられるような気がしてならなかった。

「どうしてこうなった……」

　人生ままならないものである。

　しかし悩んでいても仕方ないので、シンはギルドへ向かうことにした。

　スカルフェイスが出るという噂は本当だったが、「何体いるのか」という情報までは聞いていない。

　たとえジャック級が１体だけだったとしても、基本的に数体のポーン級を引き連れているので、安全になったとは言い切れないのだ。

　戦闘後に周囲の索敵を行ったところ、他のモンスターの反応はなかった。

　たまたまいなかったのか、それともあのダンスに巻き込まれて粉々にでもなったか。

　恐らく、後者の可能性が高いだろう。敵味方の識別をしているような動きではなかった。

　とはいえ、今のシンではいくら考えても答えは出ない。

　そのあたりはエルスかセリカに聞けばいいかと思い直し、ギルドの扉を開く。

　ギルドの中は、これまででもっとも混雑していた。剣や槍で武装し、鎧やローブを着込んだ人々でごった返している様子は、ここが冒険者たちの集つどう場所なのだとあらためて感じさせた。

　気になるとすれば、彼らの多くが殺気立っているところか。そうでない者たちも、妙に浮き足立っているように見える。

「なんだか物々しいな」

　人が多い割に受付は空すいていたので、さっそく報告することにした。

　好都合にも担当はセリカだ。内容が内容なので、多少なりとも見知った相手の方がいいと考えていたシンとしては、非常に助かった。

「こんにちは。ちょっと報告したいことがあるんですけど」

「お疲れ様です。シン様。報告というのは？」

「スカルフェイスのことでちょっと確認したいんですけど、今どこまでわかってます？」

「っ！　……現れたスカルフェイスについては、ジャック級であること、通常のスカルフェイスより強力な武器を持っていることが、生還した冒険者から報告されています。確認されている個体は１体。配下のポーン級は確認されていません。現在、討伐依頼が出され、場所が王国に近いため最優先の案件となっております。Ｓ、Ａランクの方々が出払っている状況ですので、Ｂランク以下のパーティで共同戦線を張る準備をしているところです」

　どうやらあのおかしな戦闘スタイルについては伝わっていないらしい。だが、それよりも気になるのは武器に関する情報だ。

「強力な武器っていうのは？」

「一般的な長剣ではなく、２回り以上大きい剣であったと」

「……大剣ってわけですか。その剣について他に何か情報は？」

「いえ、今のところはそれだけです」

　さすがに逃げてきた冒険者も、相手の武装を見忘れるなどということはなかったようだ。

　しかし、ジャック級の使っていた大剣は光属性の魔力光を帯びていた。それについての情報がないというのはどういうことか。

「レベルは？」

「最低でも２００以上と推定されています」

「…………」

　ふむ、とシンは考え込む。

　大剣が白い魔力光を帯びていなかったかと確認したいところではあるが、魔術が付与された武器はこの世界では珍しいと思われる。

　下手にそれについて言及すると、王城に落ちた剣とジャック級の関係を疑われる危険がある。

　まったく別のスカルフェイスだったという可能性もあるにはあるが、これだけ大騒ぎになるようなモンスターが２体同時、しかも同じような大剣を持って出現するなど、ありえないだろう。

「あの、シン様？」

「ああ、すいません。ちょっと考え事を」

　深刻な面持ちで考え込んでしまったせいか、セリカは少し心配そうにしていた。

　セリカからすれば、シンはＳクラスに匹ひっ敵てきする戦闘力を持つ数少ない人物だ。そんな人物がスカルフェイスの情報を聞いて深刻な顔になれば、守られるしかない立場の者が不安になってしまうのも無理はない。

「考え事……ですか？」

「ええ、まあ、スカルフェイスってどんなアイテム落としたっけなと思って」

　シンはとっさに、ドロップアイテムのことを考えていたことにした。

「落とすアイテム……ですか？　えと、確か宝玉と、まとっている鎧や剣が、それなりの値段で取引されていた、と思いますが……」

「あ、そうなんですか。いやあすっかり忘れちゃってて、ははは」

　嘘を気取られないように陽気に振る舞うシンだが、どう見ても挙動不審である。

　だがセリカの方も、まさかジャック級のスカルフェイスという強敵のドロップアイテムを気にしているとは考えてもいなかったので驚いてしまい、シンの挙動がおかしいことに気づかなかった。

　おかげで、殺気立ったギルド内で不自然に笑う男と呆け気味に答える女という、場違いな光景が展開されていた。

「そう言えば、シン様の報告したいことというのは、どういった内容なのでしょうか」

「おっとすいません。肝心なことがまだでした。北の森でそのスカルフェイス・ジャックを仕留めたんで、報告をしとこうと思って。あ、これがそのときに回収した宝玉です」

「そうですか、スカルフェイスを……スカル…………あれ？　あの、ポーン級……です、か？」

　いつものように書類を出そうとしたところで、動きがぎこちなくなるセリカ。シンの言葉を聞き間違えたかと質問を返すが、あっさり否定されてしまう。

「いえ、ジャック級です。ああ、大剣も持ってましたよ」

「…………」

「…………」

「…………」

「……えっと、セリカさん？」

「え？　あっ!?　す、すいません！　ちょっとびっくりしちゃって」

　はっと我に返って謝るも、セリカは慌てているようで、丁寧語ではなくなっている。

「そんなに驚くことですか？」

「いやいや、ジャック級のスカルフェイスを単独で討伐するには、最低でもＡランク相当の実力が必要なんですよ!?　いくらなんでも、そんなちょっと行ってきた、みたいな軽いノリで言わないでください！」

　セリカはつい大きな声を出してしまう。シンがＡどころか、Ｓランク並の戦闘力を持っていると知っていたにもかかわらず、だ。

「えっと、すいません？」

「シン様が実力者なのは知ってましたけど……依頼が出たその日に単独討伐してくるなんて、前ぜん代だい未み聞もんです」

「遭遇したのは偶然なんですけど……」

「それでも普通は、一旦戻ってギルドに報告。しっかりと準備を整えてから戦いに行くものですよ。少なくともその場で戦おうと考える人は少ないと思います」

「そうなんですか。いや、確かに武器はこの通りですけどね」

　シンはほとんど柄だけになった刀をセリカに見せた。戦ったときのことを聞かれるかと装備し直しておいたのだ。

　申し訳程度に残った刀身にすらひびが入っており、もはやなんの役にも立ちそうになかった。

「なっ!?　粉々じゃないですか！」

「とどめを刺すときにちょっと」

「どんな無茶をしたんですか!?」

「ちょっ!?　セリカさん近い！　近い！」

　血相変えながらカウンターを乗り越えて迫ってくるセリカの肩を押さえて、シンはまったをかける。突然のことだったので、お互いの顔が20セメルほどまで近づいていた。

　セリカの予想外の行動にもとっさに反応した自分をほめるべきか、説教すべきか、シンの中でどうでもいい葛かっ藤とうがあったのは御ご愛あい嬌きょう。美人に迫られて、悪い気のする男はいないのだ。

「えっ……あああ、すいませんすいません！　決して変なことをする気があったわけじゃなくてですね。怪我をしてないか心配だったというか、つい興奮してしまったというか……って、私なに言ってるの!?」

　セリカはセリカで、見ていて面白いくらいに動揺していた。シンが突っ込みも入れずに眺めてしまっていたほどだ。

　ジャック級単独撃破というのは、それほどまでに大ニュースらしい。

「いつも知的クールな女性が、恥ずかしがりながらオロオロする……か。なんかこう……くるものがある！」

「くるのはいいが、いい加減落ち着いてくれないかな。ちょっと目立っているよ」

「ん？　おお、エルス」

　これが萌もえか……と１人うなずくシンの背後から声をかけてきたのは、エルスだった。

　どうやらシンとセリカのやり取りは、いつの間にか周囲の注目を浴びていたらしい。

「いやすまん。恥ずかしがるセリカさんが可愛かったもんだから、つい」

「か、かわいい!?」

「そこは同意するが、あまり同僚をいじめないでほしいな」

「どうい!?」

「申し訳ない。だが意図的にやったんじゃないという釈明はしておく」

「わかってるよ。見てたからね」

「だったらもっと早く声かけろよ……」

　セリカのセリフをことごとくスルーして会話を進めるエルスとシン。シンとしては、初めからエルスがいればこんな事態にはならなかった気がしてならなかった。

「そう言わないでくれ。私だっていろいろ準備したり、情報を集めたりしてたんだ」

　たしかにエルスの服装は、セリカの着ている受付嬢の制服ではなく、動きやすさを重視した狩人の装備だった。

　丈の少し長い、革製の丈夫そうなジャケット。細々した物がまとめて収めてあるポーチ。スパッツの上には、膝までを覆うロングブーツをはいている。

　背中には狩人の基本装備である弓、右太ももには短剣がくくりつけてあった。

　腰まである長い髪を紐ひもでひとくくりにしているせいか、雰囲気まで以前と違うように感じる。獲物を狙うハンターの気配だ。

「スカルフェイスの件か？」

「うん、北の森に出たというやつだね。噂自体は、聞くようになってからそれなりに時間が経たってる。実際に被害が出たのは今回が初めてだけど、なんでも普通のジャック級より強力な武器を持ってるとか……」

「ああ、それなら俺も見た。確かに大剣を振り回してたな」

「セリカの驚き方でもしやとは思ったけど、その言い方じゃ、件くだんのスカルフェイスと剣を交えでもしたようだね」

「交えたと言うか、仕留めたんだけどな」

　仕留めたの部分だけ小声で言うシン。セリカに伝えたときもそうだが、ギルド内があまり大声で話せる雰囲気ではなかったので、一応音量を抑えてみたのだ。

　軽口を叩いていたエルスも、シンの言葉に動きが止まる。

「……それが本当なら、セリカが取り乱すのもわかるよ」

　かろうじて絞り出した返事に、復活したセリカが相槌を打った。

「そうです。私はおかしくないです」

「……疑うようで悪いが証拠はあるのかい？　それがないと、いくら討伐したと言っても信用してもらえないが」

「宝玉だけ回収してきたけど、そもそもモンスターを倒した証あかしの……証明部位だっけ？　スカルフェイスのそれが何なのか、俺知らないし」

　ゲーム時代のクセで、とくに変わりのないドロップアイテムは回収しなかったシン。必要な証明部位がどこかという以前に、それがないと討伐した証明ができないことすらすっかり失念していた。

「鎧や剣は回収しなかったのかい？　ジャック級ともなればそれなりにいい装備をしているから、売って資金にしたり、自分用に調節する者もいるのに」

　信じられないというエルスの反応に、シンはどう返したものかと頭を悩ませた。

　なにせスカルフェイスのドロップアイテムなど、アイテムボックスの中に３桁単位で入っている。別段特別なことに使えるわけでも、高い能力があるわけでもないので、完全にアイテムボックスの肥こやしになっているのだ。

　空に消えた大剣ならばともかく、今さら兜やら鎧やらを回収しようとは思えなかった。

「あんなのいくらあってもなぁ」

　シンの表情から、ぽろっとつぶやかれた言葉が真実だと理解し、呆れ果てるエルスとセリカ。

「冒険者とは思えないセリフだ……」

「まったくです……」

　エルスは「それなりに」と控えめに言ったが、この世界においては、スカルフェイス・ジャックのまとう装備と同じ質の物をそろえようとすれば、相当な資金がいる。最低でもＢないしＡランクの冒険者でなければなかなか手が出せない代物だ。

　それを「あんなの」と呼ぶシンは、奇異の目で見られて当然。言外にいらないと言っているようなものだから、とても他の冒険者には聞かせられない、というところだろう。

「ま、まあ証拠の方は宝玉を調べれば大丈夫だろう。宝玉にはドロップしたモンスターの魔力が込められているから、スカルフェイスだというのはわかるはずだ」

　あまり深く考えてはいけないと判断したらしく、エルスが口を開いた。

「そうなのか？」

　シンからすれば、証明部位よりも時間がかかるのが難点だが、急ぎでもないので問題はない。

「ただ、調べている間は宝玉をこちらでお預かりすることになります。売却していただけるならすぐにできますが」

　エルスに代わってセリカが答えた。すっかり仕事モードである。

「時間がかかるのはなぜですか？」

「結果を早く出すには、宝玉に傷をつける必要があります。そうなると、宝玉としての価値が下がってしまいます。返却する場合は傷がつけられませんので、どうしても時間がかかってしまうのです」

「なるほど。あー、今回はやめときます。今のところ売る気はないんで」

「承知しました。では結果が出ましたら、宿の方に連絡いたします。宿は穴熊亭でよろしかったですか？」

「はい。じゃあ、それでお願いします……そう言えば、北の森にはスカルフェイスが出やすかったりするのか？　さっき、噂自体は前からあるって言ってたけど」

　エルスに尋ねるシン。

「アンデッド系のモンスターは、生物の怨おん念ねんや未み練れんが魔力と交わることで生まれるからね。もともと北の森には凶暴なモンスターが生息しているけど、貴重な薬草や素材が取れるから、足を踏み入れる人は後を絶たない。彼らがモンスターに襲われ帰らぬ人になることは多いんだ。だから、アンデッドが生まれる条件自体は整っているんだよ。ただ、ジャック級のような強力な個体が生まれるほどの魔力が自然発生する環境ではないから、北の森でスカルフェイスと言えば、普通はポーン級を指すのさ」

　シンの倒したジャック級も、ポーン級と見間違われていたんじゃないかな、とエルスは付け加えた。

　実際に被害が出るまで交戦した者が誰もいなかった、というのも１つの原因のようだ。あくまで噂でしかないので、わざわざ確かめに行こうとする者もいなかったのだろう。

「ちなみにジャック級のレベル帯ってどのくらいなんだ？」

「確認されているのは最低が１５０、最高が２５０だね。それ以上となると、クイーン級やキング級に分類される」

　どうやらモンスターごとのレベル上限は変わっていないらしい。

「となるとだ。今回は例外ってことになるか……」

「どういうことですか？」

　シンの言葉に２人がすかさず反応する。さすがはギルド職員と冒険者だ。

「俺が戦ったジャック級は、レベルが２５０を超えてたんですよ」

「それは、本当ですか？」

「【分析アナライズ】で見たんで間違いないです。たぶんユニーク、特殊個体だと思います。普通のと違って取り巻きのポーン級もいませんでしたし」

　セリカに続いてエルスも問いかける。

「確認なんだが、正確なレベルは？」

「３５９だったな。俺の記憶が確かなら、普通であれば、キング級に分類されるレベルだと思うんだが」

　自分で言っておきながら、ユニークで間違いないとシンは思う。

【分析アナライズ】では確かにジャックと出ていたし、そもそもクイーンやキング級のスカルフェイスとは、体格も装備も違っていた。

　レベル、武器、戦闘パターンこそ規格外だったが、それ以外はジャック級だったのである。

「３５９!?」

　シンの台詞にまたしても固まる２人。

「……なにか、まずかったか？」

「まずいというより……いや、待った。私も混乱しているみたいだ。セリカ、確か宝玉鑑定に相手の強さを大まかに調べる方法があっただろ？　今すぐあれをやってみたらどうだろうか」

「っ！　そうですね、宝玉の鑑定を急ぎます。エルス、申し訳ありませんがあとを頼みます」

　エルスの言葉に我に返ったセリカは、シンに一礼すると宝玉を持って奥に下がった。

　シンはと言えば、そんな便利なこともできるのかと呑気に感心していただけである。

「まったく君ってやつは」

　エルスが大きくため息をついた。

「なんだ？」

「今言った敵のレベルが本当なら、君１人の強さは最低でもＡランクパーティ以上ということになる。嘘なら大ほら吹きだ」

「まあ、そうでなければ俺の見間違いだったってことだろ。それに俺のランクはＧだぞ？　ジャック級を討伐したってだけでも、誰も信じないって」

「確かに事情を知らなければそうだろうけど……」

「ならいいだろ。ここまで言っといてなんだけど、目立ちたいわけじゃないし」

　行動と矛盾している気はするが、シンとしては、あまり目立って関わりたくもない輩から目をつけられるのは困るのだ。

　シンの目的はあくまで元の世界に帰ることであり、ギルドに所属しているのも情報収集の手段としての意味合いが強い。現状はこの世界を知ることを重視しているので、帰る手段については未だ手付かずなのが困りどころだが。

「あんなのがうろついてたらまずいだろうから、報告しただけだ。できれば、俺がやったっていうのは広めないでほしい」

「私としては君の希望に沿いたいが、隠したところで調べる者が現れると思うよ。普通は名乗りを上げて当然だからね」

「だよなぁ……」

　シン自身、うっすらとわかってはいたことだが、ハッキリ言われると余計に重く感じてしまう。

　すでにこれだけ騒ぎになっているのだ。そのモンスターを倒した冒険者ならば、かなり名を売ることができる。それをしないとなれば、その理由を知ろうとする連中が出るのは必然だろう。

　しかし、シンが倒したと知られれば、冒険者になりたてのＧランクでしかないので、かなりの注目を浴びるのは間違いない。結局、どちらに転んでも面倒事になるのだ。

「すまないが、こればかりはあまり力になれそうにない」

「そこまで負担をかけるつもりはないからいいって。どうしようもないんだから、とりあえず、飯でも食ってくるわ」

　うだうだ悩んだところで解決などしない。

　気分を変える意味も兼ねて、昼食でも取ろうと考えるシン。ギルド内は込んでいて、とても席が空いているようには見えなかったので、外に出ることにした。























　シンは１人で大通りを歩く。

　セリカとエルスがそろって勧めてくれた店に向かっているのだ。

　しばらく歩くと、剣とフォークが描かれた看板を掲げている店が見えてきた。なんでも店主が元冒険者だそうで、異国の料理や珍しい食材を使った品々が味わえるらしい。

「戦う料理人か……クックみたいだな」

　六天の料理番をしていた女性を思い出し、苦笑するシン。

　材料を自分で確保することにこだわっていた彼女は、食材集めのためにモンスターを倒すことで、ステータスがカンスト寸前までいったという変わり種だった。

　そもそも六天には風変わりなメンバーしかいなかったわけだが、シンお手製の柳刃包丁の２刀流でドラゴンをさばくクックの姿は、強く印象に残っている。

「思い出したら腹減ってきた……」

　腹の虫が鳴き出しそうだったので、少し足早に店に入った。昼飯時とあってか、かなり混雑している。

「いらっしゃいませー！　すいませーん。少々お待ちくださーい!!」

　騒がしい店内に鈴のような声が響く。ウェイトレスは１人しかいないようで、テーブルとカウンターを行ったり来たりしていた。

　空腹ではあったが、さすがにこの状況では文句も言えないので、シンはおとなしく扉のわきに立って店内を眺めていた。

　ギルドの近くにあるからか、店長が元冒険者だからか、店内にいるのはほとんどが鎧や剣で武装した者たちだ。おそらくスカルフェイス退治に集まった者たちだろう。

「お待たせしました。ご案内させて……ってシンさんじゃないですか」

「ん？　えっと、セリカさん？　いやシリカさんですか？」

　突然の言葉に驚くシン。よく見れば、目の前のウェイトレスが、髪をポニーテールにしたシリカだということに気づく。一瞬、またセリカが着替えてきたのかと思ってしまった。

「あたりです。この店を選んだのはお姉ちゃんセリカの紹介ですか？」

「はい。いろいろとお世話になってます」

「……こんなに早くここを紹介されるなんて、ただものじゃないわね」

　真剣な顔で何かをつぶやくシリカ。

「？　何か言いましたか？」

　気になって問いかけるシンだが、なんでもないと笑顔でかわされ、話はそこでお開きになった。確かに、いつまでもドアの横で話し込んでいるわけにもいかないだろう。

　たまたま団体客が帰ったところらしく、１つだけ空いたテーブルに案内される。

　１人でテーブルに座るのは気が引けたが、あいにくカウンター席はすべて埋まっていた。

　他の客が来たときに相席になると聞かされてから、シリカに料理を注文した。

　シンが料理を注文してからほとんど間をおかずにシリカが再びやってきて、相席を頼まれる。

「あのー、シンさん。すいませんけど、新しいお客様が来たので相席をお願いします」

「あ、はい。わかりました」

　やってきたのはやはり冒険者で、毒々しい輝きを放つ槍を持った男だった。

「……『ヴェノム』か」

　禍まが々まがしい槍を見て、シンはポツリとつぶやく。

　魔槍『ヴェノム』──伝説レジェンド級に名を連ねながら、その能力は神話ミソロジー級にも匹敵する、希レ少アや特殊ユニーク級とは一線を画かくす武器だ。

「わりィな。邪魔するぜ」

「むしろ助かる。１人でテーブル占領をするのに気が引けてたんだ」

　軽く挨拶をしてシンは男と向き合った。

　身長はシンと同じくらい。瞳は赤く、黒髪を大おお雑ざっ把ぱに頭の後ろでまとめている。肌は病的と言っていい白さだ。

　美形と言っていい顔立ちだとシンは思ったが、眼光が鋭すぎるのと気配が荒々しすぎるせいで、見た目とは裏腹に野生の獣のような印象を受ける。それも冷静に獲物を仕留める、狩人としての獣だ。

















　レベルは１８８。おそらくこの男なら、通常のスカルフェイス・ジャックを十分単独で倒せるだろう。

「俺はシン。これも何かの縁だ。短い間だけどよろしく」

「……俺にそんな口を利く奴がまだいるとはな。ヴィルヘルム・エイビスだ。冒険者にはなりたてか？」

　声をかけたシンをわずかに観察して、ヴィルヘルムは自身の名を告げた。

　首をかしげながらもシンは質問に答える。

「ああ、今日で３日目だ」

　ふと気がつけば、騒がしいのは変わっていないが、店内の客が皆一様にこちらを見ているのがわかった。シンはまだただの新人冒険者。注目を浴びているのはヴィルヘルムだろう。

　シンにはその理由まではわからなかったが、今のところ実害はないので放っておくことにした。

「３日目？　それにしてはなかなかの装備だな。傭兵でもしてたのか？」

「いや？　まあ、田舎から旅してきたからそれなりだとは思うけどな。おかげでこっちの常識ってのが、いまいちわかってない」

「……道理で俺の名を聞いてビビらねぇわけだ。まともな冒険者なら、俺と相席なんてしねぇだろうからな」

「ビビられるようなことをしたんかい……一体何を？」

　人によっては威圧感だけで冷や汗をかきそうな状況にもかかわらず、平然と話をするシン。

　周りの冒険者はそろって、「なんでそんなになれなれしく話せるんだこいつ!!」と心の中で絶叫するような表情をしていた。

　シン本人は威圧感など微み塵じんも覚えていない。それに加え、どうにも悪事を働くような男には見えなかった。

「別に大したことじゃねぇよ。俺はけっこう前からアンデッドモンスターばかり仕留めてる。だからいつも、人の寄りつかねぇところで戦ってるわけだ。で、そんなのを続けてるうちに、アンデッドの力を吸収してるんじゃねぇかって疑われるようになったんだよ」

「なんだそりゃ……意味がわからん」

　シンとしてはただのやっかみとしか思えない。冗談ではないのだろうか。

「それは俺も同意見だがな。まあ、それを信じてる奴なんて、ランクの低い馬鹿くらいだろうよ。本当の理由はこいつを持ってるからだ」

　そう言ってヴィルヘルムは、壁に立てかけてあった魔槍『ヴェノム』をつかんだ。

「この『ヴェノム』は伝説レジェンド級の武器でな、傷つけた相手の生命力を吸い取って使用者に分け与える能力がある。これだけなら便利なもんだが、まぁ伝説レジェンド級以上の武器ってのはどいつもこいつもぶっ飛んだ力を持ってるもんでな。使用者も知らない能力を実は持ってた、なんてのはざらなんだよ」

「使ってても正確にわからないのか？」

「ああ。気が付いたら呪いにやられてたって奴もいたからな。おまけに俺の武器の能力は吸収ドレインだ。要は、知らねぇうちに味方も吸われるんじゃねぇかってビビってんだよ」

　ゲームでは当たり前にあった武器説明欄がないので、どういう効果を持つ武器なのか使用者でも把握できないようだ。効果を知っているシンからすれば実に馬鹿馬鹿しいことだが、この世界ではそうもいかないのだろう。

　周りの客が注目している理由にも、これで納得がいった。

「鑑定したらわからないか？」

「可能なのは素材の鑑定だけだろ。まあ俺も試しに頼んだことがあったが、わかったのは名前と等級だけだ。さっき俺が言った能力も、使って確かめたもんだしな」

「鑑定した相手のスキルレベルは？」

「Ⅶだったな」

　ヴィルヘルムの回答にそれは無理だとうなずくシン。

　伝説レジェンド級の武装を鑑定するには、最低でもスキルレベルⅧが必要である。神話ミソロジー級でⅨ、古代エンシェント級ともなれば最大のⅩでなければ細部まで能力を確認することはできない。

　ゲーム時は商人や鍛冶師など、鑑定スキルを育てているプレイヤーに頼めばすぐだったのだが、どうやらこの世界、それすらままならないらしい。

　シンが次の話題を振ろうとしたところで、シリカが注文した料理を運んできた。ヴィルヘルムもすでに注文していたらしく、シンが頼んだ覚えのない料理もあった。

「とりあえず、食うか」

「大いに賛成！」

　同意したシンはいただきますと合掌し、即座にかぶりつく。

　シンの注文したのはアブリドリというモンスターのもも肉を骨つきで焼いたもの。いまだにジュウジュウと音を立てているそれは、運ばれてきたときから何とも香ばしい香りを放ち、シンの鼻をくすぐっていた。

　かぶりついた瞬間に口いっぱいに広がる肉汁と、インパクトのあるスパイスの香り。パリッとした皮と柔らかくほどける肉の触感が、空腹だったシンにはたまらなかった。

「うっま！　これうっま!!」

「……もう少し落ち着いて食えよ」

　勢いよくがっつくシンに、ヴィルヘルムも少々呆れ気味だ。とはいえ、当のヴィルヘルムもシンに負けない速度で料理を口に運んでいるのだから、他人のことは言えないだろう。

　しばらく無言で食事を続け、それぞれ１回ずつおかわりをした。そして食後の茶──普通に紅茶が存在した──をすする。

「アブリドリとか久しぶりに食ったな。どう考えてもあぶられて食われるとしか思えん名前だし」

　シンが軽口を叩くと、ヴィルヘルムも笑って答える。

「へたすりゃこっちが黒焦げにされるがな」

　ふざけた名前ではあるが、これでもれっきとした１００レベル前後のモンスターだ。

　名前の通り鳥型だが空は飛べず、そこまで俊敏というわけでもないが、最大の特徴として炎を吐はく。それも設定を間違えたとしか思えない高火力なので、ゲーム時には初見殺しとして変に知名度があったモンスターだ。

「そう言えば、武器の情報を軽々しく教えてよかったのか？　こういうのって隠すもんだろ？」

「さっき言ったのはとうの昔に知れ渡ってるからな。今さら新人にしゃべったところで、変わりゃしねぇよ」

「なるほど」

　誰でも知っているような内容だったらしい。

「俺はもう行く。じゃあな新人」

「またな～」

　友人に対するかのように、シンはヴィルヘルムを見送る。周囲が相変わらずざわついている気がするが、今さらなので気にしない。

　ヴィルヘルムが去って、しばらくしてからシンも席を立つ。

　いずれ戦場を共にする、六天のハイヒューマンと白はく貌ぼうの魔槍使いの初めての交こう錯さくは、じつにあっさりとしたものだった。
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　店を出たシンは、その足を図書館へと向けていた。

　結局、ヒルク草収集の依頼はまだ完了していないが、もともと無期限である。急ぐ必要もない。

　それにも増して、ここ数日の自身の行動から、今後この街でゆっくりしていられなくなるかもしれないという危機感が生まれ、先に別件を済ませようと考えたからだ。

「ここか」

　シンがやってきたのは商業区と居住区の中間地点。商人たちの活気ある声が時折シンの耳に届くくらいで、商業区と比べればかなり静かな場所だ。

　ベイルリヒト王国が管理する図書館は、名を王立魔術図書館という。

　魔術の名を冠してはいるが、それ以外のジャンルも豊富に取りそろえているらしく、わからないことはとりあえずここで調べるのがこの国の常識だと、ツグミから聞いた。

　中には許可がないと読めない本もあるということだが、今回は可能な範囲でこの世界のことを調べようと思っているので問題ない。

　図書館の中にはとくにこれといった特徴はなく、テーブルに椅子、あとは大量の本棚がひしめいていた。

　念のため受付で使い方について説明を受けると、図書館内で読む分には無料だが、貸し出しには費用がかかること、貸出日数には限度があること、１度に３冊までしか借りられないことなど、注意点を要約して教えてくれた。

　貸し出し費用については本の種類と日数で決まるらしい。本をなくせば当然罰金だ。

　閲えつ覧らんに許可がいる本は原則、貸出禁止。上級冒険者や宮みや仕づかえの士官のような、ある程度の身分と信頼がなければ読めないような本もある。

　貴重な本があるなら泥棒でも入りそうなものだが、館内には警備と思しき兵士が周囲に目を光らせており、防犯用のスキルまで展開されているので、手を出す輩はいないのだとか。

（レベルⅧの防壁ウォールに障壁バリアか。自信満々なわけだ）

　城壁より強力な結界スキルが使われているのに多少疑問を感じるが、確かにこれならそうそう破られることはないなと感心する。

　シンは説明を受けた後、どの分野の本がどこにあるのかを教えてもらい、図書館内を回って持てるだけの本を手に取り、空いている席に着く。

　まずは歴史だ。

　やはりデスゲームからの一斉ログアウトと関係があると思われる、『栄華の落日』について調べるのが先決だとシンは考えた。

　建国からの大きな出来事が記載されている年表があったので、さっそく広げてみる。

「まずは最近の……えーっと、今は建国から５１１年目か。『栄華の落日』があったのがだいたい５００年前って言ってたから、ほとんど建国と同時期だな」

　奇妙な符合に首をかしげながら、年表を過去にさかのぼっていく。

　書かれているのは国王の代替わりや葬そう儀ぎ、戦争、大規模工事や同盟の締結など、国政にかかわるものが多い。そして年表の最端、建国の部分を見るが──。

「『栄華の落日』について欠片かけらも書いてないな」

　年表にはただベイルリヒト王国建国とだけ書かれており、それ以前のことには触れられていなかった。

「まぁただの年表だしな。他の本なら何か書いてあるだろ」

　気を取り直して他の歴史書を開く。しかし、次に開いた本の内容もほとんどが建国後のことであり、『栄華の落日』について詳しく記載されてはいなかった。

　その後もいくつか歴史書を読んでみるが、ことごとくハズレ。唯一それらしきものが書かれていた本もあったが、しょせん期待外れのものだった。

「あの日を境に世界は変わってしまった、ってだけじゃな……」

　王が去り、国が消え、世界は変わってしまったと書かれてはいたが、具体的にどうなったのかいまいちはっきりわからない。

　どうやら『栄華の落日』の後、世界中が一時乱世のような状態になったらしいが、直接の原因までは詳しく記載されていなかった。

　プレイヤーがログアウト──事実上消失したのだから、混乱するなと言うのも無理な話だが、少しくらいは記録があってもいいんじゃないかと思ってしまう。

　書物からハッキリした情報は得られそうにないなと諦めつつも、手がかりくらいはないかと山と積まれた中から適当に１冊を取り出す。

　これは種族についての本だったらしく、簡潔にだが、それぞれの特徴や在り方が載っていた。




　ヒューマン──もっとも数が多く、国家も多い。王国を作り、王は国王を名乗る。

　ドラグニル──力と生命力が突出して高く、ヒューマンの姿を取ることもできる。皇国を作り、王は竜王を名乗る。

　ビースト──ヒューマンの次に数が多く、俊敏で部族ごとに異なる特徴を持つ。部族が寄り集まった連合を作り、長は獣王を名乗る。

　ロード──能力に偏かたよりが少なく、またどの能力も突出するほどではないが、総じて高い傾向にある。帝国を作り、王は魔王を名乗る。

　ドワーフ──手先が器用で武具や道具の製作を得意とする。各国に散らばり、組合という形式でその技術を共有する傾向がある。一番の職人は岩がん窟くつ王おうを名乗る。

　ピクシー──種族の中で最も長命であり、魔術の扱いに優れる。妖精郷という独自の世界を作り、その中で生きる者と外の世界と交流を持つ者に分かれる。王は妖精王を名乗る。

　エルフ──ピクシーに次いで長命であり、魔術だけではなく危機察知能力も高い。森に住み、森とともに生きる。若者は集落の外に出ることも多い。集落は園そのと呼ばれ、長は森王を名乗る。




　このあたりはシンの知っている内容とそれほど違いはない。

　ドワーフの職人が岩窟王というのに一瞬違和感を覚えたが、ドワーフはもともと洞窟に住んでいたという設定があったなと思い出し、そのせいかと納得した。

　長命であるエルフやピクシーなら『栄華の落日』について知っている者がいるかもしれないので、その情報はしっかりと記憶しておく。

「さて、次いくか」

　時間の許す限り調べようと決意し、次の本を開くのだった。
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　シンが図書館で調べ物をしている頃。

　冒険者ギルドの１室では、バルクスやエルスなどの幹部が顔をそろえていた。

　もちろん議題はスカルフェイスのことだ。

　シンが持ってきた宝玉の鑑定を待つ状況だが、紹介状持ちのシンからの情報は正確であるという前提条件のもと、手の空いているメンバーがとりあえず集められた。

　緊急性がそこまで高くないのは、すでにスカルフェイスが倒されており、シンの人柄が、バルクスやエルスの報告で多少なりともわかっているからだ。

　これまで紹介状持ちが危険人物だったことが１度もなかったので、ここまで信用されているのだ。

「では、臨時会議を始めるとしよう」

　その声に反応し、会議室内の面々が一斉にバルクスへと視線を浴びせる。

「もう耳にしている者もいると思うが、北の森に出現したというスカルフェイス・ジャックが討伐された。討伐者は宝玉のみ回収してきたということで、現在宝玉を調査中だ」

　淡々と告げたバルクスの言葉に怪け訝げんな顔をする面々。

「ジャック級を討伐しておいて、剣や鎧を回収しなかったのですか？」

　真っ先に声を上げたのは、王国との連絡役として派遣されてきたばかりのアルディだ。

　同じ疑問を持っていたのか、うんうんとうなずいているのは、宝玉の調査を担当している魔導士のアラッド・ロイル。

　サブマスターであるキリエ・エインと事情を知るエルスは無反応である。

　バルクスは続けた。

「本人いわく、剣や鎧など大したものじゃないのだそうだ」

「大したものじゃない……ですか？」

　納得できないという表情のアルディ。その横でアラッドが髭ひげを撫でつけながらほっほっほと笑っている。

「そこまで言い切るとは、なかなか景気がよさそうな御人じゃの」

　老境に入ったせいか、髪や髭ひげには白いものが目立つアラッドだが、背筋はピンと張っており、実年齢ほど年を取っているようには見えない。朗ほがらかに笑う様は好こう々こう爺やという言葉が似合う。

「紹介状持ちの連中は、大概非常識な奴らじゃからな。気にしたら負けじゃよ、お若いの」

「そうなのですか？」

　常識を求めちゃいかんと言うアラッドと、それを信じかけているアルディ。

「待て待て。私が言えた義理じゃないが、そこまで非常識ではないぞ」

「ギルドマスターが言うと説得力がないね」

　バルクスが横やりを入れると、エルスがバッサリと切りすてた。

　ちょっとしたおふざけだったのだろう、適度に緊張感がほぐれたところでアラッドは真面目に報告した。

「まあ、それはそうと例の宝玉なんじゃがの。詳しいことはまだわからんが、少なくともレベルについては、３５９で間違いなさそうじゃぞ」

「やはりか。レベルについては裏付けが取れればそれでいい。問題は他にも同じようなモンスターが発生していないかだ」

　バルクスは重々しくうなずいた。

　宝玉調査に関してギルド内でアラッドの右に出る者はいないので、少なくともキング級のレベルを持ったスカルフェイスが出たというのは確定のようだ。

「それについては探索を得意とする職員がすでに調査に出ています。明日には情報がそろうかと」

　冷静な口調でキリエが補足する。

　バレッタでまとめた黒髪、メガネの奥から覗く茶色い切れ長の瞳。怜れい悧りな美貌も加わって、腰に帯剣してさえいなければバルクスの秘書にしか見えない。

　アラッドがおかしそうに肩を揺らした。

「相変わらずキリエ嬢は仕事が早いのう。ギルドマスターにも見習って欲しいわい」

「うちのサブマスターは優秀なのだよ。ロイ爺」

「バルクス様はもう少し、事務仕事に意識を向けたほうがよいかと」

「うっ」

　バルクスの軽口をキリエが一言で両断する。バルクスの事務能力は別段低いわけではないのだが、キリエとしてはまだ不満があるらしい。

「ほんに容赦のないことじゃ」

「…………」

　３人の掛け合いにあっけにとられていたアルディに、アラッドが問いかける。

「ふむっ、考えていたものと違って驚いたかね」

「いえ、まあ、もう少し緊張感があると思っていたものですから」

　まじめな性格なのだろう。控えめに言うアルディはまだ少し困惑気味だ。

「まあいつものことじゃて。それに今回は会議というよりは、ちょっとした連絡会のようなものだしの。ほんに緊急事態なら、各地区の責任者やらＳランク冒険者やらが集まっとるよ」

「やはり今回のスカルフェイスは、報告のあった１体だけなのですね？」

　集まった人数が５人という時点でそこまで緊急ではないとわかっていたアルディだったが、楽観視しすぎているのではないかと危き惧ぐしていた。

　そんなアルディの心の内をよんだのか、本心を吐と露ろしつつアラッドが補足する。

「そうじゃ。あんな化け物がそう何体も出たらたまったものではない。そして、そう判断するだけの理由もあるんじゃよ」

「守護結界ですか」

「さよう。あれがどのようなものかは知っておるか？」

「外からやってくる魔物を寄せ付けない結界ですね」

「そのとおり、初代国王が張らせたものじゃの。故に結界内で強力な魔物が生まれたとしても、そう何体も出てこんのじゃよ。あれには濃度の高い魔力だまりができるのを防ぐ効果もあるしの。それに加えて、我々が警戒をしていることは、おぬしもわかっておるじゃろ」

　建国時に施されたという術式は、いまだベイルリヒト王国を守護し続けている。しかし、いくら結界に守られていると言っても、それが万全だなどとは王国もギルドも考えてはいない。

　スカルフェイスの報を受け、王国では騎士団が万全の態勢で出撃できるよう準備されているし、ギルドの方も、討伐報告が来た現在でも冒険者への待機指令を解とかず、情報収集に励んでいるのである。

「スカルフェイスの活動が活発になるのは夜だ。アルディ君には、万が一に備えて警戒体制を１ランクあげるよう、騎士団長に連絡してもらいたい」

　２人の会話の切れ目にバルクスが発言する。先ほどのふざけた会話が嘘のようだ。アラッドとキリエ、エルスの態度から察すると、いつものことなのだろう。

「承知しました」

「私からはこんなところだ。他に何か意見のある者はいるか？　いないのなら解散とするが」

　今回はスカルフェイスについての報告が主となっていたので、これで終わりかとバルクス、キリエ、アラッド、エルスは思った。

　しかしアルディが片手を挙げたので、バルクスは１つうなずいて発言を促す。

「今回のスカルフェイスは武装が違ったという情報を得ています。その武装についてと、スカルフェイスを討伐した者の情報を、できるだけ詳しく知らせていただきたい」

「ふむ……武器に関しては隠すつもりはないが、討伐者の情報は本人の意向もあるので明言はできない。それでもいいなら請うけ負おおう。こちらとしては、なぜそれにこだわるのか気になるのだが、理由を聞いてもいいかね？」

「はい。少々話は変わりますが、王城に剣が飛んできた一件は皆様ご存知ですね？」

　当然とばかりに全員がうなずき返す。スカルフェイスの騒動がなければ、今頃その噂でもちきりだったはずだ。

「王城に剣が飛んできた日にスカルフェイスが討伐され、しかもそのスカルフェイスは通常の個体とは違う大剣を装備していた。これらを結びつけて考えておられる方がいるのです」

　アルディ以外の面々は、その発言で何人かの人物を思い浮かべた。

　バルクスが代表して尋ねる。

「どのような剣だったのか、聞いてもいいかね」

「口外しないという条件ならば」

　アルディが出した条件に場の全員が同意した。情報の大切さを皆知っているのだ。

「刀身は２メルほどで、材質は魔鉄鋼とミスリルの合金。そのうえ、光属性永続付与魔術がかかっていました。我が国の宝剣と同格か、下手をすればそれ以上の業わざ物ものです」

「!?」

　語られた内容に一同は驚きを隠せない。

　ベイルリヒト王国の宝剣と言えば、下位とはいえ伝説レジェンド級に分類される武器だ。もはや鍛えられる者がほとんどいない国宝級の武器と同格の剣など、そうあるものではない。

　戦いの最中だったため、鑑定スキルを使わなかったシンは気づいていなかったが、スカルフェイスの持っていた大剣は希レ少アや特殊ユニークよりもランクが高かったのである。最下級の自己再生能力まで備えていたのだ。

「仮に、スカルフェイスが持っていたのは本当にあの大剣だとしましょう。宝剣並みの武器を持つ高レベルのモンスターを倒すほどの実力者について、気にするな、と言う方が無理です。それに少々困ったことにもなっておりまして……」

　アルディの語った内容は真実を言い当てていたが、それだけの情報では誰も判断できない。

　アンデッドが光属性の武器を持つというのは、この世界ではまずあり得ないと言っていいことなのだ。

「困ったこと？」

　後半の発言が何とも煮え切らないことに疑問を持ったバルクスが問いかけた。

「これは、しばらくしたらバルクス殿にも知らせが行くと思いますし、もしかすると大々的に発表されるかもしれません。一応それまでは口外しないで頂きたい」

「ふむ、承知した。他の者は席を外させるかね？」

「許可は出ていますので、先ほどと同じ条件を守ってくださるのなら構いません。皆さんも知ることになる可能性が高いのですから」

　バルクス以外の面々は、「発表」という単語に疑問を持ってはいたが、とりあえず続きを促した。

「実は……」

　その後、アルディの口から語られた内容に、一同は頭を抱えるのだった。
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　シンが図書館で調べ物を始めてから数時間。公共施設の宿命か、夕方と言うにはいささか日が高い時間で、図書館は閉館となった。

　メニュー画面で確認したところ、時間は午後４時50分と表示されている。地球と時間が正確に一致しているかどうかはわからないが、市役所や郵便局でもあるまいに……とシンは思った。

　とりあえず南区──商業区に戻り、露店でも見て回るかと思ったところで腹の虫が泣く。

　夕食には早かったが、たまたま見つけた屋台で焼き鳥がいい感じに焼けているのを目にして、つい買ってしまった。

　焼き鳥と言っても日本で売られているようなものではなく、30セメルほどの串くしに、豪快に鳥肉が刺さった代物だった。

「異世界でも、焼き鳥は安定したうまさだな……でもちょっと買いすぎたか」

　苦笑しつつ袋から新しい串を取り出す。

　買った焼き鳥は大きな串で４本。夕食前に食べるには、さすがに多いと言わざるを得ない量だ。

　食べながら歩くのは落ち着かないので、憩いこいの場となっている広場の中心にある噴水に近づく。その縁ふちに腰を下ろし、なんとはなしに道行く人に視線を向けながら、肉をほおばった。

　スカルフェイス出現の情報が公表されたからか、やはり冒険者の姿が多い。討伐完了の情報も伝わっているはずだが、まだ警戒しているのだろう。

　そして、そういった者たち向けの商売をしている露店商も、今日は格段に多い気がした。

　と言っても、シンはまだ数日しか過ごしていないので、なんとなくでしかない。

　街の喧騒を眺め焼き鳥を咀そ嚼しゃくつつ、図書館で調べた内容を頭の中で整理する。

　今のところわかっていることで、特筆すべきものは３つだ。

　１つ目は『栄華の落日』について書かれた書物が希少だということ。

　図書館には置かれておらず、可能性があるとすれば、閲覧制限のある場所か禁書の類たぐいが保管してある場所だろう。どちらも今のシンでは入れないので一旦置いておく。

　今後、どちらにしろエルフやドラグニルなどの長命種の集落を訪ねる必要性を感じていたので、今はまだ、どこかに忍び込んでまで禁書を探す気はない。

　２つ目はこの世界の地理。

　もともと、【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】の世界には大陸が４つ存在しており、３つの大陸がそれぞれ初級者、中級者、上級者向けのエリア。残りが一般フィールドに飽きたプレイヤー用のエリアとなっていた。

　当然シンは４つのエリアすべてをほぼ制覇していたので、マップに全フィールドが表示されていた。しかし、現在はマップ機能がほとんど意味をなさなくなっていると言っても過言ではない。

　理由は至極簡単で、『栄華の落日』の後に起こった天変地異によって、大陸の形そのものが変化してしまったのだ。

　大陸の移動と大地の隆起現象によって、今では大陸は５つとなり、小さな島国も多く点在する状態になっていた。一応地図も見つけたが、大雑把としか言えない代物だった。

『栄華の落日』に関する資料がないのは、これも原因の１つかもしれない。

　ちなみに、今シンがいる大陸はエルトニアというらしい。

　そして３つ目は、かつて冒険者たちの活動拠点となっていた大都市の現状だ。

　各大陸にはプレイヤーの活動拠点となる大都市が２つ、もしくは３つ存在した。

　武具が充実している都市や商業が活発な都市などそれぞれ特色があり、種族や職業に偏かたよりはあったものの、どこも賑わっていた。

　転生を行うための神殿が大都市にしかなかったというのも人が集まる理由の１つだった。

　それら大都市は現在、『聖地』と呼ばれ、奪還すべき目標とされていた。

　天変地異の影響を受けずほとんどそのままの姿で存在している大都市だが、『栄華の落日』以降、各都市は高レベルモンスターの跋ばっ扈こする魔都と化していたのだ。

　幾度となく調査団が派遣されたが、最低レベルのモンスターですら５００を超える『聖地』に踏み入って帰ってくる者は皆無だった。

　そして、なぜかそれらの高レベルモンスターは『聖地』の外に出てこない。

　実害といえば、『聖地』から溢れる魔力によって周囲の土地や植物が変異を起こし、低レベルのモンスターが突発的に大量発生するくらいらしい。

「さて、どうしたもんか」

　顎あごに手を当てながら黙考する。

　地形そのものが変わっているとなれば、ゲーム時の記憶などあてにならない。エルフの園やピクシーの妖精郷など、長命種の集落も記憶とは違う場所にあるだろう。情報収集は難航しそうである。

「ふぅむ…………ん？」

　いっそティエラやエルスにでも聞いてみようかと考え始めたところで、シンは視線を感じて顔を上げた。

　すると、２メルほど離れた場所から、小学校低学年くらいのネコミミ少女がじっとシンの方を見ていた。

「…………」

「…………」

「…………じゅるり」

「っておい……」

　訂正。小学校低学年くらいに見えるネコミミ少女は、じっとシンの持つ串を見つめていた。なぜだか、とても物欲しそうに見える。

「…………」

「あーっと……」

「…………」

「えーっと……」

「…………」

「…………食うか？」

　じーっと、それはもうじーっと見つめてくる少女に、さすがのシンも折れた。

　穢けがれのない（物欲全開のような気がしないでもないが）目で見つめられると、自分の方が悪いことをしているような気になるから不思議である。

　もとより買いすぎたと思っていたので、食べかけの串をくわえつつ、袋から新しい串を取り出して少女の方へ差し出す。

　シンは「食うか？」と聞いたつもりだったが、実際には「ふうふぁ？」という意味不明な発音になってしまった。

　シンの言葉を解読できたのか、それともただ単に食べ物を差し出されたからなのか──少女はテトテトと小走りにシンに近づく。そして、シュバッという擬音が合いそうな勢いで串を奪い取ると、シンの隣に腰かけて焼き鳥をほおばり始めた。

　一口目を口にした瞬間、ネコミミがシュピンッと立ったので、シンは少し驚いた。

「むぐむぐ……はむはむ」

　小さな口で一生懸命に肉をほおばる少女を見ていると、微笑ましい気分になるのはなぜだろう。

　一瞬、シンの脳裏に浮浪児や物もの乞ごいではないか、という考えが浮かんだが、少女の身だしなみを見るに、そういった類たぐいではないと思われた。

　所々繕つくろってはあるがしっかりした服を着ているし、痩やせ細ほそっているわけでもない。財布を狙っている様子もない。少なくとも、帰る家と育ててくれる人はいるのだろうとシンは判断した。

「はふっ、ごちそうさまでした」

　最後の一切れまできれいに食べ終わると、少女はシンに頭を下げた。

「ん、どういたしまして」

「おにいちゃん、いい人」

「そりゃどうも」

　小さく笑いながらシンを見上げる少女は、ネコミミからもわかる通り、ネコ科に類するビーストなのだろう。黄色い髪の先端だけが茶色に染まっているところを見ると、虎型タイプ・タイガーだろうか。

　ツグミから、ベイルリヒト王国の人口の３割はビーストだと聞いていたので、別段珍しくはない。

「わたし、ミリー。おにいちゃんは？」

「名前か？　俺はシン、ただのシンだ」

「ミリーといっしょ」

「一緒？」

「ミリーも、ただのミリー」

「おおっ、確かに一緒だな」

　シンはプレイヤー名をそのまま使っているので名みょう字じはない。ギルドでの登録のときもとくに指摘されなかったし、大きな問題はないだろう。

　隣では、ミリーが「おっそろい、おっそろい」と嬉しそうにしている。

「さて、肉も食い終わったし、俺はそろそろ行くがミリーはどうする？　帰るなら送ってくぞ」

「だいじょうぶ。おむかえ、きた」

　ミリーの指差した方向から、まっすぐに２人の方へ歩いてくる人影に、シンは驚きを隠せない。

「ん？　お迎えってまさか……」

　その人物もミリーと一緒にいるのがシンだと気づいたのか、少し足早に近づいてきた。

「おう、また会ったな。シン」

「昼飯以来だな。ヴィルヘルム」

　声をかけてきたのは野獣のような気配をまとった黒髪の男──そう、ミリーの言う「お迎え」とは、他でもないヴィルヘルム・エイビスだったのである。

「ヴィルにい！」

　勢いよく駆け寄り、ヴィルヘルムに抱きつくミリー。

　まさかの展開にシンは驚くばかりだ。

「まさか、ヴィルヘルムの子ども……か？」

「んなわけねぇだろ！　孤こ児じ院いんで面倒見てんだよ！」

「孤児院？」

「ああ、そういやお前はまだこの国に来て日が浅かったな」

　ミリーの頭を撫でつつ、ヴィルヘルムが簡単に説明する。

　それによると、住宅区である西区にある教会が孤児院も兼ねており、何らかの事情で親を亡くした子どもたちを保護しているらしい。ミリーもその中の１人なのだとか。

「こいつは昔っから院を抜け出すのがうまくてな。俺がこうして探してたわけだ」

「無断外出かよ。それはちょっと感心できないな」

　シンもミリーを見つめてそう言った。

「う、ごめん、なさい」

　悪いことだという自覚はあったらしく、ミリーは素直に謝る。何気なしにネコミミもしゅん……となっているあたり、まさにファンタジーである。

「にしても、こいつがこんなに怖がらねぇのも珍しいな」

「怖がる？」

　シンは首をかしげた。

「今の見てる限りじゃわからねぇだろうが、こいつはけっこうな人見知りでな。初対面の奴にはまず近づこうとはしねぇんだよ」

「そうなのか」

　肉に釣られただけのような……と思いシンが視線をずらすと、フルフルと首を左右に振るミリーの姿があった。

　シンの考えたことを読み取ったのか、「いっちゃだめ」とアピールしているような気がする。図星の可能性が高そうだ。

「さて、あまり長居する気もないんでな。ほれ、帰るぞミリー」

「ちょっと、まって」

　ヴィルヘルムを引き止めて、ミリーがシンの方へ駆けてくる。

「どうした？」

「おみみ、かして」

「これでいいか？」

　しゃがんでミリーの口元に耳を近づけるシン。

　ミリーはその耳元で、囁ささやくように一言告げると、すぐにヴィルヘルムの元へ戻っていった。

「ばいばい」

　ヴィルヘルムに手を引かれながら人込みに消えていくミリーを、シンも軽く手を振って見送る。

　ミリーの言葉の意味を考えながら、穴熊亭へと歩を進めるのだった。
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　穴熊亭に戻った後、夕食までの空き時間、シンは部屋で休んでいた。

　ベッドに腰かけ、ミリーが去り際に言った一言を頭の中で反はん芻すうする。

「きたのもりにいるきつねさんをたすけてあげて……か」

　ゲームならば、エリア情報から何を指しているのか判断することもできたのだが、地形の変わった今では、推論を立てるのも難しい。

　少なくとも今日、北の森でシンに襲いかかってきたモンスターに、狐タイプはいなかった。熊や蛇、犬に類するモンスターがほとんどで、まれに飛行タイプが出るくらいだったのだ。

　モンスターが多いせいか野生動物は極端に少なく、見かけたのはせいぜい蛇とネズミ程度。

　モンスターは野生動物が魔力の影響を受けて変異するケースが多いのだが、それでも狐など見た覚えはない。

「だめだ、わからん」

　わざわざ頼み込むくらいなので普通の狐ではないのだろう。

『たすけてあげて』と言うからには、何か危険が迫っているのかもしれない。北の森は、ベイルリヒト王国近隣でもなかなかに危険度の高いエリアなのだから。

　初対面のシンに頼むのは妙な気もしたが、ヴィルヘルムの知り合いだから冒険者だと判断したのかもしれない。

　子どもの考えることは得てして理解しづらいものだ、と深く考えることは止めた。

　頼まれたからといって、何かしなければならないというわけではない。しかしだからといって、まったく何もしないというのは後味が悪い。

　とりあえず行ってみるか、とシンは明日の予定を決定する。ついでにティエラのところに行ってシュニーへの伝言を済ませることにした。

「そうと決まれば……飯だな」

　すでに焼き鳥は消化済み。夕食を食べに、シンは階下に降りて行った。
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　明けて翌日。

　シンは穴熊亭を出ると、露店がひしめく大通りを抜け、南門をくぐった。

　門の外には、シンとは逆に国内に入ろうとする人々が、長蛇の列を作っていた。どうやら前日の閉門時間に間に合わなかった人々が、開門と同時に並んでいるようだ。

　見たところ妙に商隊が多い。おそらくそのせいで時間がかかっているのだろう。

　そんな人々をしり目にシンは壁伝いに歩く。月の祠は南門と東門の間に位置しており、どちらかと言えば南門寄りだ。

　しばらく歩くと、目的の場所が見えてくる。

　やはり太さが１メルもある大樹が囲んでいる月の祠は、そこだけが周囲から切り離されているような印象を受ける。

　月の祠はもともと４大陸の１つである『アークリッド大陸』の野外エリアに建っていた。よって、シンたちが生活するこのエルトニア大陸も、アークリッド大陸だった一部なのだろう。

　アークリッド大陸は、上級者エリアである『ホウザント大陸』のさらに上とされるエリアだ。

　もともと一般エリアである他の３大陸エリアよりも、難易度の高いクエストやモンスターが多い。

　同時に、初心者や中級者などが受けられるクエストもあり、ちょっと変わったがクエストがしたい、ヘンテコモンスターと戦いたいといったプレイヤーもよく訪れていた。

　ある意味、レベルも職業も関係なしにプレイヤーが集まる場所であった。

　ただ野外エリアにあるせいで、月の祠に来る客は上級プレイヤーがほとんどだった。その他には、ごく稀にモンスターに追いかけられたプレイヤーが逃げ込んでくるくらいである。

　ちなみに月の祠付近のモンスターレベルの平均値は６００前後。最低は２００を少し超える程度で、最高は言うまでもなく１０００だ。

　ボスモンスターの住すみ処かの近くに店を構えていたこともあり、ボス戦に挑む前に、月の祠でアイテムを補給していくプレイヤーもいた。

「……考えてみれば、アークリッド大陸にいたモンスターとかどうなったんだろ。大陸の形が変わったんだから、生息地も移動してるよな。それとも、まさか天変地異で滅んだのか？」

　もしそういったモンスターがゲームの設定そのままで近くに存在した場合、まず間違いなくベイルリヒト王国は滅んでいる。なにせ軍ぐん隊たい蟻ありのような習性を持ったモンスターもいたのだ。

　各エリアにランダムで出現するそれらのモンスターは、軒のき並なみレベルが６００を超えており、上級プレイヤーには鬱うっ陶とうしい存在、中級プレイヤーには逃げるかやり過ごす相手、初級プレイヤーには出くわしたら死に戻りするしかない、と認識されていた。

　パーティ人数が多いほどエンカウント率が上がるので、国などという大多数の人が集まる場所が狙われないはずがなかった。

　とはいえ、被害が出ていない以上、何かしら対策が取られたか、出現していないか、とにかく理由があるのだろう。そうでもなければ、国や街道を作るなどできるはずがない。

　実は月の祠の周り以外は別の大陸の大地でした、などということもあり得るのだ。

　答えの出ない疑問を棚に上げ、月の祠の前に立つ。

　数日前に訪れたときは店がまだ存在したことが嬉しくて気づかなかったが、店の入り口である扉には縦20セメル、横10セメルほどの木札がかけられていた。

　札には『店主奮闘中』の文字。これは月の祠がいつも通り営業していることを表している。裏には『店主家出中』の文字。こっちはシンがログインしていないときや、素材集めなどで閉店しているのを表していた。

　まだこれを使ってたのかと感心しつつ扉を開く。シンが店内に一歩踏み入れると、「チリーン」と軽やかな鈴の音が響いた。

　誰もいない店内に誰かが入ってくると、鳴るように設定されているのだ。これもゲーム時から変わらない。どうやら今日は騎士団は来ていないらしい。

「いらっしゃいませ！　あら、シン」

「よっ、忘れてた伝言をしに来た」

　入ってきたのがシンだとわかると、ティエラの表情が満面の笑みに変わる。窓から差し込んだ光で、元に戻った銀髪の部分がきらりと光った。

「あ！　そういえば、そのことすっかり忘れてたわ」

　シンの言葉を聞くと、はっとした表情をするティエラ。

　さすがにあの日の出来事を考えれば、細かい話を忘れているのも仕様がないだろう。本人からすれば、伝言のことなど吹き飛ぶような大事だったのだから。

「それでだ。これに見覚えがあったら、会って話がしたいって伝えてほしいんだ」

　シンはアイテムボックスから取り出した刀をカウンターに置く。

　それは濃青色の忍者刀で、鞘と柄にはティエラの見たことのない花が描かれていた。細部までしっかりと描かれた絵柄は、武器であるはずの忍者刀を芸術品の域にまで高めている。

「…………」

「……ティエラ？」

　忍者刀をじっと見つめたままのティエラにシンが声をかける。するとティエラは我に返った。

「どうした？」

「ねぇシン。これ……もしかして古代エンシェント級の、武器？」

　ありえないという顔をしているティエラ。まるでまぶしいものを見るかのように、目を細めている。

「わかるのか？　確かにこいつは古代エンシェント級。シュニーの専用武器で名は『蒼そう月げつ』だ」

「師匠の？」

「ああ。恐らくだが、今シュニーは専用武器を使ってないんじゃないか？」

「ええと、そもそも専用武器っていうのがわからないんだけど……」

「わからない？」

　てっきり共通の知識だと思っていたシンは、専用武器という言葉が伝わらないことに驚く。

「専用武器っていうのは設定……あー、特定の人物しか使えない武器のことだ。『蒼月』の場合、製作者である俺以外だと、シュニー、もしくは俺かシュニーの許可した相手しか使えない。今はティエラでも触さわれるようにしてるが、他人には触ふれることもできない」

　ゲーム中ではその機能を、イベント時の報酬としてもらえるアイテムが強奪されないように付与したり、ギルドの象徴として作った武器に付与するなどしていた。

　認知度はそれなりにあったのだが、専用武器としての機能を付与できるのが最上級クラスの鍛冶師や錬金術師だったので、わざわざ作ろうとする者はけして多くなかった。

「使用者の限定って……そういえば、遺跡から発掘された武器の中には、誰も使えないものがあるって聞いたことがあるわ。もしかしてそれも？」

「たぶん誰かの専用武器だろうな。もったいないから、どうにかして使えないか研究した方がいいかもな。専用武器にできるのは、ほとんどが古代エンシェント級か神話ミソロジー級の武器だから、基本的に高性能だし。使えさえすれば、たぶんレベル１の奴だってテトラグリズリーくらい軽く倒せるようになるぜ」

「……何よ、その理不尽な性能」

　予想をはるかに超える性能に、もはや呆れるしかないティエラ。

　ただ説明を聞いただけならば半信半疑だっただろうが、目の前にとてつもない魔力を秘めた忍者刀があっては、信じるしかない。

　その忍者刀──『蒼月』は、カウンターの上に無造作に置かれている。ただ置かれているだけだというのに、ティエラにはその周囲だけ歪んで見える気がした。

　戦闘経験が多くないティエラにすら、それがどれほど強力なものか理解できてしまう。

「本当にすごい力を持った刀ね。私は使いたくないけど」

「へぇ、ちなみにその理由は？」

「呑み込まれそうだから、かしら」

　ティエラは直感的に理解し、同時に確信していた。これは確かに使用者に強大な力を与える。だが、それに見合うだけの実力がなければ、使用者を蝕むしばむだろうと。

「呑み込まれそう……か。それは素材のせいかもしれないな」

　ティエラの言葉を聞いて、一番初めにシンの脳裏に浮かんだのは、レベルに見合わない武器を装備したときに発生するペナルティのことだった。

　武器にはそれぞれ使用するために必要なステータス値が設定されており、それに達していない状態で装備するとステータスが低下するのだ。

　ただ、「呑み込まれそう」という表現とは少し違う。そこで、武器の素材を挙げてみることにした。

「一体、何を使ってるの？」

「メインはキメラダイトっていう合金。そこに黒こく死し龍りゅうの牙、海かい乱らん獣じゅうの鱗うろこ、あとエレメントテイルの涙るい滴てきを融合させたものだ。他にもいろいろ必要な素材はあるが、主な材料は今言った４つ。推測だが、黒死龍の牙か海乱獣の鱗あたりが、ティエラがそう感じる原因じゃないか？　どっちも最高クラスのモンスターだし」

「…………」

「ティエラ？」

　シンの説明を聞いていたはずのティエラは、片手を額に当て、理解できないと言わんばかりに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「…………いえ、もう驚かないわ。ええ、たとえ今聞いたモンスターが、どれも伝説の中の生き物だとしても……大丈夫。うん、大丈夫よ」

「いや、全然大丈夫に見えんて」

　自分の中の常識が崩壊したらしく頭を振るティエラに、シンは思わずツッコミを入れた。

　相変わらずこの世界では規格外のシンだが、今回は輪をかけて常識から外れている。

　それもそのはず。ティエラの言った通り、それらのモンスターは、現在ではどれも伝説の中に名を残す、強力な存在ばかりだった。

　天変地異を引き起こすと伝えられているモンスターが素材だ、などと言われれば、普通は冗談だと思うだろう。

　しかし、目の前の忍者刀の持つ『格』とも言うべき存在感と、常識外れなシンの持ち物だという事実が、冗談などではないと主張している。

「はぁ、シンと話をしてると、私の常識が片っ端から粉々にされていくようだわ」

「え、俺のせいか？」

「当然でしょ。何気なく取り出した武器が古代エンシェント級とか、ありえないにもほどがあるわよ」

「そう言われてもな。シュニーが俺を覚えてるかどうかは、これにかかってるわけだし」

　シンは『蒼月』へ視線を向けながら言う。

　シンはオリジンに挑む前に、『蒼月』をシュニーから預かって（ゲーム風に言うなら回収して）いた。

　これはシュニーだけでなく、サポートキャラクター全員に対して行っていた、シンなりの、ボスと戦うときのちょっとした験げん担かつぎのようなものだ。

　よって今は、他のサポートキャラクターの装備も同じように、アイテムボックスの中で出番を待っている。

　直接会えるならともかく、伝言だけでは読んでもらえない可能性もある。シンという名前もありふれたものかもしれないので、これという品を残しておこうと考えたのだ。

「こんなものを渡されて、会わないって言える人も珍しいと思うけどね。でも師匠は、そういう人かも……」

　シンと同じく『蒼月』を見つめながら、ティエラは納得したようにうなずく。

　今までも高価な服や宝石、珍しい品々がシュニーに贈られることはあった。だが、そのほとんどに関心を示さなかったシュニーの姿が、ティエラの脳裏に浮かぶ。

　ジェイル金貨には及ばなくとも、ジュール白金貨を何十枚とつぎ込んだ品や、伝説レジェンド級に相当するアイテムにすら心を動かさないシュニーなら、単に珍しい、高価な品には見向きもしないだろうと簡単に想像できる。

　今回は見覚えがあったらコンタクトしてくれ、ということなので、無視することはないとティエラは考えた。

　伝説レジェンド級アイテムをスルーしたことすらあったので、ティエラのシュニーに対する評価も一般常識から少々ずれているのだ。

「シュニーから連絡があったら、こいつを使って教えてくれ。俺がどこにいても連絡がつくはずだ」

　シンはそう言って、『蒼月』の隣にシンプルなデザインの便びん箋せんとメッセージカードを置く。

「これを使うと手紙が送れるの？」

「一方通行だけどな。カードにメッセージを書いて、送りたい相手の名前を便箋に書く。あとは送信、と言えばいい」

　シンが指差しながら使い方を説明する。

　ゲームでは誕生日やクリスマスによく使われていたアイテムだ。開いた瞬間に煌きらびやかなエフェクトが出るような、凝ったカードを作る人もいた。

　ゲーム内では普通にメールした方が早く、特定の時期だけ使われるアイテムだったが、この世界ではそもそもメールやフレンド登録といった機能が使えないので、実に重宝しそうだ。

「こんな便利なアイテムもあるのね……」

「使わなすぎて、盛大に余ってるけどな」

　これらに限らず、クエストやイベントの報酬でもらっても滅多に使わないアイテムというのはことのほか多い。シンのアイテムボックスの中には、こういった『ゲーム』ではたいして役に立たないが、『現実』では意外と役に立つアイテムがけっこう眠っていたりする。

「こんなカードが普及したら、すごいことになると思うけど」

「だろうな」

　相手がどこにいても届けられるなど、ティエラから見れば技術革命にも等しい。だが、そんなアイテムを持つシンはティエラの言葉の裏に込められた、広めないの？　という質問をスルーした。

　優れた技術や便利な技術は、必ずしも発案者や開発者の意図したとおりに使われない。人の歴史を紐ひも解とけば、そういったケースは枚まい挙きょにいとまがない。それに、シンは技術革命など、起こす気もなければ興味もなかった。

　そもそも今回のアイテムは【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】にもともと存在した物である。その内誰かが発明するだろ、とも考えていた。

「……ねぇ。思ったんだけど、わざわざ伝言頼まなくても、これで直接師匠に連絡を取ればいいんじゃない？」

　メッセージカードを片手に、ティエラはふと思いついたように口にする。

「それができればいいんだけどな。これは直接会ったことがある奴にのみ送れるんだが、なぜか会ったことがあるはずのシュニーには送れなかったんだ」

　そう、直接送ればいいという案はシンも思いついてはいたのだ。しかし、理由は不明だが不可能だった。

「カードに不備があるんじゃない？」とティエラが言ったので、実際に外に出て、メッセージカードを送って見せる。

　突然目の前に現れた便箋に驚きながら、ティエラは、少なくともアイテムに不備があるわけではないと納得したようだ。

（リストが初期化されてるっぽいんだよな）

　送れない理由はこれだろうとシンは当たりをつけていた。メッセージカードの説明欄には、『冒険で出会った人たちに、あなたの気持ちを届けよう』という１文がある。

　この世界で会ったことがない人物には、たとえゲーム時代に会っていても、メッセージを送れないのだろう。

「ねぇねぇ、これ余ってるならもう何枚かもらってもいい？」

「別にかまわないが、知らない奴にはあまり使わない方がいいと思うぞ」

「使うんじゃなくて、研究したいのよ。私、これでも魔導士を目指してるから、こういう珍しいマジックアイテムを見ると仕組みが知りたくなるの」

　事実、メッセージカードを使ったあたりから、ティエラは楽しい玩具おもちゃを見つけた子どものように目をキラキラさせていた。

「まあ、そういうことならいいか。じゃあもう５枚渡しとく。シュニーからの返事を俺に伝える分も含んでるから、全部は使うなよ？　あと、これだけ渡すんだから伝言代はサービスということでよろしく」

　アイテムが余っているからといって、無料配布はどうかと思ったので、ものは試しと提案してみるシン。

「わかってるわよ。それに無闇に使う気もないから安心して。下手に誰かに使ったら、騒ぎになっちゃうもの。それに、こっちもただで提供してもらう気はないから。とりあえず伝言の代金は無料でいいわ。残りは期待してなさい」

　結果は代金無料に加え、何やら特典が付いてくるようだ。シンは楽しみにしておこうと思いつつうなずいた。

　ティエラの方は何から試そうかしら、と楽しそうな表情をしている。

　研究が好きなら錬金術師を目指した方がいいんじゃないかと思ったシンだが、魔導士も研究をしておかしくはないので、わざわざ口を出すことはしなかった。

　実際、職業：魔導士、副職：錬金術師というプレイヤーは少なくなかった。

「じゃあ、俺はこれで。シュニーによろしくな」

「任せて。師匠が帰ってきたら最初に見てもらうから」

　軽く挨拶を交わして、シンは月の祠をあとした。

　私がメッセージカード送れば、その場ですぐに連絡つくじゃない！　とティエラが気づくのは、シンが去ってしばらくしてからのことである。





　　　　　　　†






　月の祠を出たシンは、そのまま一直線に北の森を目指した。

　スカルフェイスの調査に来たギルドの関係者と遭遇するのは面倒なので、周囲に人がいないことを確認しながら進む。

　当てがあるわけではないのでほぼ勘頼みだ。ただ、なんとなく森の奥が怪しい気がしたので、とりあえず歩き続ける。

　もちろん調査員を避けるため、スカルフェイスのいた場所とは別の方向へ進む。以前来たときには散策しなかったところだ。

　スカルフェイスのいた場所は北の森の南東。

　シンは森の奥を目指しつつ北西に進路を取っているので、北の森の中心部分に近づいていく。

　進めば進むほど木々が生い茂り、日の光をさえぎっている。東の森とは比べ物にならない、夜のような暗さだ。

　木々の高さ自体が東の森よりも高く、鬱うっ蒼そうとした雰囲気は人の進入を拒んでいるようにすら感じられた。

　事実シンは、進めば進むほど、「ここから去れ」という考えが自身の頭の中に浮かんでくることを自覚していた。

　勘や予知の類たぐいではない。もっと明確な、意識に働きかける何かがこの場にはある。

（これは結界なのか？）

　こちらを害しようとする意思はほとんど感じられなかったが、強力な幻惑魔術なので、そうとは言い切れないかもしれない。

　普通の人間なら近づくだけで忌き避ひ感かんが出るくらいの強力な結界である。多少腕に自信がある程度の者では、そもそも意識することすらできないほどだ。

　だが、精神干渉系の耐性をとくに強化していたハイヒューマンのシンにとっては、結界の効果などあってないようなもの。むしろ『この先に何かありますよ！』と知らせているようなものだった。

　暗い森を、警戒しながらひたすら足早に歩くシン。結界の効果ゆえか、モンスターの姿もない。

　しばらく歩き続け、一際大きな樹の横を通り過ぎた瞬間、目の前の暗闇が取り払われ、柔らかい光がシンに優しく降り注いだ。

　開けた視界の先には、その部分だけ丸く切り取ったかのように地面がむき出しになった、直径30メルほどの広場があった。

　中央には鮮やかな朱色の鳥とり居いと、小ぢんまりとした神社が建っている。

「ここが結界の中心か」

　森の中に唐突に出現した空間に足を踏み入れたときから、精神干渉を受けている感覚がなくなっていた。さすがのシンも、神社があるとは思わなかったが。

「ん～？　……この神社、どこかで見たような」

　ゲームでは和風建築も珍しくなかったが、神社を建てるようなモノ好きはあまりいなかった。なので記憶に残っているはずなのだが、あと一歩と言うところでどうしても思い出せない。

「とりあえず、入るか」

　１人でうんうん唸っているのも馬鹿らしいので、さっそく鳥居をくぐって神社の境けい内だいに入る。

　鳥居の下から、参道がまっすぐに本ほん殿でんまで続いている。鳥居のそばでは、狛こま犬いぬならぬ狛狐がその存在を主張していた。

　神社に付き物の手水ちょうず舎や、賽さい銭せん箱ばこが置いてある弊へい殿でんなどの施設はない。ただ鳥居から本殿に進んで終わりである。

　しかし、たとえシンプルな造りであろうとも、ここが神聖な場所であると知らしめるように、鳥居をくぐった瞬間からシンを取り巻く空気が一変していた。

　深い森の中であることを忘れるほどの清々しい風が、シンの頬を撫でる。さまざまな生き物の臭いが混じり合う森の中を通ってきたシンには、それが一層強く感じられた。

　ここが特別な場所だと、否応なく自覚させられる。

　境内はとくに荒れてもおらず、しっかりと管理されているように思えた。

　本殿は床が高く張られており、装飾も少ない。一般的な神社しか知らない者から見れば、違和感を覚えるだろう。

　シンが本殿にたどりつく直前、ピシリという音が耳に届いた。

「なんだ？」

　なにか、ガラスにひびが入ったかのような音だ。結界にひびが入ったのだろうか。

　シンは何もしていないのだが、あまりいい予感はしない。

　俺のせいか？　とあたりを見回してみるが、とくに変わったところはない。空気は変わらず澄んでいるし、神聖な雰囲気も薄れていない。

　本殿の扉はわずかに開かれていた。元から開いていたのか、音と共に開いたのかはわからない。

　なんだか、早く開けろと言っているかのような状態だ。中を覗けるほどの隙間はないが、一旦気になってしまうと意識をそらすのが実に難しい。

「……開けてみるか」

　あまりほめられたことではないなと思いつつ、シンが本殿の扉を開くと、薄暗かった室内が、外からの光を受けてその全容をあらわにする。

　最初に目に入ったのは床に書かれた文字だ。梵ぼん字じのような文字が円形に並んでいる。複数の円を一際大きな円が包んでおり、その様はまるで魔術陣のようだ。

　そして、その中心。大小さまざまな円の中央に身を横たえる影が１つ。

「……狐？」

　光に照らされてもなおぐったりと床に伏しているのは、銀色の毛並みを持つ子狐であった。

「って、呑のん気きに見てる場合じゃないか」

　トラップがないことを確認してからシンは子狐に駆け寄る。

　目に見える外傷こそないものの、子狐のＨＰゲージはレッドゾーンの半ばを過ぎていた。そのうえ、【毒ポイズン・Ⅹテン】【呪いカース・Ⅹテン】の状態異常にまでかかっている。

　普通ならこの状態で放置されれば、体力が尽きるのはもはや時間の問題だろう。

「ミリーの言ってた狐って、こいつか？」

　こんな場所にいる以上、ただの狐でないことは確かだ。

　間違っていたらそのときはそのとき！　と、シンはメニュー画面からアイテムボックスを開く。

　ズラリと並んだアイテムの一覧から、万能回復薬エリクサーを選択し、アイテムカードではなくじかにアイテムとして取り出す。

　ＨＰ、ＭＰ、一部を除いた状態異常、部位欠損まで全回復させる金色の液体が詰まった瓶の蓋ふたを親指で弾はじき、子狐の口元に当てがおうとしたところで──ガシャン！　という、大量のガラスを砕いたような派手な音が、連続してシンの耳に届く。

「今度はなんだ!?」

　シンはとっさに【気配察知】を発動させ、周囲の状況を探る。

【気配察知】はシンに敵意を持ったプレイヤーやモンスターを発見する【索敵サーチ】と違い、感知範囲内に存在するすべてのモンスター、およびプレイヤーの位置や数を知ることができる。

　感知範囲が【索敵サーチ】より狭いのが欠点だが、建物や遮しゃ蔽へい物ぶつの陰から周囲の状況を探るにはこちらの方が効果的だ。

　シンがざっと確認しただけでも、軽く50体以上のモンスターが本殿に向かってきているのがわかった。どうやらさっきの音は、結界が破られた際に生じたようだ。

　マップを見れば、砂糖に群がる蟻のように本殿を赤いマーカーが取り囲んで、じわじわとその包囲を縮めてきていた。

（狙いはこいつか？）

　腕の中で「クゥ……」と弱々しく鳴く子狐を見ながらシンは考える。

　エリクサーを飲ませたので状態異常はすでに治癒しており、体力もレッドゾーンからイエロー、グリーンへと順調に回復している。ただ、いまだ弱っている様子から見るに、どうやらかなり長い間衰すい弱じゃくしていたようだ。

「まずはこいつの安全確保だな。【防壁バリア・Ⅹテン】発動!!　…………ん？　発動、しない？」

　この場所、そして子狐にどんな意味、役割があるかわからないシンは、とりあえず最大級の防壁を展開しようとした。しかし、スキルは発動しない。

「これはどういう……まさか！」

　そこでシンは、ある可能性に気づく。

　神社、狛犬の代わりに置かれていた狐の像、本殿の中にいた子狐、発動しない結界系スキル。

　ここから導き出される可能性は──。

「エレメントテイルの、領域か？」

　狐の像を見たときに気づくべきだったと後悔しながら、子狐を抱いて本殿の外に出る。

　ゲーム時代、エレメントテイルという高レベルのボスモンスターがいたエリア内では、結界系のスキルが使用できなかったのだ。低レベルのプレイヤーですら知っているような情報である。

　これで、子狐の安全を確保するためには、シンがそばを離れるわけにはいかなくなった。

　正直に言えば事態がまだよく理解できていないが、ここで子狐を見捨てるという選択肢はない。

　確かにこの世界は、ゲームに似ているだけの、シンには関係のない世界なのかもしれない。だが震えながらシンを見つめてくる子狐を、ただのＮＰＣだのモブキャラだのと考えられるような思考は持ち合わせていなかった。

　安心させるように子狐の頭を一撫でしてから、シンは周囲の状況を把握するため【気配察知】に意識を向ける。

「クゥ……」

「悪いが少しじっとしててくれ。邪魔な奴らは俺が蹴け散ちらしてやるからな」

　ゆっくりと包囲を狭めてくるモンスター。

　シンの目にまず映ったのは、錆びた剣と鎧を身に着け、眼がん窩かに仄ほの暗ぐらい灯あかりをともした骸骨戦士──スカルフェイスたちが、夢遊病者のようにシンたちの方へと向かってくる光景だった。

　それを見ただけで、神社内の清浄な空気が汚染されていくような感覚を覚える。

　いったいどこから湧いたのかと首をかしげるほどの数だ。シンの視界に入った個体だけでも20体以上いるだろう。

「質がだめなら、量でってとこか？」

　視界に広がるスカルフェイスの群れを見ながらシンはつぶやく。前回戦ったジャック級のような特異な装備やレベルの個体は見当たらず、ゲームと同じポーン級やジャック級によって構成されていた。

　自分たちを取り囲んでいたのが普通のスカルフェイスだとわかったシンは、発動していたスキルを【気配察知】から、より広範囲をカバーできる【索敵サーチ】に切り替える。それにより、すべてのスカルフェイスを補足した。

　今回問題となるのは数だ。【索敵サーチ】によって、敵の数が３桁近いことがわかった。もし少しでも取り逃がせば、またベイルリヒト王国に被害が出る可能性もある。

　シンの脳裏をよぎるのは、スカルフェイスがブレイクダンスをしていた地面に広がる血だまりの跡と、その近くにわずかに残っていた………ヒトだったものの残ざん骸がい。今さら正義漢を気取るつもりはないが、余計な被害を出さないようにしようという心意気くらいはある。

「悪いがお前ら、１体も逃がさん！」

　群がる敵に向かって踏み出しながら、シンはアイテムボックスから新たに武器を取り出す。

　その手に実体化されたのは１本の槍。柄は白銀に輝き、穂には翡ひ翠すいのような鮮やかな緑色をした刃を備えている。魔術が付与されているので、槍全体が白い輝きで覆われていた。

　槍を右手で一回転させ、穂先を前方の敵に合わせると、【制限リミット】を一気にⅡまで解除する。

　力を完全に制御可能で、なおかつ最も戦闘能力が高まる状態まで力が解放されたのを確認し、シンは地面を蹴ってスカルフェイスの群れへと突進した。

「まずは１発っ!!」

　突っ込むと同時に槍術系武芸スキル【轍わだち貫ぬき】を発動。

　シンの膂りょ力りょくによって突き出された穂先がスカルフェイスを数体まとめて貫いた。スキルの発動によって発生したエメラルドグリーンの光が、螺ら旋せんを描きながら敵の剣に、鎧に、そして本体に牙をむく。

　まるで水平に撃ち込まれた砲弾のごとき威力で、密集していたスカルフェイスを粉々に打ち砕き、一直線に骨と鉄片でできた轍を形成していく。

　突進の勢いそのままにスカルフェイスの包囲を抜けたシンは、敵の位置に注意しながら、一旦距離を置く。

「次はこいつだ。【スター・マイン】！」

　スキルが発動すると、シンの周りに数十個の光弾が出現し、スカルフェイスの群れを取り囲むように移動していく。

　光術系魔術スキル【スター・マイン】とは、光属性の光弾を、空中に機雷のように設置するスキルだ。

　発生した光弾は本殿を囲むスカルフェイスのさらに外側に配置され、スカルフェイスが森に逃げられないように退路を断っていく。

　光弾の設置が完了したのを確認すると、先ほど討ちもらした──未だに本殿に群がっている──スカルフェイスに、シンは再び攻撃を仕掛ける。

　今度は槍術系武芸スキル【閃せん華か】である。

　エメラルドグリーンの軌跡を残して槍が横一文字に薙ぎ払われると、直撃を受けたスカルフェイスが粉々になり、さらには砕けた鎧や剣が射程外にいたスカルフェイスに襲いかかった。

　尋常ではない威力を有した一撃によって吹き飛ばされたそれらは、ポーン級、ジャック級を問わず貫き、スカルフェイスの群れを文字通りハチの巣状態にしていく。

　ジャック級のスカルフェイスがシンに攻撃しようと剣を振り上げるが、シンの槍に返り討ちにされ、次の瞬間には即席の弾丸と化して味方に突き刺さっていた。

「もう一丁!!」

　子狐を胸に抱きながら片手で操っているとは思えない速度で、縦じゅう横おう無む尽じんに槍を振るうシン。

　スキルを使い一撃で10体近くのスカルフェイスを薙ぎ倒し、なおかつ破片による簡易散弾攻撃まで繰り出すので、敵の数は見る見るうちに減っていく。

　もとよりジャック、ポーンといったクラスのスカルフェイスは、ゲーム中では雑魚に分類されるモンスターだった。いくら子狐を抱えていようと、能力ではるか上をいくシンが苦戦するはずもない。

　完全にシンの独壇場となったこの場で、そんなモンスターが生き残れるはずもないのだ。

　シンが戦闘を開始して10分足らずで、スカルフェイスの群れは完全に駆逐されていた。

　森に逃げることも想定していたが、そこまでの知能はなかったのか、すべての個体がシンに向かってきた。そのため、【スター・マイン】はムダになってしまったが、取りこぼしもなく全滅させられたのだ。

　シンの周りにはスカルフェイスの残ざん骸がいが散乱し、地面が見えなくなっている。ドロップアイテムも、アイテムボックスに入りきらないわけではないがかなりの量だ。

　さすがにすべて拾う気など起きなかったので、スルーすることにした。

「さて、これからどうす──っ!?」

「グギュッ!?」

　敵を全滅させたことで漏れた独り言を呑み込み、シンは子狐を抱えたまま瞬時にその場から飛びずさる。突然の高速移動に子狐がくぐもった悲鳴を上げたが、シンの視線は子狐に向いていなかった。

　敵はいなくなったはずなのに、突然感じた敵意に反応したのだ。

　先ほどまでシンがいた場所には、２メルほどの氷柱が突き刺さっていた。

　攻撃手段から見て、スカルフェイスの生き残りがいたというわけではないだろう。スカルフェイスは、たとえキング級でも魔術スキルは使えない。使えるのは武芸スキルのみだ。

　シンは氷柱が飛んできたであろう方向へと目を向ける。

【索敵サーチ】には、先ほどまではなかった赤いマーカーが出現していた。マップの上の敵の位置と、氷柱が飛んできた方向は完全に一致している。

「狛犬ならぬ、狛狐か？」

　そこにいたのは鳥居のそばの狐像だ。

　本来の神社なら狛犬が置いてあるのだろうが、ここは九きゅう尾びであるエレメントテイルの領域。お稲荷いなりさまのようになっていても何の不思議もない。

「なんだ、あれ」

　つい言葉が漏れる。

　静かに鎮ちん座ざしていたはずの狐像は、今、シンの目の前で大きな変貌を遂げようとしていた。

　石だった体は、どう変化したのか動物特有のしなやかさを獲得し、四し肢しは太く発達。頭から背に向かって鬣たてがみのような体毛が伸びる。尻尾は２股となり、眼には鈍い輝きが宿っていた。

「おいおい、こんなの見た覚えないぞ」

　シンが呆然としている間も変化は止まらない。

　その額と四肢の付け根からは、それぞれ赤と青に染まった結晶のようなものが飛び出し、口は喉元まで裂けていく。体色は絵の具をぶちまけたかのような、毒々しい紫と青だ。

　そして、最後に黒々とした靄もやをまとってその変化は終わった。その姿からはもはや狐だった頃の面影は感じられない。

　開閉される口から漏れるのは黒い息。ただの黒ではない、深みを感じさせる、粘性すら感じられる重い黒だ。

「ＧＵＲＲＲｒｒｒｒ……」

　聞こえてくる唸り声は、石をすり合わせたかのように響く。

　姿が変わるのにかかった時間はわずか数秒。狐像から全く別のモンスターへと変貌を遂げた２体は、ゆっくりとシンを挟み込むように動いた。

　禍まが々まがしい顔つきとは裏腹に、その動きは野生の獣よりも滑なめらかだ。

　乗っていた台座が完全に崩れたことで、狐像に相当自重があることはわかっていた。それが俊敏に動くということを再確認させられるのは、精神的に辛いものがある。

「……レベルは６７４。なるほど、瘴しょう気きか」

【分析アナライズ】によって得られた情報がシンの頭を冷やす。

　今でこそこんな姿になってしまっているが、もともと神社に設置してあった狐像は、エレメントテイルと戦う前の腕試しだったはず。

　レベルはジャスト５００で、あえて言うならエレメントテイル戦の練習相手。実はエレメントテイルが操っているゴーレムで……というのがシンの知る設定だった。

　主人たるエレメントテイルがいなければ動くことのないただの石像。それが動いた理由は、その身を包む黒い靄もやだろう。

　スカルフェイスの群れを見たときに感じた、空気が濁にごるような感覚は間違いではなかったらしい。

　モンスター名はゴーレム・インベイド。

　名前の後半についているインベイドとは、瘴気によって強化されたモンスターにつくものだ。

　どうやら神聖なはずの神社に瘴気が入ってきているらしい。まだ瘴気に汚染された地域特有の状態にはなっていないようだが、このまま２体を放置すれば、そうなるのも時間の問題だろう。

「恨みはないが、勘弁な」

　瘴気に侵され変化しきったモンスターを元に戻す手段はない。

【呪いの称号カースドギフト】や状態異常としての呪いとは違い、【浄化】スキルでも不可能だった。変化途中ならまだ可能性はあったが、予想外の事態にシンは反応できなかった。もう倒す以外に方法はない。

　子狐を抱え直し、槍を構える。

　２体の狐像は本来、爪と牙による物理攻撃と、炎と水属性の魔術スキルによる遠隔攻撃が主な攻撃手段だった。少なくともそれは変わらないのだろう。何せ変貌を遂げる最中も、氷柱がしっかりシンに襲いかかってきたのだから。

















「ＧＵＲＵＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

　背後に陣取っていた、赤い結晶を生やした方のゴーレムが、雄叫びとともに飛びかかってくる。

　全長がゆうに５メルを超えるゴーレムの突進は、その速さともあいまって、シンに見た目以上の威圧感を与えた。

「ちっ！」

　子狐に負担をかけないようにその場を飛びのく。大気を切り裂きながらふるわれた爪には赤々と燃える業ごう火かがまとわりつき、打ち付けられた大地は轟音とともに弾け飛んだ。

　あまりの威力に土煙が上がり、ゴーレムの姿を一瞬隠す。

　シンは赤いゴーレムを警戒しつつ、着地点を狙って飛んできた氷柱を槍で打ち払った。そして、改めて２体の動きを見る。

　どちらも瘴気による強化によって、シンが知るゴーレムよりはるかに強力になっていた。とくに爪に炎をまとわせるような攻撃など初めてである。

（これは、厄介だな）

　この状況でも、シンが本気を出せば苦戦らしい苦戦もしないだろう。だがそうなると、子狐の命が保障できない。今のシンが本気で動けば、その反動だけで子狐が死んでしまうからだ。

　シン自身は本人の耐久力もあって何でもないように高速移動できるが、子狐からしてみれば尋常ではない負荷がその体にかかってしまう。

　これはふざけた予想ではない。子狐の状態から予想されるシンとのステータス差は７００以上ある。それはもはや、大気圏離脱用のロケットに、何の装備もない赤子を乗せたまま飛ばすようなものだ。

　シン自身このような戦いに慣れていない──むしろ苦手といってもいい。かなりのやりにくさを感じていた。

　使い捨ての防御アイテムを装備させることで、ダメージを肩代わりさせることもできるが、取り出すのに時間がかかるうえ、装備させたからといって放置するわけにもいかない。

　現状、ゴーレムはシンを狙っているのか子狐を狙っているのかもわからないのだ。

　魔術スキルを使う相手なので、離れた瞬間に遠距離攻撃される危険が高い。敵がスカルフェイスのような雑魚モンスターなら放置しても大丈夫だろうが、得体のしれない高レベルモンスターなので話は別だ。

　もとより防御系のスキルが少ない【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】では、守りながら戦うというのが難しかった。それだけに結界系スキルが使えないというのが辛い。

　──とはいえ、もちろん戦う方法がないわけではない。

「こういうときのための魔術スキルってな！」

　土煙を突き破って再度飛びかかってきた赤ゴーレムの胴体が、シンの目の前でくの字に曲がる。

　赤ゴーレムの横腹に、スカルフェイス戦で設置していた光術系魔術スキル【スター・マイン】の光弾が突き刺さったのだ。設置場所を変更するときの移動を応用したのである。

　前回の攻撃よりも速度を増した突進は驚異だったが、その巨体は的として十分すぎた。

　２発、３発と続けざまに飛んでくる光弾に打ち据えられていた赤ゴーレムだったが、地面に着地すると同時に飛び跳ね、次いで飛来した光弾を口から吐き出した炎で焼き尽くす。

　その後の光弾は俊敏にかわしていった。

　青ゴーレムの方を見ると氷の壁を作って防御している。スカルフェイス用にと数を重視し、１発１発に魔力をあまり込めなかったので、高レベルのゴーレムの防御は破れなかったようだ。

　赤ゴーレムのＨＰゲージはまだ１割も減っていない。

「防御力が高いのは、さすがゴーレムってとこか。魔術には弱いはずなんだけどなっ！」

　悪あく態たいをつきつつもシンは動きは止めない。光弾による弾幕で２体のゴーレムをその場に釘付けにし、新たな魔術スキルを発動する。

「【シャドウ・バインド】！」

　シンの声とともにゴーレムの足元の影が蠢うごめき、その体を這はい上がる。異変に気づき、とっさに飛び上がろうとしたゴーレムだったが、肝心の脚はすでに影に絡めとられ、身動きがとれなくなっていた。

　闇術系魔術スキル【シャドウ・バインド】は、拘束系スキルの中でもとくに察知されにくいという特徴がある。

　代償として拘束力が弱く、ボスクラスにはほとんど効果がないのだが、シンの魔力によって強化された【シャドウ・バインド】は、しっかりと高レベルのゴーレムを地面に縫ぬい付けていた。

「念のためこいつを持ってろ」

　ゴーレムの動きを封じたシンは、アイテムボックスを開いて一定量のダメージを肩代わりしてくれるアイテムを子狐に装備させる。

　そしてまずは１体と、体力の削れている赤ゴーレムに魔術スキルの狙いを定める。

「あとはこいつで！」

　放つのは貫通力のある光術系魔術スキル【アヴライド・レイ】だ。

　槍を突き出した右手の先に光が集まる。今しがたゴーレムに突き刺さった光弾とは比べ物にならない魔力が、一点に集中していく。

　危険を感じ取ったゴーレムも、束縛に対する抵抗を強めた。やがてゴーレムの口を覆っていた影にひびが入り、わずかな間をおいて口を動かすことに成功する。

「ＣＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａ」

　開かれた口から吐き出されたのはどす黒い霧。

　１メル先すら見通せない無明の霧が、今まさにスキルを放とうとしていたシンの前に広がっていく。その勢いはすさまじく、瞬く間にシンの周囲を闇に閉ざしてしまった。

「目くらまし？」

　慌てて魔術スキルを放つようなことはせず、発動したスキルを維持したまま、シンは様子を見る。ゲーム時代には煙幕のような攻撃をしてくる相手と戦ったこともある。

　視界は閉ざされているが、目に見えずとも【策敵サーチ】を使用しているので、完全に敵の位置を見失うことはない。

　周囲を満たす霧を放置してスキルを放ってしまってもいいのだが、瘴しょう気きに侵されたモンスターによる霧というのが気にかかる。

「ク、クゥ……」

「おい、どうした!?　ちっ、やっぱり状態異常を引き起こすタイプか！」

　苦しみ出した子狐のステータスには、はっきり【毒ポイズン・Ⅶセブン】と表示されていた。どうやら視界を奪うと同時に相手を弱らせる効果も持っているようだ。

　状態異常や状態異常によるダメージは、子狐に装備させたアイテムでは防げないので、しっかり効果を受けてしまっている。

「パワーアップしすぎだろ……」

　子狐に神術系スキル【キュア】をかけ状態異常を回復させるが、数秒でまた毒状態へと戻ってしまう。この霧の中にいる間は、いくら回復しても意味がない。

　霧から出ようにも、一体どれほどの範囲に広がっているのかわからない。ましてや動きに制限がかかったシンを、ゴーレムがむざむざ逃がすとは思えなかった。

　シンにはこの程度では効果がないが、早々に決着をつけないと子狐が持たないだろう。

　体力自体は【ヒール】で回復できるし、毒状態も【キュア】でどうにかできる。だが、毒を受ける度に回復を繰り返しておけば大丈夫と考えるのは、さすがにゲーム的発想すぎる。

　そんなことを現実にすれば、いくら回復しようが最終的には死んでしまう可能性が高い。

「タイムリミットは長くない……な」

　こうなった以上、多少の負荷には耐えてもらうしかないだろう。

「悪いな。ちょっときついが頑張ってくれ」

「ク、クゥ！」

「いい返事だ！」

　子狐の力のこもった鳴き声に呼応するように、溜めていた【アヴライド・レイ】を放つシン。

　マップ上でマーカーがある位置に向かって放たれた閃光は、進路上の霧を吹き散らし、目標に向かって突き進む。

　しかし、ゴーレムはすでに【シャドウ・バインド】から離脱していた。自らに迫る閃光を身を捻ひねるようにしてかわすと、霧の中へと姿をくらませる。

【アヴライド・レイ】の直撃した大地が爆散し、その衝撃で一瞬だけ霧が晴れるが、それもすぐに元に戻ってしまう。

　シンはマップ上のマーカーを意識しつつも、少しずつその場から移動していく。ゴーレムにも遠距離攻撃がある以上、その場に留まり続ければただの的になりかねない。

　ゴーレムを表すマーカーは、２体とも一直線にシンに向かってくる。どうやらゴーレムには霧による視界不良も問題ないらしい。

　向かってくる２つのマーカーが重なる。

　シンが訝いぶかしむ間もなく、霧を突き破って青ゴーレムがシンに牙をむいた。シンの上半身を丸呑みにできそうなほど大きく口を開き、その中に並んだ牙で血肉を求めて迫ってくる。

　凶悪な噛み付きを身をそらしてかわしたシンは、続く爪の一撃を槍の柄で弾く。

　しかし、それに続くはずの赤ゴーレムの姿がない。

　次の瞬間、頭上に殺気──。

　シンは槍を振った勢いそのままに体を空中に投げ出し、頭上に向かって無手系武芸スキル【木こ霊だま打うち】を放つ。

　対空迎撃用の蹴り技は、シンの頭上から迫っていた赤ゴーレムの喉元に直撃し、その首を粉砕する。

　頭部を失った胴体は受け身も取れずに地面に叩きつけられ、その自重で大地を大きく凹ませた。

　蹴りつけた反動によって距離をとり、青ゴーレムのさらなる追撃から逃れるシン。

　子狐に負担のかからない動きを意識しつつも、その瞳は地面に横たわる赤ゴーレムをしっかりと見すえていた。ゲーム時代なら、これで１体片付いたことになるのだが──。

　そんな希望もあっさりと消えてしまう。首を失った胴体だけが起き上がり、何事もなかったかのように動き始めたからだ。

　さすがに粉砕された首は元に戻っていないが、明らかにシンを認識した動きをとっている。

「まだ動くのかよ……」

　そんな予感はしていたが、どうやら完全に粉々にしなければ倒せないらしい。

　かなりの速度で動くマーカーを見ながら、シンは対策を考える。

　相手はゴーレム。状態異常はもちろん効かない。

　子狐のタイムリミットを考えれば、一撃粉砕がベストだろう。

　問題は敵の速度だ。【シャドウ・バインド】より拘束力の強いスキルもあるが、霧の中では完全に捕捉するのが難しい。

　加えてシンの周囲を覆う霧は、【暗視】スキルをもってしても見通せない。マップ頼りにスキルを使うこともできるが、確実性に欠けるうえ、そもそもこの世界での魔術スキルを完璧に掌握できているとは言いがたい。

「クゥ、クーウ！」

「どうした？」

　霧の中から飛んでくる氷柱と炎弾を弾いていたシンの裾すそを、子狐が引っ張る。何か伝えたいことがあるようだ。

「クッ！　クゥッ！」

　子狐が顔を向けた先に、ぼんやりと光る何かがある。目を凝らして見れば、それが子狐の横たわっていた魔術陣だというのがわかった。

　どうやらゴーレムの攻撃の余波で本殿が崩れ、外から見えるようになったようだ。

「あそこに行けばいいのか？」

「クゥ！」

　毒と回復の連鎖でかろうじて命をつないでいる状態ながらも、しっかりとうなずく子狐。何があるのかはわからないが、このタイミングで教えるのだから、何かの役に立つのだろう。

　子狐の意思を信じて、シンは魔術陣のある方へと移動する。仄ほのかに光りを放っているのは、確かに子狐が横たわっていた魔術陣だった。近づいてみてわかったが、魔術陣の周りには霧が入りこんでいない。

「これは……入ればいいのか？」

　うなずきを返す子狐を抱え直し、シンは魔術陣の中心に進む。

「……なるほど」

　魔術陣の中に入ったシンは、子狐がここを示した理由を悟った。

　理屈はわからないが、この陣の中からならば霧の中が問題なく見渡せたのだ。この状態ならば、運に任せてスキルを使用する必要はない。

　ゴーレムもシンたちが魔術陣の内側に入ったのを察知したのか、高速で接近してくる。霧の闇に紛まぎれて奇襲することができなくなったと理解しているのかもしれない。

　だが、それももう遅い。魔術陣に入った瞬間、シンは理解していた。これは自分の力を高めてくれるものだということを。

「【アーク・バインド】！」

　シンがスキル名を叫ぶのと同時に、シンたちに迫っていたゴーレムに、空中から光術系魔術スキルによって生み出された光の鎖が伸びる。

【シャドウ・バインド】よりも速度は劣るが、その強度は２倍以上。拘束系スキルの中でも１、２を争うほどの拘束力を持つ光の鎖が、かわそうと身をよじるゴーレムを捕らえ、地面に縫い付けていく。魔術陣の効果で操作性がはるかに向上した鎖を、ゴーレムは避けきれなかった。

　ゲーム時とは違う、魔力操作という慣れない動作のせいで、本来の効果を発揮しきれていなかった魔術スキル。だがこの魔術陣にいる限り、その追つい尾び性せいは今までの比ではない。

「手間をかけさせてくれたな」

　２体のゴーレムが捕らえられた位置は、シンから見てちょうど直線状に並んでいた。

　もはや子狐を抱いている必要も、動きを制限する必要もない。ただ一撃で粉砕するのみだ。

　シンが槍を構えると同時に魔術陣がひときわ強く光り、その手に持つ槍が輝き始める。これで止とどめとでも言うように、槍に力が集まっているのがわかる。

「いいぜ。まとめて瘴しょう気きごと吹き飛ばす！」

　意思なき声に応じるように、シンは踏み出す。全力で駆けるシンの姿は、残像を残してその場からかき消えた。

　次にシンが現れたのは、ゴーレムの目の前だ。

　繰り出されるのは、今や聖槍と見紛うばかりの清らかな輝きを放つ槍の一撃。

　槍術系武芸スキル【禍か穿せん突づき】。

　禍まが事ごとを穿うがつ──その名に恥じぬ光を放ちながら、【アーク・バインド】の上からゴーレムに突き刺さる。

　まず標的となったのは赤ゴーレムだ。

　瘴しょう気きによって強化されたその体を歯し牙がにもかけず、槍は突き進む。

　外皮を砕き、内部を抉えぐり、胴体から四肢の末端に至るまでを粉々に粉砕していく。

　勢いは止まらず、その穂先はそのまま一直線に青いゴーレムへと向かう。

　魔術による迎撃を試みたのだろう。耳みみ障ざわりな悲鳴がシンの鼓こ膜まくを震わせた。しかし、槍から放たれる光は空中に集まりかけた魔力すら吹き散らす。

　ゴーレムに有利に働くはずの霧も、槍から放たれる光によって霧散していく。

　赤ゴーレムを粉砕してもなお、まったく勢いの衰えぬ一撃は、残った青ゴーレムにも一切の抵抗を許さなかった。





　　　　　　　†






「終わったか。これ、どうすっかな」

　槍を手に周囲を見回しながら、シンはぽつりとつぶやいた。

　瘴気によって姿を変えたゴーレムを倒したことで、周辺を覆っていた霧も完全に晴れ、今では周囲が見渡せるようになっている。

　正直にいえばひどい、の一言だ。

　スカルフェイスのドロップアイテムである剣や鎧が散乱し、神社の本殿は崩壊。魔術スキルによる余波のせいか鳥居は半分吹き飛び、地面は所々大きく抉れ、一部は表面がガラス状に変化しているところまである。

　２メルはある氷柱が地面に立ち並び、その後ろには、氷柱の直撃を受け見事にへし折れた大木が転がっていた。

　やむをえぬ事情があったとはいえ、まさに滅茶苦茶である。この光景を見て、ここが神社だと思う者はいないだろう。

　だからと言って、シンに片づけをする気はないのだが。

「……瘴気はもうないし、スカルフェイスのことだけ報告しとくか」

　どうやら今回の瘴気は、汚染源を断てば消滅するタイプだったようだ。

　しかし、神社内の空気は森の中に近く、元の清浄な状態とは言えなかった。結界が消えたことで、そういった効果が消えてしまったのかもしれない。

　局所的な瘴気発生イベントはゲーム時代もよくあり、瘴気に取りつかれたボスモンスターを倒すことでクリアとなっていた。よって、シンはもう問題ないと判断した。

　少々強引にそう自己判断し、シンは残された問題に目を向け──。

「クー!!」

「おわっ！　っとと、危ないことするなぁ、お前」

　シンは子狐を優しく受け止めた。魔術陣の中からシンに向かってジャンプしていたのである。

　顔を擦りつけてくる子狐を抱き、その様子を観察する。体調もすっかり良くなったようで、しきりに顔を舐めてくる子狐に、さっきまでのぐったりした様子は微み塵じんも感じられない。

「もう大丈夫そうだな」

　結局、今回の事態がどういう状況だったのか未だにわからないシンだが、子狐が無事だったのだから、頑張った甲か斐いがあるというものだ。

　自分の知らない、つまりはゲーム時代とは違った現象を自分の目で確認できたのも大きい。

　元の世界に戻るための手掛かりとまではいかずとも、情報は何であれ知っていて損はない。何がヒントになるかなど今の状況ではわからないのだ。

「クー？」

　考え事をしているシンが気になったのか、子狐が問いかけるような鳴き声を上げた。

「そう言えば、よくわからんのはお前もだったな」

　脇に手を入れ、抱え上げながら子狐に話しかける。

　ミリーに頼まれて助けたわけだが、この子狐も意外と謎が多い。

　発見した当初から緊急事態で、まだ名前すら確認していなかった。ＨＰゲージがあるのはプレイヤーかモンスターだけなので、この子狐もモンスターの一種だということはわかっているのだが。

「名前を見るのをすっかり忘れてたな。やっぱりリトルフォックスか？」

　ペットとして人気のあるモンスターの名前を挙げながら、【分析アナライズ】で子狐の情報を読み取る。

　言葉の意味がわからないのか、子狐はシンに抱えられたまま首をかしげていた。エレメントテイルの領域内では小型の狐型モンスターをよく見かけるので、シンはそう予想したのだ。

「えーと、名前、なま…………え？」

　シンの視線がモンスターネームの位置に釘づけとなる。そこに書かれていた名前は、シンの想像のはるか上を行っていた。

「エ、エレメントテイル………………マジでか……」

「クー！」

　まるでその通り！　と言わんばかりの反応をする子狐──もといエレメントテイル。

　シンが硬直するのも無理はない。

　エレメントテイルはプレイヤーの間で九尾の狐と呼ばれていたモンスターであり、レベル１０００を誇る【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】における最上級モンスターの一角なのだ。

　その力はプレイヤーによって選ばれる【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】最強モンスターランキングで常に上位にランクインしていたほどで、まさかそんなモンスターの名前が出てくるとは予想だにしていなかった。

　表示に間違いがなければ、今シンのいる場所の支配者でもあるはずだ。

　そもそもシンの知っているエレメントテイルといえば、人型か体長20メルほどの巨体かのどちらかである。子狐サイズのエレメントテイルなど聞いたことがない。

「どうしよう……マジでどうしよう……」

　詳しく調べてみると、エレメントテイルのレベルは現在２１１。ボスモンスターとしては頼りないが、この世界の住人からすればすでに十分危険なレベルだった。

　１匹でいたところを見ると、親はいないのかもしれない。

　ついでに言うなら、いたらいたでシンの命が危ない。エレメントテイルは、カンストプレイヤーですら単独で挑むのは無謀と言える相手だ。【制限リミット】を全解放したシンなら倒せるだろうが、少なくとも北の森は焦しょう土どと化すだろうし、余波だけで王国にも被害が出るだろう。

「なんでこんなにレベルが低いんだ？　子どものエレメントテイルなんて聞いたことないぞ……」

　シンは強力なモンスターの情報は常に集めていたのだ。ことエレメントテイルに関してなら、自分が知らないことはない、といえるくらいの知識がある。

　なにせ月の祠に来る客の半分以上はエレメントテイル関連のクエスト、通称「九尾クエスト」に挑むプレイヤーだったのだ。ある意味、店の売り上げに協力してもらっていたとも言える。

　そんな理由もあり、エレメントテイルについては運営の身内かと疑われるほど詳しかった。

「まあゲームじゃないんだし、いきなり成体になるってのもおかしな話だが…………だめだ、わからん」

　所詮シンの持っているのはゲームの知識。この世界では知らないことがあっても仕方ないと割り切ることにした。

　だが、この後どうするのかという問題が残る。

「お前、これからどうするんだ？」

　会話ができるとは思えないが、何となく言葉を理解しているような気がしたので、シンは声に出して問いかけてみた。

　魔術陣はすでに光を失っている。役目を終えたような雰囲気であるこの場所に、エレメントテイルといえど子狐一匹を残していくというのは、何とも忍びなかった。

「クゥー……」

　地面に下ろされたエレメントテイルは、本殿跡、そしてモンスターの残骸が散乱する境内をじっと見つめていたが、しばらくすると思いを振り切るかのように、くるりと体を反転させる。

　そして、勢いよくジャンプするとシンによじ登り、頭の上にポテッとその身を預けた。

「なぜに頭の上？」

「ク～！」

「いやわからんから」

　頭をペチペチ叩いてくるエレメントテイル。こいつなりにここから出ていく覚悟を決めたか、とシンは感じ、なんとなく思ったことを口にする。

「……一緒に来るか？」

「クゥー！」

　それがシンには、「行く！」と言っているような気がした。

「そうか……ってこら暴れるな！　爪つめ！　爪が痛えっての！」

　何やらご機嫌な子狐の暴れっぷりに、視界がぐらぐらと揺さぶられる。

　獲物を仕留める爪が全く隠されておらず、それがシンの顔をチクチク攻撃していて、歩きづらいことこの上なかった。

「ちょっと落ち着け！」

「クー？」

「何首かしげてんだ。絶対に言葉の意味わかってるだろ、お前！」

　幼いといえども種族は最上級モンスター・エレメントテイル──賢かしこくないわけがないのだ。もしかすると、子狐なりに寂しさを紛らわせようとしているのかもしれない。

（俺が元の世界に帰る前に、一人前になってくれるといいけどな）

　放たれる肉球パンチ（爪つき）を両手で防ぎながら、シンは歩き始める。

　頭上の子狐の相手をしつつも、シンは頭の中で、自分が今まで遭そう遇ぐうした出来事をリストアップしていた。

　森の中で出くわした、特殊な装備を持つ異常なレベルのスカルフェイス。

　突如出現したスカルフェイスの群れ。

　支配領域内にもかかわらず瘴気に侵されたゴーレム。

　そして、エレメントテイルの子ども。

　自分の持っている知識ではわからないことが多く、答えが出ない。

　だが、何かが起こっていることだけはわかる。

「とりあえずミリーに子狐こいつのことを確認して、また情報収集だな。あと、シュニーが俺のこと、覚えてるといいが」

　サポートキャラクターであるシュニーならば、多くのことを知っているはずだ。彼女の受けている依頼が早く終わることを祈りつつ、まずはギルド、次いで孤児院と行き先を決めた。




　この世界に来てわずか数日で、異変とも呼べる複数の事件に巻き込まれたシン。

　それは必然か、それとも偶然か。

　シンを中心とした物語の幕は、まだ上がったばかりである。
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